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箱根駅伝復活を後押し
支
部
長
の
川
満
信
男
氏
（
昭
51

畜
）
が
行
っ
た
。

地
域
後
継
者
推
薦
入
試
制

度
に
つ
い
て
は
、
支
部
推
薦
枠

の
拡
充
や
ブ
ロ
ッ
ク
間
調
整

に
つ
い
て
の
改
善
要
望
が
出

さ
れ
た
。
こ
れ
に
対
し
大
学
側

は
、「
人
物
を
畑
に
還
す
と
の

建
学
の
精
神
か
ら
、
と
て
も
大

切
な
制
度
。
優
秀
な
後
継
者
を

地
域
に
輩
出
し
て
い
く
こ
と

が
、
今
後
と
も
望
ま
れ
て
い

る
」
と
し
な
が
ら
も
「
特
に
認

め
ら
れ
た
農
大
独
自
の
推
薦

入
試
制
度
で
あ
り
、
現
行
制
度

を
継
続
し
て
い
け
る
か
が
重

要
。
要
望
の
趣
旨
は
理
解
で
き

全
国
支
部
長
会
議
の
議
長

に
は
、
大
阪
府
支
部
の
南
部
一

郎
支
部
長
（
昭
44
農
）
が
選
出

さ
れ
た
。
各
ブ
ロ
ッ
ク
会
議
の

報
告
と
支
部
・
ブ
ロ
ッ
ク
の

重
点
要
望
や
提
案
を
▽
北
海

道
・
東
北
ブ
ロ
ッ
ク
＝
青
森
県

支
部
長
の
佐
藤
晋
也
氏
（
昭
52

農
）
▽
関
東
・
甲
信
越
ブ
ロ
ッ

ク
＝
千
葉
県
支
部
幹
事
長
の

熊
谷
一
秀
氏
（
昭
59
農
）
▽
東

海
・
近
畿
・
北
陸
ブ
ロ
ッ
ク
＝

三
重
県
支
部
長
の
庄
下
正
昭

氏
（
昭
45
農
）
▽
中
国
・
四
国

ブ
ロ
ッ
ク
＝
高
知
県
支
部
長

の
西
岡
猪
一
郎
氏
（
昭
45
経
）

▽
九
州
ブ
ロ
ッ
ク
＝
沖
縄
県

平
成
29
年
度
全
国
支
部
長
会
議
が
２
月
23
日
、
世
田
谷
キ
ャ
ン
パ
ス･

ア
カ
デ
ミ
ア
セ
ン
タ
ー
の
横
井
講
堂
で
行

わ
れ
た
。
各
支
部
か
ら
強
い
要
望
が
あ
る
農
大
ス
ポ
ー
ツ
の
強
化
、
と
り
わ
け
箱
根
駅
伝
の
出
場
権
を
得
る
た
め
に
、

新
た
に
「
箱
根
駅
伝
へ
の
道
ｏ
ｎ
ｅ
コ
イ
ン
募
金
」
の
創
設
に
つ
い
て
の
申
し
合
わ
せ
が
了
承
さ
れ
た
（
関
連
記
事

10
面
）。
会
議
に
は
全
国
の
支
部
長
ら
71
人
が
出
席
し
、
各
ブ
ロ
ッ
ク
会
議
の
結
果
が
報
告
さ
れ
、
大
学
と
校
友
会

に
要
望
・
提
案
が
あ
っ
た
。
大
学
へ
は
地
域
後
継
者
推
薦
入
試
制
度
、
ス
ポ
ー
ツ
振
興
な
ど
に
要
望
が
集
ま
っ
た
。

校
友
会
に
は
、
助
成
措
置
の
拡
充
な
ど
に
関
心
が
高
か
っ
た
。
大
学
側
は
夏
秋
啓
子
副
学
長
、
校
友
会
本
部
は
小
野

甲
二
常
任
理
事
・
事
務
局
長
が
回
答
し
た
。

る
が
、
制
度
の
変
更
は
難
し
い

こ
と
を
ご
理
解
い
た
だ
き
た

い
」
と
回
答
し
た
。

校
友
会
本
部
と
し
て
は
、

従
来
か
ら
「
大
学
か
ら
与
え
ら

れ
た
制
度
の
枠
内
で
支
援
・
協

力
を
行
う
と
い
う
基
本
的
な

考
え
」（
三
好
会
長
）
を
も
っ

て
引
き
続
き
優
秀
な
学
生
の

推
薦
を
お
願
い
し
た
い
と
し

て
い
る
。

農
大
ス
ポ
ー
ツ
の
強
化
の

要
望
に
つ
い
て
大
学
側
は
「
校

友
の
皆
さ
ん
と
同
じ
気
持
ち
」

と
し
た
上
で
、
陸
上
競
技
部
に

つ
い
て
は
「
監
督
、
コ
ー
チ
の

２
人
体
制
に
し
て
指
導
体
制

を
強
化
し
、
選
手
の
レ
ベ
ル

ア
ッ
プ
を
進
め
て
い
る
。
も
う

少
し
お
時
間
を
い
た
だ
き
た

い
」
と
し
な
が
ら
も
決
意
を
新

た
に
し
た
。

ま
た
、
地
域
連
携
協
定
を

結
ぶ
際
に
は
支
部
に
連
絡
が

ほ
し
い
と
い
う
要
望
に
「
協
定

で
の
成
果
を
生
む
た
め
に
は

校
友
の
協
力
な
く
し
て
は
で

き
な
い
。
ご
支
援
を
お
願
い
す

る
」
と
し
、「
特
に
、
地
方
公

共
団
体
等
と
の
協
定
に
つ
い

て
は
、
支
部
へ
連
絡
し
た
い
」

と
語
っ
た
。

ま
た
、
校
友
会
の
助
成
措
置

の
拡
充
に
つ
い
て
校
友
会
本
部

は
「
全
体
予
算
の
増
額
が
見
込

ま
れ
な
い
中
、
現
在
よ
り
多
く

助
成
で
き
る
状
況
に
な
い
。
ご

理
解
い
た
だ
き
た
い
」
と
し
た
。

　

平
成
29
年
度
学
位
記
授
与

式
が
、
世
田
谷
キ
ャ
ン
パ
ス
で

は
３
月
20
日
、
桜
丘
ア
リ
ー
ナ

で
大
学
院
農
学
研
究
科
・
応
用

生
物
科
学
部
・
地
域
環
境
科
学

部
・
国
際
食
料
情
報
学
部
・
短

期
大
学
部
の
合
同
で
挙
行
さ

れ
た
。
厚
木
キ
ャ
ン
パ
ス
で
は

３
月
21
日
、
体
育
館
で
大
学
院

農
学
研
究
科
・
農
学
部
が
、
オ

ホ
ー
ツ
ク
キ
ャ
ン
パ
ス
で
は

３
月
17
日
に
大
学
院
生
物
産

業
学
研
究
科
・
生
物
産
業
学
部

の
学
位
記
授
与
式
が
そ
れ
ぞ

れ
挙
行
さ
れ
た
。

　

多
数
の
父
母
や
後
輩
が

キ
ャ
ン
パ
ス
を
訪
れ
る
中
、
３

キ
ャ
ン
パ
ス
合
計
３
３
９
７

人
の
卒
業
生
が
、
仲
間
や
恩
師

と
の
語
ら
い
の
時
間
を
過
ご

し
、
将
来
へ
の
希
望
を
胸
に
巣

立
っ
て
い
っ
た
。

　

式
で
は
髙
野
克
己
学
長
が

「
東
京
農
大
ブ
ラ
ン
ド
を
背
に

自
信
と
誇
り
を
持
っ
て
卒
業

し
、
実
社
会
で
東
京
農
業
大
学

を
世
に
知
ら
し
め
て
ほ
し
い
」

と
激
励
。
卒
業
生
を
代
表
し

て
、
国
際
食
料
情
報
学
部
国
際

バ
イ
オ
ビ
ジ
ネ
ス
学
科
の
瀬

戸
口
友
紀
さ
ん
、
農
学
部
畜
産

学
科
の
田
島
綾
乃
さ
ん
、
生
物

産
業
学
部
地
域
産
業
経
営
学

科
の
阿
部
芳
治
さ
ん
が
答
辞

を
述
べ
た
。

　

平
成
30
年
度
入
学
式
が
４

月
２
日
、
世
田
谷
キ
ャ
ン
パ
ス

桜
丘
ア
リ
ー
ナ
で
、
大
学
院
農

学
研
究
科
・
農
学
部
・
応
用
生

物
科
学
部
・
生
命
科
学
部
・
地

域
環
境
科
学
部
・
国
際
食
料
情

報
学
部
の
合
同
で
挙
行
さ
れ
、

４
月
４
日
に
は
オ
ホ
ー
ツ
ク

キ
ャ
ン
パ
ス
体
育
館
で
大
学

院
生
物
産
業
学
研
究
科
・
生
物

産
業
学
部
の
入
学
式
が
挙
行

さ
れ
た
。
今
年
度
の
入
学
生
は

３
キ
ャ
ン
パ
ス
合
計
３
４
４

９
人
。

　

海
外
協
定
校
の
英
国
ハ
イ
ラ

ン
ズ
・
ア
ン
ド
・
ア
イ
ラ
ン
ズ

大
学
の
ク
リ
ー
ブ
・
マ
ル
ホ
ラ

ン
ド
学
長
ら
が
出
席
し
祝
辞
を

述
べ
た
。

　

髙
野
克
己
学
長
が
「
東
京
農

大
生
と
し
て
ひ
た
む
き
に
〝
生

き
る
〟
を
追
求
し
て
い
く
こ
と

で
夢
を
実
現
さ
せ
て
ほ
し
い
」

と
式
辞
。
応
用
生
物
科
学
部
醸

造
科
学
科
の
宮
下
歩
美
さ
ん
、

生
物
産
業
学
部
自
然
資
源
経

営
学
科
の
小
林
真
大
さ
ん
が

新
入
生
を
代
表
し
て
、
宣
誓
し

た
。

　

両
キ
ャ
ン
パ
ス
と
も
新
入

生
た
ち
は
新
し
く
始
ま
る
生

活
に
期
待
し
、
胸
を
躍
ら
せ
て

い
る
様
子
だ
っ
た
。

全国支部長会議
ｏｎｅ
コ
イ
ン
募
金
ス
タ
ー
ト

　
　

全
国
の
支
部･

校
友
が
一
丸

ブ
ロッ
ク
会
議
の
要
望
報
告

佐藤晋也支部長

庄下正昭支部長

川満信男支部長

小野甲二事務局長

世田谷・厚木両キャンパス合同の入学式
（世田谷キャンパスで）

宣誓する新入生代表
（オホーツクキャンパスで）

三好会長から記念品を渡される卒業生代表
（オホーツクキャンパスで） 式辞を述べる髙野学長（厚木キャンパスで）

学位記を広げてにっこり
（世田谷キャンパスで）

南部一郎議長

熊谷一秀幹事長

西岡猪一郎支部長

夏秋啓子副学長

3397人巣立つ
実社会へ希望

学位記授与式

夢
の
実
現
目
指
し
て

キ
ャンパス
ラ
イ
フ

入学式
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全
国
支
部
長
会
議
の
開
会
に

あ
た
り
一
言
ご
あ
い
さ
つ
申
し

上
げ
ま
す
。
平
素
、
ご
支
援
ご

協
力
を
賜
っ
て
お
り
感
謝
し
て

お
り
ま
す
。

　

学
校
法
人
で
進
め
て
ま
い
り

ま
し
た
稲
花
小
学
校
が
来
年
４

月
に
72
名
の
児
童
を
迎
え
開
校

い
た
し
ま
す
。
東
京
23
区
内
で

は
約
60
年
ぶ
り
の
小
学
校
の
開

設
で
す
。
農
大
の
伝
統
と
教
育

研
究
の
成
果
が
地
域
の
人
た
ち

や
小
学
校
教
育
関
係
者
に
評
価

さ
れ
た
結
果
で
す
。

　

専
門
部
の
歴
史
を
引
き
継
い

で
昭
和
25
年
に
開
学
し
た
短
期

大
学
が
、
残
念
な
が
ら
70
年
近

く
の
歴
史
に
幕
を
閉
じ
、
去
る

２
月
24
日
に
閉
学
式
を
行
い
ま

し
た
。
こ
の
間
、
短
期
大
学
は

優
秀
な
卒
業
生
を
多
数
輩
出

し
、
社
会
か
ら
高
い
評
価
を
い

た
だ
い
て
き
ま
し
た
が
、
社
会

経
済
の
変
貌
な
ど
産
業
の
高
度

化
・
複
雑
化
に
伴
い
就
職
条
件

の
悪
化
が
顕
著
に
な
っ
た
こ
と

な
ど
を
見
据
え
、
大
学
改
革
の

中
で
学
部
に
吸
収
い
た
し
ま
し

た
。
短
期
大
学
の
卒
業
生
は
全

国
各
地
の
現
場
で
活
躍
し
て
お

り
ま
す
の
で
ご
支
援
方
よ
ろ
し

く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　

海
外
の
大
学
、
国
内
有
名
企

業
お
よ
び
地
方
自
治
体
と
の
連

携
協
定
を
進
め
て
い
ま
す
。
と

り
わ
け
地
方
自
治
体
と
は
、
自

治
体
側
か
ら
の
希
望
が
多
く
、

こ
の
こ
と
は
地
域
の
校
友
の
活

躍
が
あ
っ
て
こ
そ
だ
と
改
め
て

感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

　

旧
１
号
館
跡
地
に
新
研
究
棟

の
建
設
を
進
め
て
い
ま
す
。
研

究
機
能
が
衰
え
た
研
究
施
設
を

１
棟
に
集
約
す
る
も
の
で
す
。

厚
木
キ
ャ
ン
パ
ス
に
も
３
階
建

て
の
新
実
験
・
実
習
棟
を
建
設
、

来
年
後
期
に
は
供
用
を
開
始
す

る
予
定
で
す

　

ご
承
知
の
こ
と
で
す
が
少
子

高
齢
化
、
18
歳
人
口
の
減
少
に

よ
り
大
学
に
と
っ
て
安
閑
と
し

て
い
ら
れ
る
時
代
で
は
な
く

な
っ
て
い
ま
す
。
特
色
を
持
っ

た
農
学
生
命
系
総
合
大
学
と
し

て
、
ど
の
よ
う
に
存
続
し
て
い

く
か
が
重
要
な
課
題
で
す
。

　

平
成
29
年
度
に
は
受
験
希
望

者
の
減
少
が
予
測
さ
れ
る
学
科

の
定
員
を
減
ら
し
て
、
新
た
な

学
科
を
つ
く
る
改
革
を
行
い
ま

し
た
。
本
年
４
月
に
は
農
学
部

を
改
組
し
て
競
争
力
を
維
持
し

て
い
こ
う
と
い
う
戦
略
に
出
ま

し
た
。
次
は
、
研
究
の
高
度
化

の
重
要
に
鑑
み
大
学
院
の
改
組

に
取
り
組
み
、
新
研
究
棟
で
教

員
・
学
部
生
・
大
学
院
生
が
研

究
に
ま
い
進
で
き
る
よ
う
な
環

境
づ
く
り
を
推
進
し
て
ま
い
り

ま
す
。

　

陸
上
部
の
強
化
に
つ
い
て

は
、
大
学
と
し
て
前
向
き
に
計

画
を
立
て
て
、
箱
根
駅
伝
に
出

場
で
き
る
環
境
を
作
り
た
い
と

考
え
て
い
ま
す
。
校
友
会
が
来

年
度
か
ら
新
募
金
制
度
を
創
設

下
さ
る
と
い
う
こ
と
で
感
謝
し

て
お
り
ま
す
。

　

平
成
25
年
か
ら
５
年
間
、
校

友
の
皆
さ
ま
に
ご
協
力
い
た
だ

き
ま
し
た
１
２
５
周
年
記
念

事
業
資
金
の
募
金
が
３
月
で

終
了
し
ま
す
。
全
体
実
績
は

４
億
４
０
０
０
万
円
・
達
成
率

は
60
数
％
で
し
た
が
、
校
友
あ

る
い
は
校
友
企
業
の
方
々
か
ら

６
割
を
上
回
る
ご
寄
付
を
い
た

だ
き
ま
し
た
。
こ
の
場
か
ら
心

よ
り
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

　

現
在
、
学
校
法
人
は
大
学
・

高
校
・
中
学
と
八
つ
の
学
校
を

設
置
し
て
お
り
、
学
生
生
徒

数
は
合
計
で
１
万
９
２
０
０

人
、
教
職
員
は
非
常
勤
を
含
め

１
８
０
０
人
で
す
。大
・
高
・
中
、

農
場
な
ど
敷
地
が
３
６
０
㌶
、

講
義
棟
な
ど
建
物
が
約
２
７
０

棟
で
10
万
坪
、
法
人
総
資
産
額

は
１
５
５
０
億
円
、
借
入
金
ゼ

ロ
と
い
う
現
況
で
、
全
国
の
私

学
で
も
大
手
の
学
校
法
人
に
発

展
し
て
い
ま
す
。
こ
れ
も
ひ
と

え
に
先
輩
・
校
友
の
ご
支
援
の

た
ま
も
の
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　

法
人
全
体
収
入
の
70
％
、
学

生
生
徒
数
の
68
％
に
当
た
る

１
万
３
０
０
０
人
が
農
大
で
、

経
営
の
大
黒
柱
は
農
大
で
す
。

農
大
の
髙
野
学
長
に
は
、学
部
・

学
科
の
再
編
新
設
な
ど
改
革
に

取
り
組
ん
で
い
た
だ
き
ま
し

た
。
特
に
、
短
大
定
員
の
農
大

学
部
へ
の
取
り
込
み
と
学
部
定

員
を
１
６
０
数
人
増
員
し
て
い

た
だ
い
た
こ
と
は
、
今
後
の
法

人
運
営
に
大
き
な
ベ
ー
ス
と
な

る
も
の
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。

教
育
環
境
の
整
備
に
つ
い
て

は
、
こ
こ
５
年
ほ
ど
の
間
に
約

２
８
０
億
円
を
投
資
す
る
計
画

で
す
。
主
な
も
の
は
世
田
谷

キ
ャ
ン
パ
ス
の
新
研
究
棟
の
建

設
で
、
東
西
が
１
２
７
㍍
、
南

北
が
52
㍍
、
高
さ
38
・
５
㍍
、

延
べ
床
面
積
１
万
４
０
０
０
坪

で
約
２
０
０
億
円
を
予
定
し
て

い
ま
す
。
厚
木
キ
ャ
ン
パ
ス
の

研
究
棟
、
昨
年
の
東
京
情
報
大

の
看
護
棟
、
稲
花
小
学
校
な
ど

将
来
の
学
生
生
徒
確
保
の
た
め

の
先
行
投
資
を
実
行
中
で
す
。

　

平
成
30
年
度
は
理
事
会
で
決

定
し
た
第
２
期
中
期
計
画
の
４

年
目
の
最
終
年
と
な
り
、
進
捗

（
し
ん
ち
ょ
く
）
状
況
を
検
証

し
な
が
ら
、
現
在
、
第
３
期
中

期
計
画
を
策
定
し
て
い
る
と
こ

ろ
で
す
。

　

東
京
情
報
大
の
看
護
学
部
は

昨
年
４
月
開
校
、
１
０
０
人
の

定
員
の
と
こ
ろ
１
２
３
人
を
迎

え
、
新
た
な
看
護
実
習
棟
で
看

護
師
の
養
成
を
ス
タ
ー
ト
し
て

い
ま
す
。
今
年
も
定
員
い
っ

ぱ
い
の
新
入
生
が
入
学
し
ま

す
。
中
学
２
校
・
高
校
３
校
に

つ
い
て
は
、
そ
れ
を
統
括
す
る

総
学
校
長
を
置
き
、
総
学
校
長

の
下
で
学
校
運
営
を
図
っ
て
い

ま
す
。
高
校
・
大
学
へ
の
進
学

実
績
を
上
げ
、
ス
ポ
ー
ツ
な
ど

課
外
活
動
の
強
化
に
も
取
り
組

み
、
保
護
者
や
生
徒
さ
ん
の
夢

を
か
な
え
る
学
園
に
仕
上
げ
て

い
き
た
い
と
考
え
て
お
り
ま

す
。

　

全
国
支
部
長
会
議
は
、
東

京
農
業
大
学
の
発
展
に
寄
与
す

る
こ
と
を
再
確
認
す
る
場
と
し

て
、
毎
年
２
月
に
開
催
し
て
い

ま
す
。
昨
年
、
秋
の
「
ブ
ロ
ッ

ク
会
議
」
で
の
意
見
・
要
望
な

ど
に
つ
い
て
、
本
日
の
会
議
に

提
起
し
て
い
た
だ
き
、
組
織
的

な
検
討
を
行
い
つ
つ
、
校
友
会

な
ら
び
に
母
校
の
発
展
に
資
す

る
重
要
な
会
議
で
す
。

　

皆
さ
ま
が
、
等
し
く
、
校
友

会
活
動
の
目
的
を
共
有
さ
れ

る
と
と
も
に
、
有

意
義
な
会
議
に
し

て
い
た
だ
き
た
い

と
願
っ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
ご
来
賓
の

先
生
方
に
は
、
校

友
会
が
抱
え
て
い

る
問
題
に
つ
い
て
、

現
場
の
生
の
声
を

聞
い
て
い
た
だ
き
、

親
し
く
ご
指
導
い

た
だ
け
れ
ば
幸
い

で
す
。

　

昨
年
２
月
の
全

国
支
部
長
会
議
以

降
の
経
過
に
つ
い

て
、若
干
振
り
返
っ

て
み
た
い
と
思
い

ま
す
。
昨
年
の
支

部
長
会
議
で
は
、

主
に
、
次
の
２
点

が
取
り
上
げ
ら
れ
、

討
議
さ
れ
ま
し
た
。

一
つ
は
、
平
成
29
年
度
か
ら
地

域
後
継
者
推
薦
入
試
の
評
価
平

均
値
に
つ
い
て
の
考
え
な
ど
、

推
薦
制
度
に
対
す
る
意
見
・
要

望
が
あ
り
ま
し
た
。
二
つ
は
、

箱
根
駅
伝
に
代
表
さ
れ
る
農
大

ス
ポ
ー
ツ
の
強
化
で
あ
り
ま
し

た
。こ
れ
ら
の
こ
と
に
つ
い
て
、

新
部
副
学
長
は
じ
め
大
学
側
か

ら
、
ご
説
明
を
い
た
だ
き
ま
し

た
。
本
日
も
、
同
様
な
意
見
・

要
望
が
提
起
さ
れ
て
お
り
ま
す

の
で
、
後
ほ
ど
ご
指
導
を
お
願

　

例
年
６
月
に
開
催
さ
れ
て

い
た
ホ
ー
ム
カ
ミ
ン
グ
デ
ー

い
し
ま
す
。

　

５
月
に
は
、
29
年
度
通
常
総

会
が
厚
木
キ
ャ
ン
パ
ス
で
開
催

さ
れ
、
農
学
部
の
教
職
員
・
学

生
に
大
歓
迎
し
て
い
た
だ
き
、

感
激
い
た
し
ま
し
た
。

　

９
月
に
は
、
平
成
30
年
度
地

域
後
継
者
入
試
の
受
験
希
望

者
に
つ
い
て
ご
推
薦
を
い
た
だ

き
、
11
月
に
74
名
の
合
格
を
認

め
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
大
学

関
係
者
に
心
よ
り
お
礼
申
し
上

げ
ま
す
。

　

10
月
の
箱
根
駅

伝
予
選
会
で
は
、

残
念
な
結
果
に
終

わ
り
、
今
年
も
箱

根
に
出
場
す
る
こ

と
が
で
き
ま
せ
ん

で
し
た
。
母
校
・

農
大
の
た
す
き
が

箱
根
を
走
る
姿

は
、
わ
れ
わ
れ
校

友
の
共
有
の
願
い

で
あ
り
、
大
学
と

一
体
と
な
っ
て
駅

伝
部
強
化
の
具
体

的
支
援
活
動
を
行

う
必
要
が
あ
る
時

期
が
き
た
と
判
断

い
た
し
ま
し
た
。

具
体
的
に
は
、
箱

根
駅
伝
強
化
の
た

め
の
「
募
金
」
を

始
め
る
も
の
で
、

本
部
提
案
に
ご
賛
同
賜
り
た
く

お
願
い
し
ま
す
。

　

１
２
５
周
年
募
金
は
、
皆
さ

ま
の
ご
尽
力
の
お
陰
で
、
校
友

会
目
標
２
億
円
に
対
し
て
、
約

１
３
８
％
の
２
億
７
６
０
０
万

円
に
達
し
ま
し
た
。
ご
協
力
賜

り
ま
し
た
皆
さ
ま
に
は
、
心
よ

り
感
謝
申
し
上
げ
る
次
第
で
す
。

　

大
学
の
発
展
方
向
の
中
で
、

支
部
長
各
位
の
ご
意
向
を
踏
ま

え
、
校
友
会
も
新
た
な
対
応
に

取
り
組
ん
で
い
く
必
要
が
あ
る

も
の
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

は
、
平
成
29
年
は
「
創
立
記
念

を
祝
う
会
並
び
に
第
17
回
東
京

　 

来
賓
祝
辞
　
要
旨

東
京
農
業
大
学
長
・
同
短
期
大
学
部
学
長

髙
野
　
克
己

　 

来
賓
祝
辞
　
要
旨古

谷
　
勇
治

学
校
法
人
東
京
農
業
大
学
常
務
理
事･
法
人
本
部
長

農
大
ホ
ー
ム
カ
ミ
ン
グ

デ
ー
」
と
し
て
世
田
谷

キ
ャ
ン
パ
ス
収
穫
祭
初

日
の
11
月
３
日
、
百
周

年
記
念
講
堂
で
校
友
や

教
職
員
が
出
席
し
て
開

か
れ
た
。

　

式
典
で
は
髙
野
克
己

学
長
の
式
辞
、
学
校
法

人
大
澤
貫
寿
理
事
長
の

祝
辞
の
後
、
校
友
会
の

千
葉
県
支
部
、
福
井
県

支
部
、
東
京
都
支
部
、

長
野
県
支
部
、
茨
城
県

支
部
か
ら
推
薦
さ
れ
た

５
組
の
親
子
三
代
卒
業

生
特
別
表
彰
が
あ
り
、
代
表
し

て
秋
丸
明
文
さ
ん
（
昭
53
経
）

が
お
礼
の
あ
い
さ
つ

を
し
た
。

　

ま
た
、
今
年
度
か

ら
新
設
さ
れ
た
東
京

農
大
貢
献
賞
は
、
生

命
科
学
部
バ
イ
オ
サ

イ
エ
ン
ス
学
科
の
尾

畑
や
よ
い
教
授
に
授

与
さ
れ
、
校
友
会
か

ら
副
賞
が
贈
ら
れ

た
。
受
賞
後
、「
卵

子
形
成
を
再
現
す

る
体
外
培
養
系
の

開
発
」
に
つ
い
て
講

演
し
た
。

　

平
成
30
年
度
の
「
創
立
記
念
を
祝

う
会
並
び
に
第
18
回
東
京
農
大
ホ
ー

ム
カ
ミ
ン
グ
デ
ー
」
が
６
月
16
日

（
土
）、
世
田
谷
キ
ャ
ン
パ
ス
の
百
周

年
記
念
講
堂
で
開
か
れ
る
。
親
子
三

代
表
彰
、
東
京
農
大
貢
献
賞
表
彰
な

ど
が
行
わ
れ
る
。
特
別
記
念
講
演
は

元
プ
ロ
陸
上
競
技
選
手
の
為
末
大
氏

（
写
真
）。

　

懇
親
会
の
他
、
来
場
者
に
は
記
念

品
の
配
布
も
あ
る
。
振
る
っ
て
ご
参

加
く
だ
さ
い
。詳
し
く
は
、

同
封
の
リ
ー
フ
レ
ッ
ト
を

ご
覧
く
だ
さ
い
。

親子三代卒業生特別表彰を受賞された皆さん

百周年記念講堂で行われた式典

東京農大貢献賞を受賞し、講演をする尾畑教授

　

今
年
は
６
月
16
日
に

為末氏の講演も

農大貢献賞を新設

全国支部長会議　あいさつ　要旨

東京農業大学校友会会長 三好　吉清

ホームカミングデーで親子三代卒業生表彰
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母
校
だ
よ
り

人
事
異
動	

（
順
不
同
、
敬
称
略
）

【
平
成
30
年
４
月
１
日
】

▼
任
用

東
京
農
業
大
学
副
学
長	

夏
秋　

啓
子

東
京
農
業
大
学
副
学
長	

新
部　

昭
夫

東
京
農
業
大
学
副
学
長	
金
子　

忠
一

▼
教
授
採
用

農
学
部
生
物
資
源
開
発
学
科	

松
林　

尚
志

生
物
産
業
学
部
北
方
圏
農
学
科
・
自
然
資
源
経
営
学
科

	

寺
澤　

和
彦

農
学
部
動
物
科
学
科	

庫
本　

高
志

農
学
部
デ
ザ
イ
ン
農
学
科	

谷
口
亜
樹
子

生
物
産
業
学
部
・
自
然
資
源
経
営
学
科	

范　
　

為
仁

▼
教
授
昇
格

農
学
部
動
物
科
学
科	

平
野　
　

貴

応
用
生
物
科
学
部
農
芸
化
学
科	

辻
井　

良
政

応
用
生
物
科
学
部
食
品
安
全
健
康
学
科	

高
橋　

信
之

応
用
生
物
科
学
部
栄
養
科
学
科	

日
田
安
寿
美

地
域
環
境
科
学
部
造
園
科
学
科	

水
庭
千
鶴
子

生
物
産
業
学
部
北
方
圏
農
学
科	

中
丸　

康
夫

生
物
産
業
学
部
海
洋
水
産
学
科	

中
川　

至
純

生
物
産
業
学
部
食
香
粧
化
学
科	

妙
田　

貴
生

▼
捕
職

大
学
院
農
学
研
究
科
委
員
長	

上
原
万
里
子

大
学
院
生
物
産
業
学
研
究
科
委
員
長	

塩
本　

明
弘

農
学
部
長	

小
川　
　

博

応
用
生
物
科
学
部
長	

本
間　

和
宏

生
命
科
学
部
長	

矢
嶋　

俊
介

地
域
環
境
科
学
部
長	

小
梁
川　

雅

国
際
食
料
情
報
学
部
長	

菅
沼　

圭
輔

生
物
産
業
学
部
長	

吉
田　

穂
積

「
食
と
農
」
の
博
物
館
長	

江
口　

文
陽

国
際
協
力
セ
ン
タ
ー
長	

坂
田　

洋
一

図
書
館
長	

杉
原
た
ま
え

学
生
部
長	

古
庄　
　

律

厚
木
キ
ャ
ン
パ
ス
学
生
部
長	

多
田
耕
太
郎

オ
ホ
ー
ツ
ク
キ
ャ
ン
パ
ス
学
生
部
長	

南　
　

和
広

▼
定
年
退
職

農
学
部
農
学
科
教
授	

本
橋　
　

強

農
学
部
農
学
科
教
授	
山
口　

正
己

農
学
部
畜
産
学
科
教
授	

池
田　

周
平

農
学
部
畜
産
学
科
教
授	

信
岡　

誠
治

地
域
環
境
科
学
部
地
域
創
成
科
学
科
教
授	

宮
林　

茂
幸

生
物
産
業
学
部
食
品
香
粧
学
科
教
授	

渡
部　

俊
弘

生
物
産
業
学
部
食
品
香
粧
学
科
教
授	

中
川　

純
一

短
期
大
学
部
醸
造
学
科
教
授	

安
藤　

達
彦

国
際
食
料
情
報
学
部
国
際
農
業
開
発
学
科
准
教
授

	

三
簾　

久
夫

▼
職
員
異
動

《
法
人
》

本
部
長	

舟
山　
　

亮

理
事
長
室
長	

上
田　
　

勉

戦
略
室
（
法
人
室
長
相
当
職
）	

松
丸　

禎
二

総
務
部
長	

小
畑　

幹
夫

戦
略
室
長	

 

岡
﨑　

賢
治

財
務
部
長	

髙
橋　

洋
史

《
大
学
》

事
務
局
長	

手
島　

秀
樹

厚
木
キ
ャ
ン
パ
ス
事
務
部
長	

梶
山　

孝
泉

オ
ホ
ー
ツ
ク
キ
ャ
ン
パ
ス
事
務
部
長	

藤
枝　
　

隆

入
試
セ
ン
タ
ー
長	

高
柳　

和
直

キ
ャ
リ
ア
セ
ン
タ
ー
長	

緒
方　

和
彦

世
田
谷
キ
ャ
ン
パ
ス
内
の

中
心
地
、
旧
１
号
館
跡
地
に
新

研
究
棟
の
建
設
が
進
ん
で
い

る
。
世
田
谷
キ
ャ
ン
パ
ス
４
学

部
15
学
科
の
研
究
室
を
全
て
収

容
す
る
計
画
で
、
２
０
２
０
年

４
月
か
ら
の
供
用
開
始
を
予
定

し
て
い
る
。

設
計
に
当
た
っ
て
①
建
学
の

精
神
「
人
物
を
畑
に
還
す
」・
教

育
の
理
念
「
実
学
主
義
」
が
感

じ
取
れ
る
景
観
形
成
②
学
部
単

位
の
ガ
バ
ナ
ン
ス
強
化
と
学
科

の
ま
と
ま
り
に
寄
与
す
る
ゾ
ー

イ
ン
グ
計
画
③
チ
ー
ム
テ
ィ
ー

チ
ン
グ
に
適
し
た
教
員
と
学
生

の
共
創
空
間
構
成
―
―
な
ど
を

建
設
計
画
の
要
点
と
し
た
。

農
大
の
森
に
面
し
、
ア
カ
デ

ミ
ア
セ
ン
タ
ー
、
講
義
棟
と
連

続
的
に
つ
な
が
り
を
形
成
し
、

後
の
緑
地
整
備
や
学
生
の
交
流
・

活
動
に
寄
与
す
る
空
き
地
の
確

学
校
法
人
東
京
農
業
大
学

と
東
京
農
業
大
学
短
期
大
学
部

は
２
月
24
日
、
明
治
記
念
館
で

「
東
京
農
業
大
学
短
期
大
学
部

閉
学
記
念
の
会
」
を
開
い
た
。

長
き
に
わ
た
り
短
期
大
学
部
を

支
援
い
た
だ
い
た
関
係
者
１
６

保
、
将
来
ス
ペ
ー
ス
な
ど
を
考

慮
し
た
建
物
配
置
と
な
る
。

昨
年
11
月
か
ら
旧
１
号
館

地
下
の
解
体
工
事
を
実
施
し
、

東
京
農
業
大
学
総
合
研
究
所

（
山
本
祐
司
所
長
）は
３
月
９
日
、

東
京
都
千
代
田
区
内
で
革
新
的

技
術
研
究
成
果
報
告
会
を
開
い

た
。
関
係
企
業
、
団
体
、
大
学

な
ど
か
ら
約
１
５
０
人
が
参
加

し
た
。

東
京
農
大
で
は
実
学
主
義
の

も
と
、
総
合
研
究
所
が
中
心
と

な
っ
て
学
内
に
さ
ま
ざ
ま
な
研

究
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
立
ち
上
げ
、

農
大
の
「
特
色
・
強
み
」
を
具

体
的
に
引
き
出
し
た
研
究
を
推

進
す
る
こ
と
で
、
将
来
的
な
社

会
貢
献
を
目
指
し
て
い
る
。

同
報
告
会
は
、
そ
の
研
究
成

果
を
公
開
し
、「
革
新
的
技
術
研

究
」
の
一
端
を
広
く
知
ら
せ
る

機
会
と
し
て
開
い
た
。

東
京
農
大
の
髙
野
克
己
学
長

が
あ
い
さ
つ
し
た
後
、
報
告
会

第
１
部
の
「
学
部
長
主
導
型
研

究
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
で
は
、
生

命
科
学
部
長
の
矢
嶋
俊
介
教
授

が
生
命
科
学
部
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

に
つ
い
て
紹
介
し
た
後
、
分
子

生
命
化
学
科
の
田
口
精
一
教
授

が
、
稲
わ
ら
か
ら
「
バ
イ
オ
プ

ラ
ス
テ
ィ
ッ
ク
」
を
つ
く
る
研

究
に
つ
い
て
報
告
し
た
。

第
２
部
の
「
大
学
院
先
導
的

実
学
研
究
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
で

は
食
料
環
境
経
済
学
科
の
堀
田

和
彦
教
授
が
ホ
ロ
ホ
ロ
チ
ョ
ウ
、

き
の
こ
み
そ
、
機
能
性
野
菜
、

農
大
和
牛
の
市
場
分
析
や
消
費

者
評
価
、
６
次
化
商
品
と
し
て

の
地
域
と
の
連
携
の
可
能
性
な

ど
に
つ
い
て
研
究
成
果
を
報
告

し
た
。

ま
た
、
森
林
総
合
科
学
科
の

江
口
文
陽
教
授
が
「
き
の
こ
を

添
加
し
た
み
そ
の
試
醸
」
に
つ

い
て
、
食
品
安
全
健
康
学
科
の

小
野
瀬
淳
一
准
教
授
が
ホ
ウ
レ

ン
ソ
ウ
を
使
っ
た
「
多
機
能
性

を
付
加
し
た
野
菜
の
開
発
」
に

つ
い
て
、
畜
産
学
科
の
岩
田
尚

孝
教
授
が
「
胚
移
植
を
用
い
た

農
大
和
牛
の
作
成
」
に
つ
い
て
、

バ
イ
オ
セ
ラ
ピ
ー
学
科
の
小
川

博
教
授
が
「
ホ
ロ
ホ
ロ
チ
ョ
ウ

ブ
ラ
ン
ド
の
創
出
」
に
つ
い
て

報
告
し
た
。

報
告
会
の
後
、
参
加
者
と
情

報
交
換
会
も
行
っ
た
。

０
人
が
出
席
し
た
。

短
期
大
学
部
は
昭
和
25
年

に
開
設
さ
れ
68
年
の
間
、
食
農

業
界
に
多
く
の
人
材
を
輩
出
し

て
き
た
が
、
平
成
30
年
３
月
31

日
で
閉
学
し
、
東
京
農
業
大
学

の
新
学
科
体
制
の
も
と
で
教
育

２
０
１
８
年
４
月
か
ら
新
築
工

事
に
着
手
、
完
成
は
２
０
１
９

年
11
月
を
予
定
し
て
い
る
。
鉄

骨
・
一
部
鉄
筋
コ
ン
ク
リ
ー
ト

造
り
で
地
下
１
階
、
地
上
８
階

建
て
。建
築
面
積
は
７
４
２
６
・

73
平
方
㍍
、
延
べ
床
面
積
４
万

６
２
７
６
・
30
平
方
㍍
。

研
究
活
動
を
行
う
。

学
校
法
人
東
京
農
業
大
学

の
大
澤
貫
寿
理
事
長
は
あ
い
さ

つ
で
、「
教
職
員
一
丸
と
な
っ

て
創
立
精
神
で
あ
る
実
学
教
育

を
忠
実
に
実
践
し
、
数
多
く
の

農
業
や
醸
造
業
の
後
継
者
、
食

産
業
に
関
わ
る
有
能
な
技
術
者

を
社
会
に
輩
出
し
て
き
た
」
と

し
、「
短
期
大
学
部
が
戦
後
の

混
乱
期
を
支
え
、
日
本
経
済
の

成
長
期
に
対
応
し
た
優
れ
た
人

材
を
育
成
し
、
社
会
貢
献
を
広

く
果
た
し
て
き
た
こ
と
を
大
学

の
誇
り
と
す
る
」
と
述
べ
た
。

東
京
農
業
大
学
短
期
大
学

部
の
髙
野
克
己
学
長
は
「
短
期

大
学
部
と
い
う
く
く
り
に
ピ
リ

オ
ド
を
打
つ
が
、『
実
学
主
義
』

に
立
脚
し
た
『
短
大
精
神
』
は

今
後
４
年
生
大
学
に
引
き
継
い

で
い
く
こ
と
を
約
束
す
る
。
卒

業
生
の
皆
さ
ま
の
母
校
は
永
遠

に
な
く
な
る
こ
と
は
な
い
」
と

強
調
し
た
。

短
期
大
学
部
の
安
藤
達
彦

部
長
の
あ
い
さ
つ
の
後
、長
年
、

短
期
大
学
部
の
教
育
活
動
に
尽

力
い
た
だ
い
た
74
人
に
感
謝
状

が
贈
呈
さ
れ
た
。

校
友
に
は
な
じ
み
深
い
「
農

芸
化
学
科
」
と
い
う
学
科
名
が

平
成
30
年
４
月
に
復
活
し
た
。

生
物
応
用
化
学
科
は
、
学
科
創

設
１
１
０
年
を
期
に
、
伝
統
あ

る
農
芸
化
学
科
と
名
称
変
更
す

る
の
を
記
念
し
、
３
月
６
日
に

東
京
都
千
代
田
区
内
で
キ
ッ
ク

オ
フ
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
を
開
い
た
。

企
業
約
１
０
０
社
か
ら
の

参
加
を
中
心
に
約
２
０
０
人
集

ま
っ
た
。
参
加
者
は
、
新
た
な

概
念
を
生
み
出
す
基
礎
研
究

と
、
産
業
の
礎
を
築
く
応
用
を

両
輪
と
す
る
学
科
の
研
究
姿
勢

へ
の
理
解
を
深
め
た
。

サ
ン
ト
リ
ー
食
品
イ
ン

タ
ー
ナ
シ
ョ
ナ
ル
㈱
の
辻
村
英

雄
副
社
長
が
「
研
究
開
発
で
事

業
を
興
す
」と
し
て
基
調
講
演
。

辻
村
氏
は
、
サ
ン
ト
リ
ー
が
酒

類
に
替
わ
る
事
業
と
し
て
花
事

業
と
健
康
食
品
事
業
に
進
出
し

た
経
過
を
紹
介
。「
私
ど
も
サ

ン
ト
リ
ー
は
農
芸
化
学
と
と
も

に
発
展
し
て
き
た
」
と
報
告
し

た
。ま

た
、
若
手
教
員
が
広
範

な
分
野
に
わ
た
り
最
新
研
究
を

紹
介
し
た
。

一
方
、
日
本
農
芸
化
学
会

の
佐
藤
隆
一
郎
会
長
（
東
京
大

学
教
授
）
が
「
東
京
農
大
に
農

芸
化
学
科
が
再
興
さ
れ
る
こ
と

は
学
会
に
と
っ
て
も
非
常
に
意

義
あ
る
こ
と
」
と
激
励
し
た
。

｢
人
材
を
育
成｣

社
会
に
貢
献

新
研
究
棟
建
設
が
着
々

全研究室を収容

2020年４月供用へ
世田谷キャンパス

世田谷キャンパス新研究棟完成予想図（東西127㍍、南北52㍍、高さ38.5㍍）

研究の成果を報告する田口教授

閉
学
記
念
の
会

こ
れ
ぞ
革
新
的
技
術
研
究
の
成

果
を
報
告

｢

農
芸
化
学
科｣

復
活
で
シ
ン
ポ

短
期
大
学
部
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本
橋　

強　

教
授

昭
和
51
年
東
京
農
業
大
学

農
学
部
農
学
科
卒
業
。
55
年
東

京
農
業
大
学
農
学
研
究
科
農
学

専
攻
博
士
課
程
満
期
退
学
。
56

年
農
学
部
農
学
科
無
給
副
手
に

就
任
。有
給
副
手
、助
手
、講
師
、

平
成
２
年
博
士
（
農
学
）
の
学

位
を
取
得
し
、准
教
授
を
経
て
、

24
年
に
教
授
に
昇
格
。
こ
れ
だ

け
多
く
の
職
階
を
経
験
し
た
教

員
は
ほ
と
ん
ど
い
な
い
と
研
究

室
で
自
慢
さ
れ
て
い
ま
す
。

専
攻
は
、
植
物
育
種
学
、

植
物
進
化
学
で
す
。
元
進
化
生

物
学
研
究
所
所
長
・
東
京
農
業

大
学
名
誉
教
授
の
故
近
藤
典
生

先
生
に
憧
れ
、
農
大
で
は
育
種

学
を
専
攻
し
ま
し
た
。
そ
の
影

響
も
あ
っ
て
か
、高
等
植
物（
オ

ニ
ソ
テ
ツ
、
ヒ
ガ
ン
バ
ナ
科
、

ア
ヤ
メ
科
）
は
も
ち
ろ
ん
の
こ

と
魚
類
（
マ
ラ
ウ
ィ
湖
産
シ
ク

リ
ッ
ド
）、
両
生
類
（
ヤ
ド
ク

ガ
エ
ル
）、
爬
虫
（
は
ち
ゅ
う
）

類
（
ハ
ミ
ル
ト
ン
ク
サ
ガ
メ
、

カ
メ
レ
オ
ン
）、
鳥
類
（
エ
ボ

シ
ド
リ
類
）
を
自
宅
で
栽
培
・

飼
育
さ
れ
、
出
張
時
に
は
そ
れ

ら
の
管
理
の
た
め
に
研
究
室
の

学
生
が
駆
り
出
さ
れ
る
こ
と
も

あ
り
ま
し
た
。

教
育
面
で
は
、
世
田
谷
キ
ャ

ン
パ
ス
時
代
に
約
70
人
の
学

生
、
厚
木
キ
ャ
ン
パ
ス
時
代
に

約
２
２
０
人
の
学
生
の
卒
業
論

文
の
指
導
を
さ
れ
ま
し
た
。
世

田
谷
キ
ャ
ン
パ
ス
で
は
生
物
愛

好
会
の
顧
問
を
、
厚
木
キ
ャ
ン

パ
ス
で
は
弓
道
部
の
顧
問
を
さ

れ
、
学
生
の
課
外
活
動
の
指
導

を
さ
れ
ま
し
た
。
な
お
、
30
年

４
月
か
ら
は
、
新
設
の
農
学
部

生
物
資
源
開
発
学
科
で
勤
務
さ

れ
て
い
ま
す
。

山
口　

正
己　

教
授

昭
和
50
年
東
北
大
学
農
学

部
を
卒
業
さ
れ
、
同
年
農
林
省

果
樹
試
験
場
育
種
部
に
採
用
。

翌
年
か
ら
果
樹
試
験
場
千
代
田

試
験
地
で
核
果
類
の
育
種
を
担

当
。
63
年
山
形
県
立
園
芸
試
験

場
オ
ウ
ト
ウ
育
種
指
定
試
験
地

主
任
、
そ
の
後
平
成
４
年
か
ら

農
林
水
産
省
果
樹
試
験
場
に
戻

り
、
核
果
類
育
種
第
３
研
究
室

長
を
務
め
ら
れ
ま
し
た
。
21
年

に
東
京
農
業
大
学
農
学
部
農
学

科
ポ
ス
ト
ハ
ー
ベ
ス
ト
学
研
究

室
に
教
授
と
し
て
就
任
。
２
年

目
か
ら
農
学
科
長
を
１
期
、
そ

の
後
、
伊
勢
原
農
場
長
を
３
期

務
め
ら
れ
ま
し
た
。

果
樹
試
験
場
で
は
、
桃
「
あ

か
つ
き
」
を
は
じ
め
、
オ
ウ
ト

ウ
「
紅
秀
峰
」、
梅
「
露
茜
」、

ア
ン
ズ
「
ニ
コ
ニ
コ
ッ
ト
」
な

ど
、
多
く
の
品
種
の
育
成
に
努

力
さ
れ
ま
し
た
。
本
学
で
も
ハ

ナ
モ
モ
５
品
種
、
ラ
ズ
ベ
リ
ー

１
品
種
に
つ
い
て
、
新
品
種
の

開
発
に
従
事
さ
れ
ま
し
た
。
収

穫
後
の
品
質
保
持
を
見
据
え
た

品
種
開
発
は
、
農
学
科
に
新
し

い
風
を
送
り
込
ん
で
く
だ
さ
い

ま
し
た
。

教
育
面
で
は
、
多
く
の
博

士
論
文
、
修
士
論
文
、
卒
業
論

文
の
指
導
を
さ
れ
ま
し
た
。
Ｙ

０
Ｓ
Ａ
Ｋ
Ｏ
Ｉ
ソ
ー
ラ
ン
部
の

顧
問
、
軟
式
野
球
サ
ー
ク
ル
の

顧
問
な
ど
学
生
の
課
外
活
動

に
も
積
極
的
に
関
与
さ
れ
ま
し

た
。
こ
の
よ
う
に
９
年
間
と
い

う
短
い
期
間
で
は
あ
り
ま
し
た

が
、
学
科
運
営
や
学
生
指
導
に

多
大
な
貢
献
を
さ
れ
ま
し
た
。

池
田　

周
平　

教
授

昭
和
52
年
３
月
東
京
農
業

大
学
大
学
院
農
学
研
究
科
農
学

専
攻
を
単
位
修
得
満
期
退
学
、

同
年
４
月
か
ら
東
京
農
業
大
学

短
期
大
学
厚
木
農
場
に
有
給
副

手
と
し
て
勤
務
。
57
年
10
月
か

ら
専
任
助
手
、
講
師
、
平
成
２

年
４
月
か
ら
農
学
部
富
士
農
場

に
移
動
、
13
年
４
月
農
学
部
畜

産
学
科
に
所
属
変
更
、
同
年
に

博
士
（
畜
産
学
）
の
学
位
を
取

得
、
14
年
助
教
授
、
17
年
に
は
、

日
本
養
豚
学
会
学
術
賞
（
丹
羽

賞
）
を
受
賞
さ
れ
ま
し
た
。
19

年
教
授
に
昇
格
。

研
究
面
で
は
、
一
貫
し
て

家
畜
（
動
物
）、
特
に
豚
を
対

象
と
し
た
栄
養
摂
取
な
ら
び
に

飼
育
管
理
技
術
の
確
立
に
取
り

組
ま
れ
、
肥
育
効
率
向
上
に
関

し
て
実
践
的
な
研
究
を
研
さ
ん

し
、
多
く
の
成
果
を
関
連
学
会

に
報
告
さ
れ
ま
し
た
。

学
内
の
学
生
指
導
で
は
、

農
友
会
厚
木
支
部
卓
球
部
の
立

ち
上
げ
、
収
穫
祭
で
は
、
体
育

祭
副
本
部
長
を
務
め
ら
れ
ま
し

た
。学

外
で
は
、
綾
瀬
市
農
業

編
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン
策
定
委
員

会
委
員
、日
本
養
豚
学
会
理
事
、

日
本
畜
産
学
会
理
事
、
私
立
大

学
畜
産
学
教
育
研
究
会
会
長
、

関
東
畜
産
学
会
理
事
、
日
本

ペ
ッ
ト
栄
養
学
会
代
議
員
な
ど

の
要
職
を
務
め
ら
れ
ま
し
た
。

ま
た
、
学
外
の
子
ど
も
か
ら

大
人
を
対
象
と
し
た
畜
産
現
場

を
体
験
す
る
講
座
を
担
当
し
、

一
般
の
方
々
の
家
畜
や
畜
産
物

に
対
す
る
理
解
を
高
め
る
実
践

教
育
に
も
尽
力
さ
れ
ま
し
た
。

退
職
後
は
、
非
常
勤
講
師

と
し
て
引
き
続
き
学
生
指
導
に

当
た
っ
て
い
た
だ
い
て
い
ま

す
。

定
年
を
迎
え
た
先
生

信
岡　

誠
治　

教
授

昭
和
50
年
日
本
獣
医
畜
産

大
学
畜
産
学
科
（
現
在
、
日

本
獣
医
生
命
科
学
大
動
物
科

学
科
）
卒
業
。
52
年
岐
阜
大
学

大
学
院
農
学
研
究
科
畜
産
経
営

学
専
攻
修
士
課
程
修
了
。
博
士

（
農
学
）。
52
年
か
ら
全
国
農
業

会
議
所
勤
務
。
平
成
17
年
東
京

農
業
大
学
農
学
部
畜
産
学
科
非

常
勤
講
師
を
経
て
、
18
年
に
東

京
農
業
大
学
農
学
部
畜
産
学
科

助
教
授
に
就
任
。
19
年
に
准
教

授
と
な
り
畜
産
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト

研
究
室
の
立
ち
上
げ
に
尽
力
さ

れ
、
28
年
か
ら
教
授
に
昇
格
さ

れ
ま
し
た
。

研
究
活
動
は
、
飼
料
用
米
を

軸
に
生
産
か
ら
流
通
保
管
、
各

家
畜
へ
の
給
与
技
術
の
開
発
、

さ
ら
に
は
販
売
流
通
ま
で
一
貫

し
た
研
究
に
取
り
組
ま
れ
、
実

学
主
義
を
貫
か
れ
ま
し
た
。

学
外
で
は
先
端
技
術
を
活

用
し
た
農
林
水
産
研
究
高
度
化

事
業
の
外
部
有
識
者
と
し
て
研

究
評
価
を
担
っ
た
他
、
国
の
事

業
で
あ
る
米
活
用
畜
産
物
等
ブ

ラ
ン
ド
化
推
進
事
業
の
推
進
検

討
会
や
飼
料
用
米
利
活
用
推
進

事
業
の
検
討
委
員
会
の
座
長
を

さ
れ
て
い
ま
す
。

本
学
の
東
日
本
支
援
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
で
は
、
水
田
や
牧
草

地
の
除
染
対
策
に
取
り
組
ま

れ
、
飼
料
用
米
、
稲
発
酵
粗
飼

料
（
Ｗ
Ｃ
Ｓ
＝
ホ
ー
ル
ク
ロ
ッ

プ
サ
イ
レ
ー
ジ
）、
牧
草
な
ど

の
放
射
能
汚
染
の
実
態
を
明
ら

か
に
し
、
除
染
技
術
の
開
発
と

稲
作
農
家
や
酪
農
家
の
復
興
に

尽
力
さ
れ
ま
し
た
。学
内
で
は
、

軽
音
楽
部
部
長
を
務
め
ら
れ
る

な
ど
、
学
生
指
導
に
も
貢
献
さ

れ
ま
し
た
。

宮
林　

茂
幸　

教
授

幸
運
と
素
晴
ら
し
い
校
友

に
深
謝

昭
和
50
年
10
月
、
氷
河
期

と
称
さ
れ
た
就
職
戦
線
に
対
し

て
一
心
不
乱
に
ア
タ
ッ
ク
し
て

い
ま
し
た
。
多
く
の
企
業
の
門

を
た
た
き
、
あ
ま
り
乗
り
気
で

な
い
あ
る
木
材
加
工
業
に
内
定

し
て
い
ま
し
た
。

そ
の
よ
う
な
時
に
、
声
を

掛
け
て
く
れ
た
の
が
塩
谷
勉
教

授
で
し
た
。
も
う
少
し
大
学
生

活
を
エ
ン
ジ
ョ
イ
し
よ
う
か
と

一
番
目
の
運
に
身
を
任
せ
ま
し

た
。採

用
は
実
験
助
手
。
一
年

ご
と
の
更
新
で
、
将
来
助
手
や

講
師
な
ど
教
職
の
道
が
約
束
さ

れ
て
い
る
も
の
で
は
な
く
、
塩

谷
教
授
の
退
職
と
同
時
に
辞
め

る
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
し
た
。

と
こ
ろ
が
、
２
年
た
つ
と
第
二

の
運
に
恵
ま
れ
、
助
手
の
道
が

開
か
れ
ま
し
た
。
そ
こ
で
い
た

だ
い
た
研
究
テ
ー
マ
が
森
林
の

厚
生
的
機
能
に
つ
い
て
で
、
後

に
森
林
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
利

用
に
関
す
る
わ
が
国
初
の
研
究

と
な
り
、
第
三
の
運
に
遭
遇
す

る
こ
と
に
な
り
ま
す
。究
極
は
、

群
馬
県
川
場
村
と
の
出
会
い
で

す
。
造
園
学
科
に
赴
任
さ
れ
た

鈴
木
忠
義
先
生
と
塩
谷
先
生
を

結
び
、
都
市
と
農
山
村
交
流
の

先
駆
け
で
あ
り
、
37
年
間
の
交

流
事
業
に
関
わ
る
中
で
、
今
で

は
１
９
０
万
人
を
超
す
農
業
＋

観
光
に
よ
る
交
流
の
地
に
発
展

し
て
い
ま
す
。

高
度
経
済
成
長
が
終
焉

（
し
ゅ
う
え
ん
）
し
、
低
成
長

期
に
入
る
と
、
中
流
階
級
社
会

や
総
レ
ジ
ャ
ー
ブ
ー
ム
が
台
頭

し
、
森
林
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン

研
究
は
大
き
く
発
展
し
ま
し

た
。
ま
た
農
山
村
は
、
第
二
の

過
疎
化
が
明
ら
か
に
な
り
、
地

域
振
興
や
地
域
づ
く
り
と
し
て

の
森
林
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
研

究
が
活
発
に
な
り
ま
し
た
。

そ
の
よ
う
な
中
で
、「
美
し

い
森
林
づ
く
り
全
国
推
進
会

議
」
や
「
農
山
村
支
援
セ
ン

タ
ー
」「
多
摩
川
源
流
大
学
」

な
ど
多
く
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を

推
進
で
き
た
の
は
、
運
も
さ
る

こ
と
な
が
ら
、
素
晴
ら
し
い
学

生
た
ち
と
全
国
各
地
で
活
躍
さ

れ
て
い
る
校
友
諸
兄
の
ご
鞭
撻

（
べ
ん
た
つ
）
の
た
ま
も
の
と
、

心
か
ら
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

渡
部　

俊
弘　

教
授

昭
和
54
年
東
京
農
業
大
学

大
学
院
農
学
研
究
科
農
芸
化
学

専
攻
修
士
課
程
を
修
了
さ
れ
、

同
年
か
ら
北
海
道
栄
養
短
期
大

学
（
現
・
北
海
道
文
教
大
学
）

に
勤
務
さ
れ
、
平
成
元
年
か
ら

は
東
京
農
業
大
学
生
物
産
業
学

部
食
品
科
学
科
（
現
・
食
香
粧

化
学
科
）
に
講
師
と
し
て
採
用

さ
れ
ま
し
た
。
８
年
に
、
博
士

（
農
芸
化
学
）
の
学
位
を
取
得

し
、
同
年
、
カ
ナ
ダ
国
立
研
究

所
に
依
命
留
学
さ
れ
、
12
年
教

授
に
昇
格
さ
れ
て
い
ま
す
。

研
究
面
で
は
、
ボ
ツ
リ
ヌ

ス
毒
素
複
合
体
の
構
造
と
機
能

に
関
す
る
研
究
に
従
事
さ
れ
ま

し
た
。
以
来
、
毒
素
複
合
体
の

立
体
構
造
を
世
界
で
初
め
て
解

明
さ
れ
る
な
ど
、
同
分
野
に
お

い
て
世
界
を
牽
引
す
る
功
績
を

挙
げ
ら
れ
ま
し
た
。

一
方
、
北
海
道
オ
ホ
ー
ツ

ク
キ
ャ
ン
パ
ス
の
所
在
地
で
あ

る
網
走
市
で
、
オ
ー
ス
ト
ラ
リ

ア
原
産
の
エ
ミ
ュ
ー
を
導
入

し
、
学
部
コ
ン
セ
プ
ト
で
あ
る

生
産
か
ら
加
工
、
流
通
・
ビ
ジ

ネ
ス
に
わ
た
る
６
次
産
業
化
を

推
進
さ
れ
「
生
物
産
業
」
の
具

現
化
に
尽
力
さ
れ
ま
し
た
。
19

年
に
は
、
大
学
発
ベ
ン
チ
ャ
ー

と
な
る
株
式
会
社
東
京
農
大
バ

イ
オ
イ
ン
ダ
ス
ト
リ
ー
代
表
取

締
役
に
就
任
。
翌
年
、
産
官
学

連
携
に
よ
る
「
あ
ば
し
り
元
気

再
生
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
推
進
協
議

会
」
を
立
ち
上
げ
、
同
地
域
で

エ
ミ
ュ
ー
産
業
と
い
う
新
産
業

の
創
出
と
育
成
に
多
大
な
貢
献

を
さ
れ
ま
し
た
。

26
年
か
ら
東
京
農
業
大
学

副
学
長
、
27
年
か
ら
は
学
校
法

人
東
京
農
業
大
学
理
事
な
ど
大

学
の
運
営
に
関
わ
る
要
職
を
務

め
ら
れ
ま
し
た
。

中
川　

純
一　

教
授

昭
和
50
年
慶
應
義
塾
大
学

工
学
部
応
用
化
学
科
卒
業
。
58

年
東
京
大
学
大
学
院
農
学
研
究

科
農
芸
化
学
専
攻
博
士
後
期
課

程
修
了
。
59
年
か
ら
ス
イ
ス

に
移
ら
れ
、
フ
リ
ー
ド
リ
ヒ
・

ミ
ー
シ
ャ
ー
研
究
所
、
チ
ュ
ー

リ
ヒ
工
科
大
学
細
胞
生
物
学
研

究
所
、
ス
イ
ス
連
邦
が
ん
研
究

所
で
博
士
研
究
員
・
リ
サ
ー
チ

ア
ソ
シ
エ
イ
ト
を
務
め
ら
れ
た

後
に
、
平
成
２
年
か
ら
バ
ー
ゼ

ル
大
学
医
学
部
助
手
、
７
年
同

大
学
医
学
部
助
教
授
を
歴
任
さ

れ
ま
し
た
。
約
16
年
の
海
外
生

活
の
後
に
日
本
に
戻
ら
れ
、
大

正
製
薬
㈱
医
薬
研
究
所
標
的
分

子
研
究
室
グ
ル
ー
プ
マ
ネ
ー

ジ
ャ
ー
、
同
社
医
薬
事
業
企
画

部
参
事
な
ど
を
務
め
ら
れ
ま
し

た
。
こ
の
間
に
は
東
京
農
業
大

学
応
用
生
物
科
学
部
バ
イ
オ
サ

イ
エ
ン
ス
学
科
客
員
教
授
を
併

任
さ
れ
ま
し
た
。

そ
の
後
、
19
年
10
月
か
ら

東
京
農
業
大
学
生
物
産
業
学
部

食
品
科
学
科 

（
現
・
食
香
粧
化

学
科
）
教
授
に
着
任
さ
れ
、
退

官
さ
れ
る
ま
で
勤
め
上
げ
ら

れ
ま
し
た
。
こ
の
間
に
は
、
大

学
院
生
物
産
業
学
研
究
科
委
員

長
と
い
う
要
職
を
24
年
度
か
ら

27
年
度
ま
で
の
４
年
間
務
め
ら

れ
、
学
部
生
だ
け
で
な
く
、
大

学
院
生
の
教
育
に
尽
力
さ
れ
ま

し
た
。
ま
た
、
活
躍
著
し
い
農

友
会
ス
キ
ー
部
の
顧
問
を
務
め

ら
れ
た
他
、
生
物
産
業
学
部
の

国
際
化
に
つ
い
て
も
多
大
な
る

貢
献
を
さ
れ
ま
し
た
。

研
究
面
で
は
多
彩
な
業
績

を
残
さ
れ
て
い
ま
す
が
、
食
品

香
粧
学
科
で
は
、
こ
れ
ま
で
全

く
知
ら
れ
て
い
な
か
っ
た
乳
酸

菌
の
脱
ア
セ
チ
ル
化
酵
素
で
あ

る
サ
ー
チ
ュ
イ
ン
の
機
能
に
つ

い
て
深
く
研
究
さ
れ
、
優
れ
た

業
績
を
残
さ
れ
て
い
ま
す
。
ま

た
、
微
生
物
代
謝
と
香
気
物
質

の
形
成
に
注
目
さ
れ
、
酵
母
が

ワ
イ
ン
を
発
酵
す
る
際
に
形
成

さ
れ
る
香
気
物
質
に
つ
い
て
、

遺
伝
子
レ
ベ
ル
で
の
詳
細
な
研

究
を
行
わ
れ
ま
し
た
。

安
藤　

達
彦　

教
授

昭
和
52
年
学
習
院
大
学
理

学
部
化
学
科
卒
業
。
54
年
学
習

院
大
学
大
学
院
自
然
科
学
研
究

科
化
学
専
攻
修
士
課
程
修
了

（
理
学
修
士
）。
同
年
東
京
農
業

大
学
農
学
部
教
養
課
程
化
学
研

究
室
に
副
手
（
無
給
）
と
し
て

着
任
。
そ
の
後
、
農
学
部
総
合

研
究
所
副
手
（
無
給
）
を
経
て
、

57
年
神
奈
川
歯
科
大
学
助
手

（
生
化
学
）。
平
成
元
年
薬
学
博

士
（
東
京
薬
科
大
学
）
を
取
得

し
、
同
年
東
京
農
業
大
学
短
期

大
学
部
教
養
課
程
講
師
。
６
年

同
助
教
授
に
昇
格
し
、
学
部
・

学
科
改
組
に
伴
っ
て
短
期
大
学

部
醸
造
学
科
へ
異
動
と
な
り
、

13
年
同
教
授
。
15
年
同
学
科
長

（
合
計
３
期
６
年
）、
20
年
コ
ン

ピ
ュ
ー
タ
ー
セ
ン
タ
ー
長
（
合

計
２
期
４
年
）、
26
年
短
期
大

学
部
部
長
（
合
計
２
期
４
年
）

の
要
職
を
お
勤
め
に
な
り
ま
し

た
。ラ

ク
ロ
ス
同
好
会
（
現
・

農
友
会
ラ
ク
ロ
ス
部
＝
男
子
関

東
リ
ー
グ
２
部
、
女
子
同
１
部

で
活
躍
中
）
顧
問
と
し
て
の
学

生
指
導
に
も
熱
心
で
あ
り
、
教

育
・
研
究
（
専
門
分
野
：
食
品

中
の
微
量
金
属
元
素
分
析
で
あ

り
、
微
量
金
属
定
量
に
よ
る

食
品
素
材
の
産
地
判
別
法
を
確

立
）
だ
け
で
は
な
く
、
多
方
面

に
わ
た
り
東
京
農
大
の
発
展
に

多
大
な
貢
献
を
さ
れ
ま
し
た
。

ま
た
、
学
外
で
は
日
本
健

康
医
学
会
常
任
理
事
、
公
益
財

団
法
人
長
尾
自
然
環
境
財
団
監

事
、
あ
る
い
は
公
益
財
団
法
人

大
学
基
準
協
会
委
員
な
ど
を
歴

任
さ
れ
て
お
り
、
定
年
後
も
さ

ま
ざ
ま
な
分
野
で
ま
す
ま
す
ご

活
躍
が
期
待
さ
れ
ま
す
。

三
簾　

久
夫　

准
教
授

昭
和
53
年
３
月
、
東
京
農

業
大
学
大
学
院
農
学
研
究
科
博

士
前
期
課
程
を
修
了
。
平
成
10

年
８
月
に
博
士（
農
業
経
済
学
）

の
学
位
を
取
得
。
56
年
４
月
か

ら
58
年
９
月
ま
で
東
京
農
業
大

学
農
学
部
農
業
拓
殖
学
科
有
給

副
手
。
同
年
10
月
か
ら
平
成
10

年
３
月
ま
で
同
学
科
、
後
に
名

称
変
更
し
て
国
際
農
業
開
発
学

科
講
師
。
同
年
４
月
か
ら
東
京

農
業
大
学
国
際
食
料
情
報
学
部

国
際
農
業
開
発
学
科
准
教
授
。

ラ
テ
ン
ア
メ
リ
カ
、
東
南

ア
ジ
ア
諸
国
の
小
農
家
の
経
営

経
済
を
対
象
と
し
た
教
育
・
研

究
を
展
開
さ
れ
ま
し
た
。
教
育

活
動
で
は
、
研
究
室
の
ゼ
ミ

ナ
ー
ル
で
農
家
実
習
を
行
い
新

潟
県
十
日
町
、
ブ
ラ
ジ
ル
で
の

農
業
実
習
を
通
じ
て
、
実
際
の

農
業
と
研
究
の
重
要
性
を
指
導

さ
れ
ま
し
た
。
特
に
南
米
ブ
ラ

ジ
ル
、
パ
ラ
グ
ア
イ
、
ア
ル
ゼ

ン
チ
ン
の
校
友
と
現
役
学
生
と

の
交
流
の
橋
渡
し
役
と
し
て
長

年
活
動
さ
れ
、
現
在
に
続
く
南

米
の
校
友
と
の
固
い
絆
の
構
築

に
ご
尽
力
さ
れ
ま
し
た
。
学
内

の
活
動
で
は
農
友
会
海
外
移
住

研
究
部
の
部
長
を
務
め
ら
れ
ま

し
た
。
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東
京
農
大
は
平
成
29
年
11

月
17
日
、
埼
玉
県
の
ち
ち
ぶ
定

住
自
立
圏
（
秩
父
市
・
横
瀬

町
・
皆
野
町
・
長
瀞
町
・
小
鹿

野
町
）
と
包
括
連
携
協
定
を
締

結
し
た
。

協
定
の
活
動
内
容
は
①
地

域
産
業
資
源
を
活
用
し
た
６
次

産
業
化
と
人
材
育
成
②
環
境
保

全
・
地
域
づ
く
り
③
教
育
・
研

究
・
文
化
振
興
④
就
農
・
就
職

支
援
な
ど
が
主
な
柱
。

今
後
、
大
学
の
課
外
授
業

や
研
究
、
秩
父
地
域
で
の
イ
ン

タ
ー
ン
シ
ッ
プ
や
就
農
・
就
職

支
援
、
秩
父
エ
リ
ア
の
豊
富
な

観
光
資
源
を
生
か
し
た
地
域
活

性
化
へ
の
支
援
、
ち
ち
ぶ
ブ
ラ

ン
ド
な
ど
の
商
品
開
発
、
鳥
獣

害
対
策
の
協
力
な
ど
を
行
う
。

東
京
農
大
は
平
成
29
年
12

月
８
日
、
第
１
回
地
域
連
携
交

流
会
を
世
田
谷
キ
ャ
ン
パ
ス
内

で
開
い
た
。
全
国
の
市
町
村
、

Ｊ
Ａ
な
ど
関
係
者
45
人
が
出
席

し
た
。

長
野
県
長
和
町
で
の
連
携

活
動
の
一
環
で
あ
る
「
山
村
再

生
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
に
つ
い
て

担
当
教
員
と
参
加
し
た
学
生
が

発
表
し
た
。
ま
た
全
国
農
協
観

光
協
会
は
、
都
市
と
農
村
の
交

流
事
例
を
紹
介
し
た
。

意
見
交
換
で
は
、
地
域
が

抱
え
る
課
題
や
改
善
点
な
ど
を

議
題
と
し
、
活
発
な
意
見
が
交

わ
さ
れ
た
。
親
睦
会
に
は
連
携

先
と
交
流
を
持
つ
教
員
も
駆
け

つ
け
、
90
人
以
上
参
加
し
た
。

校
法
人
東
京
農
業
大
学
の
大
澤

貫
寿
理
事
長
の
あ
い
さ
つ
後
、

茨
城
県
農
業
政
策
課
の
入
野
達

之
氏
と
茨
城
県
阿
見
町
農
業
振

興
課
の
浅
野
裕
治
氏
が
東
京
農

大
と
の
連
携
活
動
に
つ
い
て
報

告
。
東
京
農
大
食
品
安
全
健
康

学
科
の
鈴
木
智
典
准
教
授
が
東

京
農
大
茨
城
県
人
会
の
活
動
、

地
域
創
成
科
学
科
の
入
江
影
昭

准
教
授
が
日
立
市
中
里
集
落
の

風
景
を
調
え
る
地
域
デ
ザ
イ

ン
、
生
物
応
用
化
学
科
の
加
藤

拓
准
教
授
が
茨
城
県
の
加
工
用

バ
レ
イ
シ
ョ
の
品
質
向
上
の
取

り
組
み
に
つ
い
て
報
告
し
た
。

で
行
わ
れ
、
邑
南
町
か
ら
石
橋

良
治
町
長
、
植
田
農
林
振
興
課

長
ら
が
、
東
京
農
大
か
ら
髙
野

克
己
学
長
、
立
岩
壽
一
エ
ク
ス

テ
ン
シ
ョ
ン
セ
ン
タ
ー
長
ら
が

出
席
し
た
。

 

東
京
農
大
は
２
月
14
日
、

新
潟
県
魚
沼
市
と
包
括
連
携
協

定
を
締
結
し
た
。

協
定
の
活
動
内
容
は
①
地

域
産
業
の
振
興
②
地
域
資
源
を

活
か
し
た
農
林
業
産
業
化
な
ど

③
人
材
の
相
互
育
成
・
教
育
④

就
職
及
び
就
農
支
援
に
よ
る
人

材
育
成
な
ど
が
主
な
柱
。

今
後
、
過
疎
化
の
進
む
限

界
集
落
で
の
活
性
化
事
業
、
中

山
間
地
域
で
の
農
業
持
続
へ
の

共
同
事
業
お
よ
び
学
生
に
よ
る

イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
な
ど
で
地

域
づ
く
り
の
推
進
に
向
け
連
携

を
図
る
。 

ま
た
、
地
域
産
業

の
振
興
と
し
て
新
た
な
ブ
ラ
ン

ド
作
り
や
魚
沼
ブ
ラ
ン
ド
の
強

化
、
伝
統
産
業
（
紙
す
き
・
炭

す
き
）
の
後
継
者
育
成
な
ど
に

も
協
力
し
て
い
く
。

締
結
式
は
世
田
谷
キ
ャ
ン

パ
ス
・
ア
カ
デ
ミ
ア
セ
ン
タ
ー

で
行
わ
れ
、
魚
沼
市
か
ら
佐
藤

雅
一
市
長
、
星
農
林
課
長
ら

が
、
東
京
農
大
か
ら
髙
野
克
己

学
長
、
渡
部
俊
弘
副
学
長
ら
が

出
席
し
た
。

 

東
京
農
大
は
、
長
野
県
と

包
括
連
携
協
定
を
締
結
し
た
。 

本
協
定
の
活
動
内
容
は
①

農
林
業
を
は
じ
め
と
す
る
産
業

人
材
の
育
成
、
交
流
に
関
す
る

事
項
②
長
野
県
へ
の
就
農
・
就

業
な
ど
の
支
援
に
関
す
る
事
項

③
醸
造
・
バ
イ
オ
技
術
を
は
じ

め
と
す
る
食
品
製
造
業
の
振
興

に
関
す
る
事
項
④
農
林
業
な
ど

に
関
す
る
技
術
開
発
・
研
究
に

関
す
る
事
項
な
ど
が
主
な
柱
。 

本
学
は
こ
れ
ま
で
、
長
野

県
内
の
７
市
町
村
や
Ｊ
Ａ
な
ど

と
連
携
協
定
を
締
結
し
て
お

り
、
そ
れ
ぞ
れ
の
地
域
で
特
色

あ
る
活
動
を
行
っ
て
き
た
。
主

な
活
動
は
特
産
品
の
開
発
、
農

大
生
の
フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク
実

習
、
鳥
獣
対
策
整
備
、
荒
廃
農

地
再
生
な
ど
、
地
域
の
課
題
解

決
に
向
け
た
取
り
組
み
。

締
結
式
は
２
月
15
日
、
長

野
県
庁
で
行
わ
れ
、
長
野
県
か

ら
は
阿
部
守
一
知
事
、
内
田
雅

啓
雇
用
・
就
業
支
援
担
当
部
長

ら
が
、
東
京
農
業
大
学
か
ら
は

髙
野
克
己
学
長
、
立
岩
壽
一
エ

ク
ス
テ
ン
シ
ョ
ン
セ
ン
タ
ー
長

ら
が
出
席
し
て
協
定
書
を
取
り

交
わ
し
た
。

 

東
京
農
大
は
２
月
22
日
、

佐
賀
県
み
や
き
町
と
包
括
連
携

協
定
を
締
結
し
た
。

本
協
定
の
活
動
内
容
は
①

地
域
づ
く
り
に
関
す
る
事
項
②

地
域
産
業
の
復
興
に
関
す
る
事

項
③
人
材
の
相
互
育
成
・
協
力

に
関
す
る
事
項
④
就
農
お
よ
び

就
職
支
援
に
関
す
る
事
項
⑤
芸

術
・
文
化
・
歴
史
の
保
全
・
復

興
に
関
す
る
事
項
⑥
環
境
保

全
・
生
物
多
様
性
の
向
上
に
関

す
る
事
項
⑦
生
涯
活
躍
の
ま
ち

づ
く
り
に
関
す
る
事
項
な
ど
。

こ
れ
ま
で
の
活
動
実
績
と

し
て
は
、
み
や
き
町
内
に
お
け

る
景
観
計
画
や
古
民
家
の
利
活

用
を
テ
ー
マ
に
地
域
住
民
と
学

生
に
よ
る
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
を

行
う
な
ど
地
域
と
の
交
流
を

図
っ
て
き
た
。

今
後
も
こ
れ
ま
で
の
活
動

を
継
続
し
て
い
く
こ
と
と
も

に
、
国
の
登
録
文
化
財
で
も
あ

る
天
吹
酒
蔵
や
伝
統
工
芸
（
白

石
焼
）
な
ど
伝
統
産
業
と
観
光

振
興
な
ど
に
も
取
り
組
む
。

締
結
式
は
世
田
谷
キ
ャ
ン

パ
ス
・
ア
カ
デ
ミ
ア
セ
ン
タ
ー

で
行
わ
れ
、
佐
賀
県
み
や
き
町

か
ら
末
安
伸
之
町
長
、
田
中
俊

彦
副
議
長
ら
が
、
東
京
農
業
大

学
か
ら
は
髙
野
克
己
学
長
、
麻

生
恵
名
誉
教
授
ら
が
出
席
し
て

協
定
書
を
取
り
交
わ
し
た
。

東
京
農
大
は
３
月
13
日
、
株

式
会
社
農
業
総
合
研
究
所
（
及

川
智
正
代
表
取
締
役
社
長
）
と

包
括
連
携
協
定
を
締
結
し
た
。

協
定
は
、
農
業
お
よ
び
関

連
産
業
の
活
性
化
に
貢
献
し
う

る
活
動
を
展
開
す
る
と
と
も

に
、
農
業
開
発
へ
の
支
援
を
通

じ
た
国
際
協
力
活
動
を
展
開
す

る
こ
と
に
よ
り
、
地
球
的
規
模

で
の
食
料
・
環
境
問
題
の
解
決

に
貢
献
す
る
こ
と
を
目
的
と
し

て
い
る
。

　

農
業
総
合
研
究
所
は「Passi

on for Agriculture

～
農
業

に
情
熱
を
～
」
を
掲
げ
、
ク
リ

エ
イ
テ
ィ
ブ
に
農
産
物
流
通
を

創
造
し
続
け
て
い
る
。 

基
幹

事
業
の「
農
家
の
直
売
所
事
業
」

は
、
生
産
者
と
ス
ー
パ
ー
マ
ー

ケ
ッ
ト
を
直
接
つ
な
ぐ
、
新
し

い
農
産
物
ダ
イ
レ
ク
ト
プ
ラ
ッ

ト
フ
ォ
ー
ム
。
全
国
７
３
０
０

人
の
生
産
者
と
提
携
し
、
全
国

72
拠
点
か
ら
都
心
を
中
心
と
し

た
ス
ー
パ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
１
１

０
０
店
舗
へ
、
毎
日
新
鮮
な
農

産
物
が
届
く
仕
組
み
を
構
築
し

て
い
る
。

締
結
式
は
秩
父
市
内
で
行

わ
れ
、
久
喜
邦
康
秩
父
市
長
、

富
田
能
成
横
瀬
町
長
、
石
木
戸

道
也
皆
野
町
長
、
大
澤
タ
キ
江

長
瀞
町
長
、
森
真
太
郎
小
鹿
野

町
長
ら
が
、
東
京
農
大
か
ら
髙

野
克
己
学
長
、
立
岩
壽
一
エ
ク

ス
テ
ン
シ
ョ
ン
セ
ン
タ
ー
長
ら

が
出
席
し
た
。

東
京
農
大
は
平
成
29
年
11

月
20
日
、
大
分
県
杵
築
市
と
包

括
連
携
協
定
を
締
結
し
た
。 

協
定
の
主
な
活
動
内
容
は

①
ま
ち
づ
く
り
お
よ
び
人
づ
く

り
②
自
然
、
環
境
、
産
業
お
よ

び
地
域
振
興
③
教
育
・
研
究
・

文
化
の
発
展
④
就
農
お
よ
び
就

職
支
援
に
関
す
る
こ
と
。

今
後
、
薬
草
、
七
島
藺
（
し

ち
と
う
い
）
の
栽
培
環
境
・
生

産
体
制
整
備
、
学
生
に
よ
る
イ

ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
な
ど
で
の
地

域
づ
く
り
、
杵
築
ブ
ラ
ン
ド
構

築
の
た
め
の
商
品
開
発
、
世
界

農
業
遺
産
認
定
地
域
で
の
農
村

景
観
づ
く
り
、
景
観
調
査
お
よ

び
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
な
ど
の
連

携
を
図
っ
て
い
く
。

締
結
式
は
世
田
谷
キ
ャ
ン

パ
ス
・
ア
カ
デ
ミ
ア
セ
ン
タ
ー

で
行
わ
れ
、
杵
築
市
か
ら
永
松

悟
市
長
、
松
成
茂
農
林
課
長
ら

が
、
東
京
農
大
か
ら
髙
野
克
己

学
長
、
宮
林
茂
幸
地
域
創
成
科

学
科
教
授
ら
が
出
席
し
た
。

東
京
農
大
は
平
成
29
年
11

月
27
日
、
長
野
県
木
祖
村
と
包

括
連
携
協
定
を
締
結
し
た
。 

協
定
の
活
動
内
容
は
①
地

域
産
業
資
源
を
利
活
用
し
た
６

次
産
業
化
と
人
材
育
成
②
環
境

保
全
・
地
域
づ
く
り
③
教
育
・

研
究
・
文
化
振
興
④
就
農
お
よ

び
就
職
支
援
⑤
農
林
業
振
興
な

ど
が
を
主
な
柱
。 

今
後
、
学
生
に
よ
る
調
査
・

合
宿
・
研
修
・
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ

プ
な
ど
で
の
実
習
、
村
の
特
産

物
を
利
用
し
た
魅
力
あ
る
食
品

加
工
等
の
研
究
、
女
性
の
農
林

業
分
野
へ
の
進
出
、
中
山
間
地

域
農
業
持
続
へ
の
共
同
事
業
な

ど
の
連
携
を
図
る
。 

締
結
式
は
世
田
谷
キ
ャ
ン

パ
ス
・
ア
カ
デ
ミ
ア
セ
ン
タ
ー

で
行
わ
れ
、
長
野
県
木
祖
村
か

ら
唐
澤
一
寛
村
長
、
渡
辺
孝
農

林
課
長
ら
が
、
東
京
農
大
か
ら

髙
野
克
己
学
長
、
立
岩
壽
一
エ

ク
ス
テ
ン
シ
ョ
ン
セ
ン
タ
ー
長

ら
が
出
席
し
た
。

東
京
農
大
は
１
月
10
日
、

島
根
県
邑
南
町
と
包
括
連
携
協

定
を
締
結
し
た
。

協
定
の
活
動
内
容
は
①
ま

ち
づ
く
り
お
よ
び
人
づ
く
り
②

自
然
、
環
境
、
産
業
お
よ
び
地

域
振
興
③
教
育
・
研
究
・
文
化

の
発
展
④
就
農
お
よ
び
就
職
支

援
な
ど
が
主
な
柱
。

今
後
、
地
域
ブ
ラ
ン
ド
づ

く
り
の
連
携
を
進
め
る
。ま
た
、

食
と
農
を
テ
ー
マ
に
し
た
学
生

の
ワ
ー
キ
ン
グ
ホ
リ
デ
ー
や
薬

草
・
薬
木
の
栽
培
な
ど
の
調
査

研
究
を
推
進
す
る
。

締
結
式
は
世
田
谷
キ
ャ
ン

パ
ス
・
ア
カ
デ
ミ
ア
セ
ン
タ
ー

地
域
連
携
の
方
策
の
可
能

性
を
広
げ
よ
う
と
、
東
京
農
業

大
学
総
合
研
究
所
研
究
会
に
新

た
に
「
地
域
連
携
推
進
研
究
部

会
」
が
発
足
し
た
。

同
部
会
は
地
域
の
諸
団
体
と

の
連
携
を
強
め
、
多
面
的
な
活

動
を
提
案
し
推
進
す
る
た
め
、

地
域
振
興
と
地
域
連
携
を
強
化

す
る
活
動
支
援
、
そ
の
在
り
方

や
推
進
の
手
法
、
地
域
の
持
つ

課
題
に
対
す
る
ア
プ
ロ
ー
チ
、

解
決
策
の
提
案
な
ど
、
地
域
活

性
化
の
課
題
研
究
を
行
う
。

部
会
発
足
を
記
念
し
て
平

成
29
年
12
月
９
日
、
世
田
谷

キ
ャ
ン
パ
ス
横
井
講
堂
で
シ
ン

ポ
ジ
ウ
ム
と
情
報
交
換
会
を
開

い
た
。

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
で
は
、
学

ちちぶ定住自立圏と連携協定を締結

連携協定を締結した本学と大分県杵築市

活発な意見交換がされた交流会

長野県木祖村と連携協定を締結した本学

連携協定を締結した本学と島根県邑南町連携協定を締結した本学と新潟県魚沼市

連携協定を締結した本学と長野県

連携協定を締結した本学と佐賀県みやき町

連携協定を締結した本学と㈱農業総研

地
域
連
携
推
進

研
究
部
会
が
発
足

記
念
し
て
シ
ン
ポ

連
携
交
流
会
で
事
例
紹
介

地
域
振
興
へ
現
場
と
が
っ
ち
り
連
携

力
合
わ
せ

協
定
締
結

長
野
県
木
祖
村
と

包
括
連
携
協
定
締
結

島
根
県
邑
南
町
と

包
括
連
携
協
定
締
結

新
潟
県
魚
沼
市
と

包
括
連
携
協
定
締
結

長
野
県
と

包
括
連
携
協
定
締
結

佐
賀
県
み
や
き
町
と

包
括
連
携
協
定
締
結

株
式
会
社
農
業
総
合
研
究
所

と
包
括
連
携
協
定
締
結

大
分
県
杵
築
市
と

包
括
連
携
協
定
締
結

埼
玉
県
「
ち
ち
ぶ
定
住
自
立
圏
」

と
包
括
連
携
協
定
締
結

力
合
わ
せ

協
定
締
結
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地域にしっかり根付いた収穫祭地域にしっかり根付いた収穫祭
　

世
田
谷
キ
ャ
ン
パ
ス

　

北
海
道
オ
ホ
ー
ツ
ク
キ
ャ
ン
パ
ス

　

厚
木
キ
ャ
ン
パ
ス

世
田
谷
キ
ャ
ン
パ
ス
で

は
、
平
成
29
年
11
月
２
日
か

ら
11
月
６
日
の
５
日
間
に
わ

た
り
、
創
立
１
２
６
年
東
京

農
業
大
学
収
穫
祭
が
開
催
さ

れ
た
。
テ
ー
マ
は
「
農
の
進

化
、
と
も
に
挑
も
う
未
来
に

向
け
て
」。
今
年
度
は
天
候

に
も
恵
ま
れ
、
そ
し
て
本
祭

１
日
目
が
祝
日
で
あ
っ
た
こ

と
も
あ
り
、
約
10
万
人
も
の

来
場
者
を
迎
え
、
例
年
以
上

の
盛
り
上
が
り
を
見
せ
た
。

29
年
度
も
、

毎
年
人
気
で

あ
る
ミ
ツ
バ

チ
研
究
会
の

ハ
チ
ミ
ツ
販

売
や
醸
造
両

科
統
一
本
部

の
み
そ
販
売

は
も
ち
ろ
ん
、

た
く
さ
ん
の

模
擬
店
・
即

売
店
が
出
店

し
た
。
ま
た
、

１
号
館
で
は

各
研
究
室
・

厚
木
キ
ャ
ン
パ
ス
（
農

学
部
）
の
第
18
回
収
穫
祭
が

平
成
29
年
11
月
４
、
５
日
の

２
日
間
、
開
催
さ
れ
た
。
好

天
に
も
恵
ま
れ
、
２
日
間
で

合
計
２
万
３
１
７
５
人
が
来

場
し
た
。
厚
木
市
近
隣
住
民

を
は
じ
め
神
奈
川
県
全
域
、

県
外
か
ら
も
多
く
の
人
が
訪

れ
、
例
年
以
上
の
に
ぎ
わ
い

だ
っ
た
。

講
義
棟
内
で
行
わ
れ
た

文
化
学
術
展
で
は
、
各
研
究

室
・
農
友
会
各
部
・
同
好
会

が
農
学
部
の
特
色
を
生
か
し

た
展
示
を
行
い
、
年
配
者
か

ら
子
ど
も
ま
で
、
真
剣
に
見

入
っ
て
い
た
。
模
擬
店
に
は

約
50
団
体
が
出
展
し
、
多
く

の
店
で
行
列
が
で
き
た
。

昨
年
度
に
引
き
続
き
、

バ
ス
ロ
ー
タ
リ
ー
下
の
畑
で

は
、
学
生
が
主
体
と
な
り
活

動
し
た
プ
レ
ジ
ェ
ク
ト
チ
ー

ム
が
ダ
イ
コ
ン
４
０
０
０
本

を
栽
培
し
、
来
場
者
が
「
ダ

イ
コ
ン
収
穫
体
験
」を
し
た
。

隣
の
畑
で
は
毎
年
恒
例

の
「
親
子
限
定
サ
ツ
マ
イ
モ

善
意
の
ダ
イ
コ
ン
配
布

農
学
部
の
特
色
生
か
し
て

北
海
道
オ
ホ
ー
ツ
ク

キ
ャ
ン
パ
ス
の
第
29
回
目
の

オ
ホ
ー
ツ
ク
収
穫
祭
が
平
成

29
年
10
月
７
～
９
日
の
３
日

間
で
開
催
さ
れ
た
。

そ
れ
に
先
立
ち
、
体
育

祭
が
９
月
16
日
に
行
わ
れ

た
。
北
海
道
オ
ホ
ー
ツ
ク

キ
ャ
ン
パ
ス
で
の
体
育
祭

は
、
こ
れ
ま
で
雨
な
ど
に
よ

る
天
候
の
影
響
を
受
け
中
止

や
競
技
の
短
縮
な
ど
が
あ
り

予
定
通
り
の
開
催
と
は
な
ら

な
か
っ
た
が
、
今
年
度
は
い

く
ぶ
ん
寒
さ
を
感
じ
た
も
の

の
全
競
技
を
実
施
す
る
こ
と

が
で
き
た
。
学
科
別
対
抗
競

技
は
大
い
に
盛
り
上
が
り
、

早
い
秋
を
感
じ
な
が
ら
も
農

大
生
の
元
気
の
良
さ
が
発
揮

さ
れ
た
体
育
祭
だ
っ
た
。
総

合
優
勝
学
科
は
地
域
産
業
経

営
学
科
の
連
覇
で
あ
っ
た
。

収
穫
祭
は
、
統
一
テ
ー

マ
を
「
芽
吹
（
め
ぶ
き
）」

と
し
学
内
外
団
体
な
ど
に

農
友
会
各
部
・
同
好

会
・
各
学
科
統
一
本
部

が
、
日
頃
の
研
究
内

容
・
活
動
内
容
を
発
表

す
る
場
で
あ
る
文
化

学
術
展
も
行
わ
れ
た
。

他
に
も
、
ユ
リ
ノ
キ

広
場
に
設
置
し
た
屋

外
ス
テ
ー
ジ
で
は
さ

ま
ざ
ま
な
団
体
が
パ

フ
ォ
ー
マ
ン
ス
を
行

い
、
幅
広
い
年
齢
層
の

来
場
者
が
見
て
、
楽
し

め
る
内
容
だ
っ
た
。

恒
例
イ
ベ
ン
ト
と

な
っ
て
い
る
ダ
イ
コ
ン
配
布

は
、
九
州
豪
雨
被
災
地
へ
の

義
援
金
チ
ャ
リ
テ
ィ
ー
イ
ベ

ン
ト
。
合
計
37
万
５
８
９
４

円
集
ま
り
、
復
興
支
援
の
た

め
に
寄
付
し
た
。
ま
た
、
体

育
祭
で
は
各
学
科
対
抗
で
競

技
を
実
施
し
、
熱
狂
的
な
盛

り
上
が
り
を
見
せ
た
。

今
年
の
収
穫
祭
は
11
月

１
日
（
木
）
か
ら
11
月
５
日

（
月
）
の
５
日
間
に
わ
た
り

開
催
さ
れ
る
。

掘
り
体
験
」
も
行
わ
れ
、
家

族
み
ん
な
で
芋
掘
り
を
楽
し

ん
で
い
た
だ
い
た
。
ま
た
、

巨
大
カ
ブ
ト
ム
シ
の
「
わ
ら

ア
ー
ト
」
を
設
置
し
、
多
く

の
来
場
者
が
写
真
を
撮
っ
て

い
た
。

手
作
り
感
満
載
の
収
穫

祭
は
、
本
年
度
も
多
く
の
来

場
者
を
楽
し
ま
せ
た
。

近
隣
住
民
は
、
毎
年
、

東
京
農
業
大
学
の
収
穫
祭
を

楽
し
み
に
し
て
お
り
、
10
月

に
入
る
と
た
び
た
び
大
学

に
問
い
合
わ
せ
が
あ
る
ほ

ど
で
、
厚
木
市
に
と
っ
て

も
恒
例
の
行
事
と
な
っ
て

い
る
。
今
回
の
収
穫

祭
の
テ
ー
マ
で
あ
る

「
厚
木
に
根
づ
く
農
の

魂
」
と
あ
る
よ
う
に
、

〝
厚
木
に
農
学
部
あ

り
〟
と
皆
さ
ま
方
か

ら
親
し
ま
れ
る
よ
う

に
な
っ
た
こ
と
が
う

か
が
え
る
。

校
友
の
皆
さ
ん
も
、

ぜ
ひ
厚
木
キ
ャ
ン
パ

ス
の
収
穫
祭
に
足
を

お
運
び
い
た
だ
き
た

い
。

よ
る
文
化
学

術
展
を
は
じ

め
、
模
擬
店

や
サ
ケ
の
つ

か
み
取
り
、

閉
会
式
後
の

音
楽
と
合
わ

せ
た
打
ち
上

げ
花
火
に
よ

る
フ
ィ
ナ
ー

レ
な
ど
大
い

に
盛
り
上

が
っ
た
。
さ

ら
に
、
今
年

度
も
地
域
の

各
団
体
に
も

ご
協
力
を
い

た
だ
き
、
東
京
農
業
大
学
オ

ホ
ー
ツ
ク
マ
ル
シ
ェ
を
併
催

し
て
地
域
と
密
着
し
た
収
穫

祭
と
な
っ
た
。
来
場
者
数
は

１
万
３
０
０
０
人
を
数
え
、

昨
年
に
続
き
１
万
人
を
超
え

た
。平

成
30
年
度
は
北
海
道

オ
ホ
ー
ツ
ク
キ
ャ
ン
パ
ス
が

開
設
さ
れ
30
年
目
と
な
る
記

念
す
べ
き
年
。
収
穫
祭
実
行

委
員
に
よ
り
そ
の
準
備
が
す

で
に
開
始
さ
れ
て
い
る
。

大盛況の模擬店・即売店

近隣住民らが楽しみにしている収穫祭

地域のよさこいグループと一体となっての演舞

大勢の市民の方にも参加いただいた“もちまき”

ダイコンやサツマイモの収穫体験

ダイコンのチャリティー配布

元
気
い
っ
ぱ
い
体
育
祭

企
画
展
示

こ
れ
か
ら
の
展
示

る
、
そ
の
家
畜
化
に
つ
い

て
探
る
。

○
会
期
： 

10
月
26
日
（
金
）

～
平
成
31
年
３
月
10
日

（
日
）

「
サ
ク
ラ
ソ
ウ
」
展  

～

マ
ス
ダ
セ
ン
セ
イ
か
ら
の

贈
り
物
～

○
会
期
：
４
月
下
旬
～
５

月
上
旬

「
卒
業
生
の
蔵
元
紹
介

コ
ー
ナ
ー
」
会
員
蔵
元
の

試
飲
フ
ェ
ア

○
日
時
：
６
月
17
日
（
日
）

　

午
後
１
～
４
時

「
農
の
生
け
花
」
展

　

３
年
ご
と
に｢

農
の
生

け
花｣

愛
好
者
全
国
の
集

い
実
行
委
員
会
の
主
催
で

開
催
。
農
作
物
や
野
山
の

草
花
を
素
材
に
し
て
、
農

具
や
民
具
を
器
に
生
け

る
。
農
家
を
支
え
る
女
性

た
ち
な
ら
で
は
の
感
性
が

光
る
生
け
花
。
創
始
者
は

故
・
横
井
友
詩
枝
さ
ん
。

○
日
時
： 

10
月
13
日（
土
）・

14
日
（
日
）

※
そ
の
他
に
も
さ
ま
ざ
ま

な
イ
ベ
ン
ト
を
企
画
し

て
い
ま
す
。
博
物
館

ホ
ー
ム
ペ
ジ
ー
ジ
で
ご

確
認
く
だ
さ
い
。

｢

農
の
生
け
花｣

の
作

品（
日
本
農
業
新
聞

提
供
）

　

北
海
道
オ
ホ
ー
ツ
ク
か

ら
全
北
海
道
へ
と
、
榎
本

武
揚
か
ら
受
け
継
い
だ
開

拓
精
神
と
横
井
時
敬
か
ら

受
け
継
い
だ
農
の
力
で
未

来
を
切
り
開
い
て
い
く
、

生
物
産
業
学
部
の
冒
険

を
、
校
友
の
皆
さ
ん
に
ぜ

ひ
ご
高
覧
い
た
だ
き
た
い
。

○
会
期
：
４
月
25
日
（
水
）

～
８
月
５
日
（
日
）

阿
部
雄
介
写
真
展

　

ま
さ
し
く
直
近
の
調
査

で
撮
影
し
た
ボ
ル
ネ
オ
熱

帯
雨
林
の
生
態
系
に
焦
点

を
当
て
た
写
真
展
に
な
る

予
定
。

○
会
期
：
８
月
25
日
（
土
）

～
10
月
８
日
（
月
）

ブ
タ
に
な
っ
た
イ
ノ
シ
シ 

―
家
畜
化
さ
れ
た
仲
間
た

ち
―

　

平
成
31
年
の
亥
（
い
）

年
を
迎
え
る
に
あ
た
っ
て
、

最
も
身
近
な
食
肉
資
源
の

一
つ
で
あ
る
豚
を
取
り
上

げ
る
。

　

イ
ノ
シ
シ
が
豚
に
な

「
北
海
道
オ
ホ
ー
ツ
ク
」

展 

―
北
海
道
の
未
来
を

「
農
」
の
力
で
切
り
拓
く

―
　

オ
ホ
ー
ツ
ク
や
網
走
と

い
っ
た
名
前
を
聞
く
と
、

世
界
自
然
遺
産
「
知
床
」

を
間
近
に
し
た
一
大
観
光

地
の
イ
メ
ー
ジ
が
思
い
浮

か
ぶ
。
し
か
し
、
日
本
屈

指
の
大
規
模
な
畑
作
地
や

畜
産
が
営
ま
れ
て
い
る
地

域
で
も
あ
る
。

　

そ
の
よ
う
な
地
域
に

「
農
」
の
力
で
さ
ら
な
る

地
域
の
活
性
化
を
目
指
し

生
物
産
業
学
部
を
開
設
し

て
、
早
く
も
30
年
を
迎
え

た
。
く
し
く
も
北
海
道
命

名
１
５
０
周
年
と
重
な
っ

た
。

　

生
物
産
業
学
部
で
は

大
き
な
記
念
の
節
目
を
迎

え
た
北
海
道
の
後
援
を
得

て
、
企
画
展
示
「
北
海
道

オ
ホ
ー
ツ
ク
」
展
―
北
海

道
の
未
来
を
「
農
」
の
力

で
切
り
拓
く
― 

を
「
食
と

農
」
の
博
物
館
に
お
い
て

開
催
し
て
い
る
。

そ
の
他
の
催
事
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は
今
も
変
わ
っ
て
い
な
い
。

　

津
波
被
災
地
で
は
大
豆
も
大

規
模
に
生
産
さ
れ
て
い
る
。
例

え
ば
、
飯
豊
フ
ァ
ー
ム
で
は
29

年
度
に
大
豆
を
48
㌶
生
産
・
出

荷
し
て
い
る
。
し
か
し
、
出
荷

量
と
は
別
に
15
％
程
度
の
く
ず

大
豆
が
発
生
す
る
。「
く
ず
」

と
い
っ
て
も
小
粒
の
も
の
や
半

分
に
割
れ
た
も
の
が
中
心
で
、

自
家
で
み
そ
な
ど
に
加
工
す
れ

ば
十
分
に
利
用
で
き
る
。
し
か

し
、
通
常
の
価
格
で
の
出
荷
が

で
き
な
い
た
め
、
く
ず
大
豆
の

活
用
は
課
題
の
一
つ
で
あ
る
。

　

一
般
に
大
豆
の
加
工
品
は
、

み
そ
、
納
豆
、
豆
腐
な
ど
多
彩

で
あ
る
が
、
ど
れ
も
市
場
が
飽

和
し
て
お
り
、
た
だ
加
工
し
て

も
価
格
競
争
に
巻
き
込
ま
れ

る
。
そ
こ
で
、
ほ
と
ん
ど
市
場

に
出
て
い
な
い
大
豆
製
品
と
し

て
大
豆
バ
タ
ー
を
提
案
し
た
。

大
豆
バ
タ
ー
は
文
字
通
り
大
豆

の
油
脂
を
使
っ
た
バ
タ
ー
で
、

ピ
ー
ナ
ッ
ツ
バ
タ
ー
の
大
豆
版

と
い
っ
た
と
こ
ろ
で
あ
る
。
基

本
的
に
パ
ン
に
塗
っ
て
食
べ
る
。

現
在
の
と
こ
ろ
、
大
豆
バ
タ
ー

は
鹿
児
島
県
で
製
品
化
さ
れ
て

い
る
も
の
が
あ
る
が
、
全
国
的

に
は
商
品
展
開
さ
れ
て
い
な
い

た
め
、
東
日
本
を
主
な
市
場
と

し
て
の
展
開
が
考
え
ら
れ
る
。

　

今
回
提
案
し
た
、
業
務
用
米

や
大
豆
バ
タ
ー
は
、
津
波
被
災

地
の
農
業
に
つ
い
て
「
復
興
」

を
超
え
て
、
む
し
ろ
「
地
域
創

生
」
を
支
援
す
る
も
の
と
い
え

る
。
復
興
が
新
た
な
ス
テ
ー

ジ
に
移
行
す
る
こ
と
に
合
わ
せ

て
、
東
日
本
支
援
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
も
そ
の
ス
テ
ー
ジ
を
変
え
て

い
く
こ
と
と
し
て
い
る
。

相馬市で開いた農業関係の報告会

大豆の油脂を使っ
た大豆バター

バイオサイエンス学科は、１９９８年に設立され今年で満20年を迎えた。本
学の掲げる実学主義の基礎の部分にフォーカスを絞り、生命現象の原理を追
究する学科。本稿では、私の所属する動物発生工学研究室の教育研究活動に
ついて紹介する。
生殖細胞の成り立ちを理解する
私たちの体を構成する細胞には大きく分けて2種類の細胞が存在する。一

つは体細胞で、自身が存続するために必要な細胞。もう一つは生殖細胞で、自
身ではなく次の新しい世代を存続させるために必要な細胞だ。生殖細胞には
体細胞とは異なる特徴がある。例えば、生殖細胞は減数分裂という細胞分裂
を行って染色体の数を半分に減らす。精子と卵子が受精すると染色体数がちょ
うどもとに戻るように仕組まれている。また、生殖細胞は遺伝子だけではなく
て遺伝外情報も子に継承する。染色体上には、遺伝子発現の「オン」と「オフ」
を決める化学修飾（遺伝外情報）があって、これらは精子や卵子から子へ伝え
られる。受精から着床までの間、胚（子）の発生に必要な因子は卵子形成過程
で卵母細胞内に蓄えられ、胚（子）に供給される。このような特徴を有する精
子や卵子だが、一体どのような仕組みでこの特徴を獲得するのだろうか。生殖
細胞形成機構の全容は依然として不明です。私たちは学生と共に生殖細胞の
特徴や分化機構を理解しようと研究を進めている。
生殖細胞を体外培養で作る
２０１６年、私たちは、マウス胎仔（たい

し）の未分化生殖細胞から体外培養で卵子
を作出することに世界で初めて成功した。こ
の研究成果は、哺乳類の卵子形成機構を解
明するツールになることが期待されている。
これまで、卵子の分化機構を解明しようとす
ると、解析のたびにマウス胎仔やマウス個体
を開腹し、将来、卵子になる細胞がどこでどのような挙動をとるのか断続的に
観察するしかなかった。また、体内で産生されるさまざまな因子のうち卵子の
分化にどの因子が必要なのか、それを単離・同定するのは至難の業だった。し
かし、体外培養では卵子形成の過程を連続的に顕微鏡下で観察していくこと
ができる。また、あらかじめ組成の明らかな培養液を用いれば、卵子の分化に
必要な因子を発見しやすくなる。ただし、私たちの培養系はまだプロトタイプ
で改善の余地が多分に残されている。一つは培養液にウシ胎子血清を利用し
ている点。血清中には生理活性物質や化学物質など未知因子が無数に含まれ
ているため、卵子形成に必要な因子を同定するためには無血清培養液の開発
が求められる。また、体外培養で作られた卵子のうち、受精後、マウス個体まで
発生することができた卵子はごくわずかだ。体外培養系を洗練し、かつ、体外
培養における不足を理解することで卵子の分化機構を追究していくことが今
後の課題だ。
生殖細胞の基礎研究と社会とのつながり
昨今、生殖補助医療技術を介して誕生してくる新生児は少なくない。社会

情勢により初産年齢が高齢化していること、加齢に伴い妊娠しにくくなること
などから、生殖補助医療のニーズが高まっている。私たちの研究室からも、毎
年、数人の学生が不妊治療のクリニックに就職し、胚培養師としてヒトの体外
受精や顕微授精に従事している。このことは、私たちの研究分野の学術的・技
術的背景によるところが大きいといえる。学生には生命に対する高い倫理感
や生命現象に関する十分な学術的知識を養ってほしいと願っている。一方、私
たちの体外培養系を応用すると、マウスでは、ES細胞やiPS細胞からも卵子を

作ることができる。克服しなければい
けない課題はたくさんあるが、家畜な
どの有用動物や絶滅が懸念される希
少動物の繁殖に貢献する可能性も秘め
ている。まずは生殖細胞の成り立ちを
理解すること、そして次に、生殖細胞の
能力を発生工学の力で引き出すこと、
その先に社会とのつながりがあると信
じて研究・教育を行っている。

生命科学部 バイオサイエンス学科 動物発生工学研究室

教 授  尾畑  やよい

生命の根源となる細胞
〝生殖細胞〟の
分化機構解明を目指す
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東
京
農
大
東
日
本
支
援
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
は
、
福
島
県
相
馬
市

を
中
心
に
被
災
地
の
農
業
復
興

を
支
援
し
て
き
た
。
復
興
の
ス

テ
ー
ジ
は
変
化
し
て
い
る
が
、

被
災
地
で
は
ま
だ
ま
だ
支
援
が

必
要
と
さ
れ
て
い
る
。
本
学
で

は
毎
年
度
末
に
地
元
で
活
動
報

告
会
を
開
催
し
て
い
る
。

　

平
成
29
年
度
は
南
相
馬
市
で

森
林
関
係
、
相
馬
市
で
農
業
関

係
の
報
告
会
を
実
施
し
た
。
相

馬
市
の
報
告
会
は
３
月
３
日

（
土
）
に
市
内
の
観
光
案
内
施

設
「
千
客
万
来
館
」
で
開
催
し

た
。年
度
末
に
も
か
か
わ
ら
ず
、

地
元
の
農
業
者
を
中
心
に
来
場

者
は
66
人
に
達
し
た
。
主
催
者

で
あ
る
東
京
農
大
か
ら
は
髙
野

克
己
学
長
以
下
、
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
に
関
わ
っ
た
教
員
た
ち
が
参

加
し
た
。
相
馬
市
か
ら
は
来
賓

と
し
て
立
谷
秀
清
相
馬
市
長
、

山
田
秀
晴
Ｊ
Ａ
ふ
く
し
ま
未
来

理
事
に
お
い
で
い
た
だ
い
た
。

相
馬
市
か
ら
の
支
援
ス
タ
ッ
フ

も
含
め
る
と
１
０
０
人
近
い
参

加
者
と
い
う
盛
会
な
も
の
と

な
っ
た
。

　

報
告
会
で
は
６
報
告
が
行
わ

れ
た
。
第
一
報
告
は
畜
産
学
科

の
信
岡
誠
治
教
授
に
よ
る
「
牧

草
地
に
お
け
る
除
染
後
の
草
地

管
理
と
飼
料
給
与
に
つ
い
て
」、

第
二
報
告
は
森
林
総
合
科
学
科

の
山
﨑
晃
司
教
授
に
よ
る
「
阿

武
隈
山
地
の
ク
マ
は
ど
こ
か
ら

来
て
ど
の
く
ら
い
い
る
の
だ

ろ
う
か
」、
第
三
報
告
は
国
際

農
業
開
発
学
科
の
足
達
太
郎
教

授
に
よ
る
「
身
近
な
ム
シ
た
ち

か
ら
農
業
復
興
の
可
能
性
を
探

る
」、
第
四
報
告
は
生
物
応
用

化
学
科
の
大
島
宏
行
助
教
に
よ

る
「
相
馬
地
域
復
興
水
田
の
現

状
と
こ
れ
か
ら
の
土
づ
く
り
」、

第
五
報
告
は
筆
者
に
よ
る
「
津

波
被
災
地
の
農
業
法
人
の
経
営

戦
略
」、
第
六
報
告
は
門
間
敏

幸
名
誉
教
授
に
よ
る
「
こ
れ
か

ら
の
地
域
農
業
・
農
業
経
営
の

ス
モ
ー
ル
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
」

で
あ
る
。
い
ず
れ
の
報
告
も
学

術
面
に
偏
ら
ず
、
農
業
者
の

方
々
に
役
立
つ
よ
う
な
内
容
を

分
か
り
や
す
く
報
告
す
る
も
の

で
あ
っ
た
。

　

東
日
本
大
震
災
の
津
波
で
は

全
体
で
５
６
１
平
方
㌔
が
浸
水

し
た
。
こ
れ
は
東
京
23
区
の
面

が
、
家
族
経
営
で
営
農
を
再
開

し
た
農
家
の
高
齢
化
が
進
ん
で

お
り
、
将
来
的
に
は
１
０
０
㌶

を
優
に
超
す
経
営
規
模
に
な
る

こ
と
が
見
込
ま
れ
て
い
る
。

　

震
災
後
に
作
ら
れ
た
組
織
経

営
は
、
整
備
さ
れ
、
連
担
し
た

大
規
模
農
地
と
復
興
交
付
金
な

ど
で
導
入
さ
れ
た
大
型
農
機
に

よ
っ
て
経
営
が
再
開
さ
れ
た
と

い
う
共
通
点
が
あ
る
。し
か
し
、

積
の
９
割
に
達
す
る
。
特
に
、

相
馬
市
を
含
む
福
島
県
、
宮
城

県
の
沿
岸
は
広
大
な
農
地
が
津

波
被
害
に
遭
っ
た
。今
日
で
は
、

放
射
能
被
害
が
大
き
か
っ
た
地

域
以
外
の
農
地
は
ほ
ぼ
復
旧
さ

れ
て
い
る
。

　

し
か
し
、
多
く
の
農
家
は
小

規
模
な
農
業
経
営
よ
り
も
生
活

再
建
を
優
先
さ
せ
ざ
る
を
得
な

か
っ
た
。
結
果
と
し
て
農
業
の

担
い
手
は
家
族
経
営
か
ら
農
業

法
人
や
集
落
営
農
な
ど
の
組
織

経
営
に
変
化
し
た
。
経
営
規
模

も
数
十
㌶
か
ら
１
０
０
㌶
を
超

え
る
大
規
模
水
田
経
営
と
な
っ

て
い
る
。
図
に
相
馬
市
の
津
波

被
災
地
で
組
織
さ
れ
た
代
表
的

な
農
業
法
人
で
あ
る
合
同
会
社

飯
豊
フ
ァ
ー
ム
の
年
度
ご
と
の

経
営
面
積
の
推
移
を
示
す
。
農

地
の
復
旧
で
面
積
の
拡
大
は
落

ち
着
い
て
い
る
よ
う
に
見
え
る

近
い
将
来
大
型
農
機
の
更
新
費

用
の
負
担
と
高
齢
化
に
よ
る
組

織
経
営
の
担
い
手
の
引
退
が
見

込
ま
れ
る
。
津
波
被
災
地
の
農

業
の
永
続
に
は
、
経
営
能
力
の

あ
る
若
手
後
継
者
が
必
要
で
あ

り
、
そ
の
た
め
に
は
、
農
地
と

農
業
機
械
の
好
条
件
を
活
用
し

つ
つ
収
益
性
を
高
め
て
い
く
こ

と
が
求
め
ら
れ
る
。

　

そ
こ
で
、筆
者
は
報
告
会
で
、

津
波
被
災
地
の
農
業
法
人
の
経

営
戦
略
と
し
て
、
多
角
化
を
提

案
し
た
。
具
体
的
に
は
業
務
用

米
へ
の
対
応
と
大
豆
の
６
次
産

業
化
で
あ
る
。

　

通
常
農
家
が
生
産
す
る
の
は

主
食
用
米
で
、
最
終
的
な
利
用

先
に
よ
っ
て
家
庭
用
米
と
業
務

用
米
に
分
け
ら
れ
る
。
家
庭
用

米
は
い
わ
ゆ
る
銘
柄
米
が
中
心

津
波
被
災
地
の
農
業
法
人
の
経
営
戦
略

東
日
本
支
援
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
調
査
研
究
成
果

に
な
る
。
一
方
、業
務
用
米
は
、

用
途
に
よ
っ
て
必
要
な
特
性
が

あ
る
も
の
の
基
本
的
に
低
価
格

が
求
め
ら
れ
る
。
現
在
で
は
米

消
費
の
３
割
が
業
務
用
米
と
さ

れ
て
お
り
、
業
務
用
米
の
需
要

が
高
い
た
め
、
一
部
銘
柄
米
が

業
務
用
に
回
っ
て
い
る
実
態
が

あ
る
。

　

そ
こ
で
、
生
産
者
と
し
て
は

当
初
か
ら
業
務
用
米
に
取
り
組

む
戦
略
が
あ
る
。萌
え
み
の
り
、

え
み
の
あ
き
、
み
つ
ひ
か
り
な

ど
は
業
務
用
米
に
適
し
た
品
種

と
し
て
注
目
さ
れ
て
い
る
。
こ

れ
ら
は
コ
シ
ヒ
カ
リ
よ
り
も
２

～
３
俵
（
10
㌃
当
た
り
、
１
俵

60
㌔
）
収
量
が
多
く
、
作
期
も

地
域
の
銘
柄
米
と
異
な
る
品
種

を
選
択
で
き
る
。
こ
う
し
た
品

種
を
組
み
合
わ
せ
る
と
と
も

に
、
あ
ら
か
じ
め
需
要
者
と
の

契
約
で
生
産
す
る
形
態
が
生
ま

れ
て
い
る
。こ
う
す
る
こ
と
で
、

大
規
模
水
田
農
業
で
は
作
期
分

散
と
安
定
的
な
販
路
確
保
が
可

能
と
な
り
、収
入
も
増
大
す
る
。

特
に
津
波
被
災
地
で
誕
生
し
た

大
規
模
な
農
業
法
人
で
は
有
利

な
経
営
戦
略
と
い
え
る
。

　
「
六
次
産
業
化
・
地
産
地
消

法
」
が
公
布
さ
れ
て
８
年
が
た

つ
。
こ
の
法
律
の
導
入
前
後
は

６
次
産
業
化
が
盛
ん
に
礼
賛
さ

れ
、
補
助
金
の
活
用
も
促
進
さ

れ
た
。
し
か
し
、
成
功
は
容
易

で
は
な
く
、
今
で
は
地
域
の
農

業
振
興
の
関
係
者
は
「
無
理
し

て
６
次
産
業
化
す
る
必
要
は
な

い
」
と
い
う
や
や
冷
め
た
認
識

が
大
半
で
は
な
い
か
。
と
は
い

え
、農
産
物
の
付
加
価
値
向
上
、

雇
用
創
出
、
農
閑
期
の
労
働
力

対
策
、
マ
ー
ケ
ッ
ト
を
に
ら
ん

だ
経
営
へ
の
転
換
な
ど
を
考
え

る
と
、
６
次
産
業
化
の
重
要
性

東
日
本
支
援
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
リ
ー
ダ
ー
・
国
際
バ
イ
オ
ビ
ジ
ネ
ス
学
科
教
授
　
渋
谷
往
男

７
年
目
の
活
動
報
告
会

業
務
用
米
へ
の
対
応

津
波
被
災
地
の
復
興
状

況
と
今
後
の
成
長
戦
略

６
次
産
業
化
へ
の
対
応

～
大
豆
バ
タ
ー

体外培養で作られ
たマウスの卵子

平成29年度研究室謝恩会

体内で作られた
マウスの卵子

20120
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図：飯豊ファームの経営面積の推移
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トマトをめぐる
知の探検

知られざる東京農大史戦後稲作技術史 わが家は低塩・
無添加のお漬物―森林業が

｢ホッとする社会｣をつくる―
―語り継ぐべき農大

百二十五年の記録と記憶―
―その技術普及過程・

 福井県若狭地方の事例― ―プロ技伝授―

山本　悟 著
定価 : 本体 1600 円＋税
Ａ４･ 並製 ･ 口絵カラー

実践総合農学会 編　
定価：本体 800 円＋税
Ａ４判・並製・カラー

村上　利夫 著　
定価：本体 1800 円＋税
Ａ５判・並製・口絵カラー

杉山　信男 著
定価 : 本体 2200 円＋税 
Ａ５判 ･ 並製

内村 　泰 著
大澤貫寿監修 ･ 編
定価 : 本体 3000 円＋税 
四六判 ･ 並製

大島　貞雄 著
定価：本体 1600 円＋税
Ｂ５判変形・並製・
口絵カラー

◇好評第２版。林業は
将来性がないのか。山
村地域を消滅させてい
いのか。その林業や山
村に若者が注目し始め
た。理由を探ると山への
需要が見えてくる。たお
やかに胎動する「木志
向」が見えてくる。

◇平成29年度実践総
合農学会シンポジウムを
特集。基調講演は「コメ
政策の展望」、シンポジ
ウムのテーマは「日本の
コメ政策をどうする」。◇
バックナンバーもある。

◇昭和30年代初め稲
作技術は飛躍的に進化
し揺るぎないものとなっ
た。◇それはなぜか。そ
の問いから出発した普
及指導活動の貴重な記
録である。◇著者は元
福井県小浜市長、元農
業改良普及員。

◇トマトはなじみ深い野
菜だ。健康野菜として
関心が高い。多角的視
点から情報をまとめてい
る。トマトを通じて農や食
の文化を考える、貴重な
データが詰まっている。
参考文献は得難い資
料。

◇東京農大図書館所
蔵資料による知られざる
歴史をひも解く。榎本武
揚、横井時敬、文京区麹
町、大塚窪町、渋谷常磐
松などに深遠な思いが
潜む。

◇本物の漬物をつくるこ
つが分かる。容器の大き
さや重石など家庭で失
敗しない漬物作りが学
べる。また企業での本格
的な漬物づくりの一助と
なる。長年の研究の実
践の成果が学べる。

イ
チ
ゴ
栽
培
を
始
め
ま
し
た
。

固
定
観
念
に
と
ら
わ
れ
ず
、

企
業
的
経
営
感
覚
を
持
ち
、

ワ
ー
ク
ラ
イ
フ
バ
ラ
ン
ス
の
と

れ
た
働
き
方
を
実
現
。「
人
に

と
っ
て
良
い
環
境
は
イ
チ
ゴ
に

高
校
時
代
か
ら
思
い
描
い

た
「
農
業
を
や
り
た
い
」
と

い
う
夢
を
か
な
え
る
た
め
農

大
へ
。
し
か
し
在
学
中
に
行
っ

た
ア
ル
ゼ
ン
チ
ン
の
花
卉
（
か

き
）
農
家
や
長
野
県
の
果
樹
農

家
で
の
研
修
を
通
し
て
、
農
業

の
面
白
さ
と
可
能
性
だ
け
で

な
く
、
非
農
家
出
身
者
の
私
が

参
入
す
る
こ
と
の
難
し
さ
を

実
感
し
ま
し
た
。「
既
存
の
農

家
さ
ん
に
は
無
い
も
の
を
身

に
つ
け
な
く
て
は
」
と
い
う
思

い
で
企
業
に
就
職
し
ま
し
た
。

１
社
目
の
青
果
物
卸
売
会

社
で
は
、
流
通
の
現
状
と
課
題

を
肌
で
感
じ
ま
し
た
。
そ
の
後

転
職
し
た
食
品
商
社
で
は
、
全

国
を
飛
び
回
り
営
業
力
や
企

画
力
、
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
力
を
身

に
着
け
ま
し
た
。

充
実
し
た
社
会
経
験
を
積
み

「
い
よ
い
よ
農
業
を
や
る
時
が

来
た
」
と
決
心
。
１
年
間
の
研

修
後
２
０
０
９
年
に
就
農
し
、

と
っ
て
良
い
環
境
」
と
い
う
考

え
の
下
、
雇
用
環
境
、
福
利
厚

生
の
充
実
に
努
め
て
い
ま
す
。

販
売
で
は
都
内
ス
ー
パ
ー

や
和
洋
菓
子
店
な
ど
と
取
引

す
る
他
、
生
チ
ョ
コ
レ
ー
ト
専

門
店
と
連
携
し
て
オ
リ
ジ
ナ

ル
生
チ
ョ
コ
を
全
国
販
売
す

る
な
ど
、
幅
広
い
販
売
パ
ー
ト

ナ
ー
と
持
続
的
な
関
係
を
築

い
て
い
ま
す
。

４
年
目
に
は
栽
培
規
模
を

１
・
５
倍
に
拡
大
し
雇
用
を
ス

タ
ー
ト
。
同
年
、
農
林
水
産
大

臣
賞
を
受
賞
し
ま
し
た
。

「
農
業
は
や
り
が
い
と
幸
福

を
感
じ
る
こ
と
が
で
き
る
仕

事
」
９
年
目
の
今
、
素
直
に
そ

う
言
う
こ
と
が
で
き
ま
す
。

17
年
か
ら
は
農
林
水
産
省

の
食
料
・
農
業
・
農
村
政
策
審

議
会
委
員
と
し
て
も
活
動
、
会

議
に
参
加
す
る
た
び
に
、
自
分

の
知
識
の
浅
さ
、
人
間
と
し
て

の
未
熟
さ
を
思
い
知
ら
さ
れ
、

勉
強
と
い
う
か
修
行
と
い
う

感
じ
で
す
。

そ
ん
な
時
、
大
学
の
恩
師

か
ら
掛
け
ら
れ
た
言
葉
を
思

い
出
し
ま
す
。「
い
つ
も
ク
リ

は
自
ら
大
変
な
方
の
道
を
選

ん
で
行
く
ね
」「
農
業
を
や
る
」

そ
の
決
断
を
伝
え
に
行
っ
た

時
に
掛
け
ら
れ
た
言
葉
で
す
。

あ
れ
か
ら
10
年
余
り
…
…
。

「
大
変
な
方
の
道
」
と
言
わ
れ

た
道
の
り
は
、
悩
む
こ
と
も

あ
っ
た
け
れ
ど
、
耕
し
が
い
の

あ
る
、
そ
し
て
楽
し
く
彩
り
あ

る
道
だ
っ
た
と
思
い
ま
す
。
農

大
の
理
念
「
人
物
を
畑
に
還

す
」
の
下
で
学
び
、
私
は
畑
に

還
し
て
い
た
だ
い
た
人
間
、
だ

か
ら
今
度
は
私
が
「
畑
か
ら

人
物
を
育
む
」。
そ
ん
な
思
い

か
ら
今
年
１
月
か
ら
農
業
を

志
し
て
い
る
人
の
雇
用
を
ス

タ
ー
ト
さ
せ
ま
し
た
。

「
夢
は
耕
し
続
け
る
も
の
」

私
は
そ
う
思
っ
て
い
ま
す
。
そ

し
て
私
に
は
共
に
夢
を
耕
し

て
く
れ
る
仲
間
が
い
ま
す
。

感
謝
を
胸
に
こ
れ
か
ら
も

地
道
に
歩
み
続
け
た
い
と
思

い
ま
す
。
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開催地 会場 開催日
北海道 札幌市 札幌すみれホテル 7月21日（土）

岩手県 盛岡市 ホテルニューカリーナ 7月21日（土）

青森県 八戸市 八戸グランドホテル 7月22日（日）

宮城県 仙台市 ホテルメルパルク仙台 7月21日（土）

福島県 福島市 ホテル辰巳屋 7月22日（日）

新潟県 新潟市 ＡＮＡクラウンプラザホテル新潟 7月22日（日）

長野県 塩尻市 ホテル中村屋 7月21日（土）

山梨県 甲府市 ホテル談露館 7月22日（日）

愛知県 名古屋市 名鉄グランドホテル 7月21日（土）

静岡県 伊豆の国市 ホテルサンバレー富士見 7月21日（土）

静岡県 静岡市 ホテルアソシア静岡 7月22日（日）

京都府
滋賀県 京都市 メルパルク京都 7月21日（土）

奈良県 奈良市 ホテルアジール奈良 7月22日（日）

岐阜県 岐阜市 岐阜キャッスルイン 7月21日（土）

石川県 金沢市 金沢ニューグランドホテル 7月22日（日）

鳥取県 倉吉市 倉吉シティホテル 7月21日（土）

島根県 松江市 松江ニューアーバンホテル 7月22日（日）

広島県 広島市 広島グランドインテリジェントホテル 7月22日（日）

徳島県 徳島市 徳島グランヴィリオホテル 7月21日（土）

香川県 高松市 ＪＲホテルクレメント高松 7月22日（日）

熊本県 熊本市 アークホテル熊本城前 7月21日（土）

佐賀県 佐賀市 ホテルニューオータニ佐賀 7月22日（日）

大分県 大分市 大分センチュリーホテル 7月21日（土）

宮崎県 宮崎市 宮崎観光ホテル 7月22日（日）

全国 24 会場：7 月21 日（土）、22 日（日）

平成30年度　教育後援会地方懇談会開催日程

※上記については、今後変更する場合がありますのでご了承ください。
※詳細は、5 月中旬以降、開催府県にお住まいの保護者の皆様へご送付します。

懇談会は大学と保護者らが連携して学生への教育を効果的に行う
ことを目的に開催しています。
＜お問い合わせ＞東京農業大学学長室 TEL：03 ｰ 5477 ｰ 2202

当
日
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル

10：00 ～　受け付け
10：30 ～　教育後援会全体会
　　　　　 （大学の近況報告、就職状況等）
11：55 ～　保護者・校友会・教職員との懇親会（昼食）
13：00 ～　個別相談会（15：30 まで）

農
業
を
夢
見
て
入
学
し
た
東

京
農
業
大
。
卒
業
後
、
そ
の
夢

の
先
に
あ
っ
た

の
は
、
や
り
が
い

た
っ
ぷ
り
の
イ

チ
ゴ
生
産
だ
っ

た
。
静
岡
県
御
前

崎
市
の
栗
本
め

ぐ
み
さ
ん
。
独

創
的
な
経
営
と

リ
ー
ダ
ー
と
し

て
の
資
質
が
評

価
さ
れ
、
平
成
29

年
に
「
東
京
農
大

経
営
者
大
賞
」
を

受
賞
し
た
。
今
は

後
輩
育
成
に
新

た
な
夢
を
は
せ

て
い
る
。
栗
本
さ

ん
に
寄
稿
い
た

だ
い
た
。

夢
を
耕
し
て 

独
創
的
な
イ
チ
ゴ
経
営

ＫＵＲＩ
ＢＥＲＲＹＦＡＲＭ

平成14年 国際食料情報学部 生物企業情報学科卒

代表 栗本 めぐみさん

今年の収穫祭（本祭）開催予定

世田谷キャンパス 11 月２日（金）～  ４日（日）

厚木キャンパス 11 月３日（祝）～  ４日（日）

オホーツクキャンパス  10 月７日（日）～  ８日（祝）
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予
算
は
活
動
を
広
げ
る
た

め
、
前
年
度
よ
り
増
額
し
た
。

大
学
教
育
研
究
フ
ォ
ー
ラ
ム
の

開
催
―
―
な
ど
を
決
め
た
。

い
」
と
呼
び
掛
け
た
。

　

議
事
で
は
、
日
置
司
明
副
会

長
が
、
28
年
７
月
に
設
立
さ
れ

て
以
降
の
経
過
を
説
明
。
都
道

府
県
支
部
教
職
員
部
会
に
つ
い

て
、「
40
支
部
が
設
立
さ
れ
、

28
都
道
県
で
部
会
を
開
催
。
未

設
立
は
山
梨
、
富
山
、
愛
知
、

滋
賀
、
奈
良
、
山
口
、
高
知
の

７
支
部
と
な
っ
た
」「
全
国
教

職
員
部
会
連
絡
協
議
会
の
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
（
Ｈ
Ｐ
）
を
東
京
農

大
校
友
会
の
協
力
を
得
て
、
校

友
会
Ｈ
Ｐ
上
に
立
ち
上
げ
て
い

る
」
と
報
告
し
た
。

　

29
年
度
事
業
計
画
で
は
①
諸

会
議
の
開
催
②
教
職
員
デ
ー
タ

調
査
の
実
施
③
東
京
農
業
大
学

情
報
の
提
供
④
校
友
会
支
部
教

職
員
部
会
の
開
催
⑤
東
京
農
業

　

全
国
教
職
員
部
会
連
絡
協
議

会
は
平
成
29
年
11
月
11
日
、
世

田
谷
キ
ャ
ン
パ
ス
１
号
館
で
総

会
を
開
い
た
。
研
修
会
や
講
演

会
の
開
催
、
教
職
員
部
会
会
員

名
簿
の
デ
ー
タ
整
備
を
進
め
る

な
ど
、
平
成
29
年
度
事
業
計
画

を
決
め
た
。

　

総
会
に
は
各
ブ
ロ
ッ
ク
支
部

長
、
部
会
関
係
者
ら
約
30
人
が

参
加
。
28
年
度
の
事
業
報
告
と

決
算
、
29
年
度
事
業
計
画
と
予

算
に
つ
い
て
協
議
し
た
。
開
会

あ
い
さ
つ
し
た
、
外
園

会
長

は
「
人
口
が
減
少
す
る
中
、
農

大
へ
の
進
学
、
教
職
へ
の
進
路

を
ど
う
フ
ォ
ロ
ー
し
て
い
く
か

が
課
題
。協
議
会
会
員
の
経
験
、

地
元
の
人
脈
を
生
か
し
、
有
意

義
な
活
動
を
進
め
て
い
き
た

　

東
京
農
大
は
平
成
29
年
11
月

24
日
、
世
田
谷
キ
ャ
ン
パ
ス
百

周
年
記
念
講
堂
で
「
東
京
農
大

経
営
者
フ
ォ
ー
ラ
ム
２
０
１

７
」
を
開
い
た
。
約
８
０
０
人

が
参
加
し
た
。
東
京
農
大
経
営

者
大
賞
７
件
８
人
、
東
京
農
大

経
営
者
賞
と
東
京
農
大
経
営
特

別
賞
そ
れ
ぞ
れ
１
人
の
10
人
を

表
彰
（
上
表
）、
髙
野
克
己
学

長
が
賞
状
を
手
渡
し
た
。

　

29
年
度
受
賞
者
の
特
徴
は
、

平
成
年
代
に
卒
業
し
た
40
代
が

多
い
こ
と
、
そ
の
経
営
が
幅
広

い
分
野
に
わ
た
る
こ
と
、
小
規

模
・
家
族
的
経
営
で
も
し
っ
か

り
と
し
た
理
念
を
持
ち
、
高
い

技
術
力
を
持
っ
た
経
営
者
も
出

０
０
人
が
参
加
し
た
。

　

国
立
教
育
政
策
研
究
所
企
画

開
発
部
総
括
研
究
官
の
千
々
布

敏
弥
氏
が
「
新
し
い
学
習
指
導

要
領
と
高
大
接
続
改
革
が
め
ざ

す
小
学
校
か
ら
大
学
ま
で
の
学

び
の
姿
」と
題
し
て
講
演
。千
々

布
氏
は
、
新
し
い
学
習
指
導
要

領
の
特
徴
と
し
て
、「
今
ま
で

は
何
を
学
ぶ
か
だ
っ
た
が
、
今

い
る
。

　

発
行
は
東
京
農
業
大
学
校
友

会
、
販
売
は
㈱
農
大
常
磐
松
が

行
う
。５
０
０
０
円
＋
消
費
税
、

送
料
実
費
。
購
入
方
法
は
「
校

友
会
オ
リ
ジ
ナ
ル
グ
ッ
ズ
」
11
面

を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

　

ア
マ
ゾ
ン
公
式
サ
イ
ト
（

）

か
ら
も
購
入
で
き
る
。

　

今
年
の
経
営
者
フ
ォ
ー
ラ

ム
は
平
成
30
年
11
月
30
日（
金
）

13
時
か
ら
、
世
田
谷
キ
ャ
ン
パ

ス
の
百
周
年
記
念
講
堂
で
開

か
れ
ま
す
。
東
京
農
大
経
営

者
大
賞
の
表
彰
式
、
受
賞
者
に

よ
る
記
念
講
演
な
ど
が
行
わ

れ
ま
す
。

　

卒
業
生
校
友
各
位
の
ご
来

場
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

て
き
た
こ
と
な
ど
。

　

同
フ
ォ
ー
ラ
ム
に
は
東
京
農

大
校
友
会
、
東
京
農
大
経
営
者

会
議
な
ど
が
後
援
し
た
。
経
営

者
大
賞
は
12
年
度
に
創
設
さ
れ

た
。東
京
農
大
校
友
の
中
か
ら
、

優
れ
た
経
営
者
を
褒
賞
す
る
も

の
。
29
年
度
は
校
友
会
か
ら
２

人
、
東
京
農
大
経
営
者
会
議
か

ら
２
人
、
国
際
バ
イ
オ
ビ
ジ
ネ

ス
学
科
か
ら
５
件
６
人
の
推
薦

が
あ
っ
た
。

　

記
念
講
演
で
は
、
大
賞
受
賞

者
が
自
ら
の
経
営
内
容
と
特
色

を
披
露
、
現
役
学
生
に
期
待
の

言
葉
を
贈
っ
た
。
フ
ォ
ー
ラ
ム

に
は
経
営
者
会
議
会
員
、
校
友

の
他
、
現
役
学
生
約
７
０
０
人

も
参
加
、
夢
を
追
っ
た
経
営
者

の
知
恵
と
努
力
を
学
ん
だ
。

後
は
何
が
で
き
る
よ
う
に
な
る

か
が
重
要
」
と
説
明
し
た
。

　

東
京
農
大
地
域
環
境
科
学
部

地
域
創
成
科
学
科
の
宮
林
茂
幸

教
授
は
「
山
村
と
都
市
と
の
交

流
に
よ
る
体
験
学
習
」
と
題
し

て
講
演
。
山
梨
県
小
菅
村
で

行
っ
て
い
る
多
摩
川
源
流
大

学
で
の
取
り
組
み
を
紹
介
し

た
。

　

東
京
農
大
経
営
者
会
議
は
こ

の
ほ
ど
『
東
京
農
大
経
営
者
の

群
像
』
第
２
巻
を
編
纂
（
へ
ん

さ
ん
）
し
た
。
本
書
の
シ
リ
ー

ズ
は
東
京
農
大
経
営
者
会
議
の

方
々
の
人
生
を
懸
け
た
挑
戦
を

広
く
社
会
に
発
信
す
る
こ
と
を

目
指
し
て
い
る
。

　

第
１
巻
に
続
き
、
第
２
巻
に

は
31
社
33
人
の
経
営
者
の
方
々

の
挑
戦
の
軌
跡
を
収
録
。
波

瀾
（
は
ら
ん
）
万
丈
と
呼
ぶ
に

ふ
さ
わ
し
い
起
業
・
経
営
へ
の

チ
ャ
レ
ン
ジ
と
素
晴
ら
し
い
人

生
ド
ラ
マ
、
そ
し
て
実
学
に
裏

付
け
ら
れ
た
経
営
哲
学
・
理
念

と
母
校
東
京
農
大
に
対
す
る
熱

い
思
い
が
あ
る
。

　

新
た
な
経
営
に
挑
戦
す
る
人

た
ち
の
座
右
の
書
と
し
て
、
ご

活
用
い
た
だ
け
る
と
確
信
し
て

　

開
会
あ
い
さ
つ
で
経
営
者
会

議
の
新
田
恭
一
郎
会
長
は
「
経

営
者
会
議
の
取
り
組
み
に
対

し
、
会
員
お
よ
び
校
友
会
の
ご

理
解
・
ご
協
力
に
感
謝
す
る
。

さ
ら
に
発
展
し
て
い
く
に
は
、

会
員
増
強
を
図
り
会
員
相
互

の
支
援
が
大
切
」
と
呼
び

掛
け
た
。

　

議
事
で
は
、
29
年
度
事
業

報
告
・
決
算
報
告
の
後
、
会

則
の
改
正
に
つ
い
て
審
議

し
、
事
務
局
の
校
友
会
へ
の

移
行
、
役
員
定
数
の
変
更
、

三
役
会
の
設
置
な
ど
が
承
認

さ
れ
た
。
ま
た
、
役
員
の
選

任
が
行
わ
れ
た
（
上
表
）。

　

30
年
度
事
業
計
画
で
は
、

「
東
京
農
大
経
営
者
の
群
像

第
２
巻
」
の
刊
行
、
第
16
回

異
業
種
交
流
会
の
実
施
、
地

域
フ
ォ
ー
ラ
ム
（
ブ
ロ
ッ
ク

で
の
講
演
会
）
の
開
催
な
ど

を
決
め
た
。

　

東
京
農
大
経
営
者
会
議
は
平

成
29
年
11
月
24
日
、
役
員
会
と

総
会
を
グ
リ
ー
ン
ア
カ
デ
ミ
ー

ホ
ー
ル
（
校
友
会
館
）
で
開
き
、

30
年
度
事
業
計
画
な
ど
を
決
め

た
。

受
賞
者
ら
が
登
壇
し
て
参
加
者
か
ら
祝

福
を
受
け
た
経
営
者
フ
ォ
ー
ラ
ム

「
東
京
農
大
経
営
者
の
群
像
」第
２
巻

東京農大経営者フォーラム 2017 受賞者

大賞

及川　智生 農業総合研究所社長 和歌山市 平９経
越智　　浩 石鎚酒造専務 愛媛県西条市 平５醸
越智　　稔 石鎚酒造製造部長 愛媛県西条市 平９醸

栗本めぐみ
ＫＵＲＩ  ＢＥＲＲＹ
ＦＡＲＭ代表

静岡県御前崎市 平14国企

澄川　宜史 澄川酒造場社長 山口県萩市 平10醸

髙塚　　敏
地域環境計画
代表取締役

東京都世田谷区 平21院環博

中村　隆宣
安曇野ファミリー農産
代表取締役

長野県安曇野市 昭57農

黛　　紀昭
妙義ナバファーム
代表取締役

群馬県安中市 平５林

経営者賞 浅井信太郎 まるや八丁味噌社長 愛知県岡崎市 昭46化
経営

特別賞 泉保　繁美
税理士法人共同経営センター
代表社員税理士

高松市 昭46院経修

支
部
部
会
の

現
況
を
報
告

全
国
教
職
員
部
会
連
絡
協
が
総
会

大賞受賞者８人を表彰
経営者賞と経営特別賞も

受
賞
者
が
体
験
に
基
づ
き
講
演

現役学生に期待の言葉

会
員
増
を
呼
び
掛
け

経 

営 

者

会
議
総
会
事
務
局
を
校
友
会
が
担
当

業
指
導
方
法
の
課
題
、
山
村
活

性
化
に
よ
る
教
育
力
な
ど
に
つ

い
て
学
ん
だ
。
フ
ォ
ー
ラ
ム
は

東
京
農
業
大
学
教
職
課
程
と
全

国
教
職
員
部
会
連
絡
協
議
会
の

共
催
（
校
友
会
、
教
育
後
援
会

後
援
）
で
、
教
職
課
程
を
履
修

し
て
い
る
学
生
、
教
職
員
ら
１

　

第
20
回
東
京
農
業
大
学
教
育

研
究
フ
ォ
ー
ラ
ム
が
平
成
29
年

11
月
11
日
、
世
田
谷
キ
ャ
ン
パ

ス
横
井
講
堂
で
開
か
れ
、
新
学

習
指
導
要
領
に
基
づ
く
学
習
指

導
方
法
と
地
域
交
流
に
よ
る
体

験
学
習
の
成
果
な
ど
に
つ
い
て

講
演
が
あ
っ
た
。
教
職
員
の
授

ht
tps://w

w
w
.am
azon.co.jp

人
生
懸
け
た

挑
戦
を
収
録

『
経
営
者
の
群
像
』

第
２
巻
を
編
纂

東京農大経営者会議役員
役職 氏名 卒業年・学科 会社名 所在県

名誉会長

大沢　一彦 Ｓ38畜産 日本食研ホールディングス㈱ 愛媛県
佐藤　四郎 Ｓ42造園 ㈱日比谷アメニス 東京都
鈴木　吉助 Ｓ40林学 東京ボード工業㈱ 東京都
西　太一郎 Ｓ35醸造 三和酒類㈱ 大分県

相談役
小澤　恒夫 Ｓ23専農 小澤酒造㈱ 東京都
田辺　正宜 Ｓ47短農 ファームたなべ 熊本県
松倉　史夫 S39経済 富士食品工業㈱ 神奈川県

会　長 新田　恭一郎
Ｓ37経済
Ｓ39院経

㈱ホテルサンバレー 東京都

副会長

新井　健一 S53短農 ㈱ あらい農産 埼玉県
大泉　高明 Ｓ51化学 ㈱大和生物研究所 神奈川県
諧　　広司 S59栄養 ㈱ソーキ 東京都
久保　富雄 Ｓ44造園 ㈱旅館たにがわ 群馬県
後藤　義博　 Ｓ52経済 ㈲山二園 静岡県
東口　義巳 Ｓ51農学 ㈲とぐちファーム 奈良県
福原　俊秀 Ｓ45農学 （農事）アグリコ 長野県
三上　光一 Ｓ44短農 ミカミストロベリーファーム 栃木県
栁下　君子 Ｓ46短栄 ㈲グレース商事 埼玉県
安田　修康 Ｓ41化学 寿食品㈱ 神奈川県

監　事
大場　淳一 Ｓ56造園 ㈱大場造園 東京都
久慈　浩介 Ｈ７醸造 ㈱南部美人 岩手県
髙橋　　睦 Ｓ56造園 ㈱ＪＧＣ埼玉 埼玉県

理　事

海野　一幸 Ｓ43農学 ㈱ヴァンフォーレ山梨スポーツクラブ 山梨県
梶谷　満昭 S49農学 ㈲梶谷農園 広島県
川中　敬三 Ｓ49醸造 川中醤油㈱ 広島県
島袋　周仁 S40醸造 ㈱久米島の久米仙 沖縄県
橘　　敏雄 S42農学 ㈱応用生物 東京都
玉那覇　美佐子 Ｓ46短農 瑞穂酒造㈱ 沖縄県
仲野　益美 Ｓ59醸造 出羽桜酒造㈱ 山形県
永原　國夫 Ｓ36醸造 キミセ醤油㈱ 岡山県
福田　　詮 Ｓ49醸造 福田酒造㈱ 長崎県
本田　秀逸 Ｓ62農学 ㈱サカタのタネ 神奈川県
本間　　惇 Ｓ42工学 ㈱ベスト 東京都
村石　愛二 Ｓ51経済 鶏卵牧場　㈲村石養鶏場 千葉県
本　　昌康 Ｓ50醸造 ㈱ぶどうの木 石川県
吉原　一成 Ｓ52短農 栃木県農業士会 栃木県

事務局長 小野　甲二 Ｓ47経済 東京農業大学校友会 東京都

（役職別､五十音順）

新学習指導要領を説明する千々布総括研究官

教育研究フォーラム

経営者フォーラム2017

 〝先生の卵〟に教えの道示す

東
京
農
大
経
営
者
フ
ォ
ー
ラ
ム

２
０
１
８   

11
月
30
日
開
催
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 募金の仕方・集め方

 銀行送金で寄付
１ 寄付金控除を希望しない場合
　①ゆうちょ銀行「払込取扱票」にてお振り込みください
（校友会ニュース同封）。

　②一口 500 円以上（金額にかかわらず何口でも、何回
でも、毎年でも）

　③送金手数料は掛かりません。

２ 寄付金控除を希望する場合（大口寄付）
　東京農大スポーツサポート募金（同封のパンフレッ
ト）の三井住友銀行、三菱東京ＵＦＪ銀行、ゆうちょ
銀行の「払込取扱票」でお振り込みください。

 校友会支部総会などの集会で現金を寄付
　①一口 500 円以上（金額にかかわらず何口でも、何回
でも、毎年でも）

　②原則として、募金用紙（写真下）に名前・金額を記入
して募金箱（写真下）に投入してください。

　③領収書は発行しません。
　④校友会支部長（または幹事長）は、集会ごとの寄付
金をゆうちょ銀行「払込取扱票」でお振り込みくだ
さい（募金箱に投入され
た募金用紙は本部に郵送
してください）。

　⑤払込取扱票通信欄に「（例）
◯◯支部総会参加者一同」
と記載してください。

＊校友会本部への寄付者のご芳名は、
原則として校友会ニュースに掲載い
たします。

＊箱根駅伝への道 one コイン募金につ
いてのご質問等は校友会本部に問い
合わせてください。

寄付金控除を希望する大口募金者は、
大学スポーツサポート募金とする。

校友会から大学に寄付する場合は、
スポーツサポート募金とする。

募金活動は、平成30年4月から開始する。

募金の概要

ｏｎｅ
コ
イ
ン
募
金
に
ご
協
力
を

箱
根
駅
伝
へ
の
道

東
京
農
業
大
学
校
友
会
は
、

母
校
・
陸
上
競
技
部
の
箱
根
駅

伝
へ
の
出
場
を
支
援
す
る
た

め
、
ｏ
ｎ
ｅ
（
ワ
ン
）
コ
イ
ン

を
キ
ャ
ッ
チ
フ
レ
ー
ズ
に
「
箱

根
駅
伝
へ
の
道
ｏ
ｎ
ｅ
コ
イ
ン

募
金
」
を
４
月
か
ら
ス
タ
ー
ト

箱
根
駅
伝
へ
の
出
場
を
期
待
・

熱
望
し
て
い
ま
す
。

他
大
学
で
も
箱
根
駅
伝
に

出
場
す
る
た
め
、
並
々
な
ら
ぬ

力
を
傾
注
し
て
い
ま
す
。

母
校
が
予
選
会
を
突
破
し

て
本
戦
に
出
場
す
る
た
め
に

い
た
し
ま
し
た
。

現
在
、
校
友
は
17
万
人
を

数
え
、
そ
の
校
友
を
取
り
囲
む

父
母
・
家
族
、
職
場
の
同
僚
、

農
大
の
フ
ァ
ン
な
ど
、
す
べ
て

の
農
大
フ
ァ
ミ
リ
ー
（
東
京
農

業
大
学
校
友
）
は
、陰
に
陽
に
、

は
、
東
京
農
業
大
学
に
関
係
す

る
す
べ
て
の
農
大
フ
ァ
ミ
リ
ー

が
一
丸
と
な
っ
て
支
援
・
協
力

し
な
け
れ
ば
な
し
得
な
い
ハ
ー

ド
ル
だ
と
考
え
ま
す
。

す
べ
て
の
校
友
・
農
大
フ
ァ

ミ
リ
ー
に
ご
協
力
を
お
願
い
す

る
こ
の
「
箱
根
駅
伝
へ
の
道
ｏ

ｎ
ｅ
コ
イ
ン
募
金
」
は
、
校
友

会
が
主
体
と
な
っ
て
行
う
募
金

活
動
で
す
。

校
友
会
は
皆
さ
ま
か
ら
寄

せ
ら
れ
た
寄
付
金
を
陸
上
競
技

部
の
強
化
費
な
ど
に
寄
贈
し
ま

す
。農

大
フ
ァ
ミ
リ
ー
の
一
人

一
人
の
募
金
が
、
箱
根
駅
伝
本

戦
の
出
場
権
獲
得
（
箱
根
駅
伝

へ
の
道
）
に
つ
な
が
る
も
の
と

確
信
し
て
お
り
ま
す
。

本
募
金
に
ご
賛
同
い
た
だ

き
、
格
別
の
ご
支
援
ご
協
力
を

心
か
ら
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

募
金
を
呼
び
掛
け
る
大
相
撲・豊
山
関
と
小
野
事
務

局
長

東京農業大学校友会（農大ファミリー）

校友会（募金窓口）大学

箱根駅伝出場

陸上競技部 東京農業大学
（スポーツサポート募金）

大口募金oneコイン募金
（小口募金）

農大
ファン 保護者在学生卒業生兄弟

姉妹

箱根駅伝への道　　　コイン募金

寄付金
控除証明書
の発行

one

　東京農業大学校友会役員及び支部長は、平
成 29 年度全国支部長会議において、上記の
募金制度の創設について組織合意し、募金活
動を開始することを申し合わせる。

　　　　　　　平成 30 年 2 月 23 日
全国支部長会議

1 名　称
箱根駅伝への道 oneコイン募金

3 募金概念図　 下図参照

4

5

7

2 募金額
⑴ 一      口　500円以上（複数回）
⑵ 全体目標　1億円（1000万円/年）
⑶ 支部別目標　1支部200万円（20万円/年）
⑷ 募金期間　平成30年４月から10年間

6 募金活動運営費
募金額の 20％以内の額を経費とする。
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支
部
だ
よ
り
sh
i b
u

d a
y o
r i東京

農大

香
川
県
支
部
女
性
部
会
は

平
成
29
年
８
月
28
日
、
日
本
食

研
愛
媛
本
社
（
今
治
市
）
の
食

文
化
博
物
館
な
ど
の
見
学
会
を

開
い
た
。
家
族
、
友
人
も
含
め

15
人
が
参
加
し
た
。

ま
ず
、
ベ
ル
ベ
デ
ー
レ
宮

殿
を
モ
チ
ー
フ
に
し
た
豪
華
な

Ｋ
Ｏ
宮
殿
で
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
貴
族

の
食
に
つ
い
て
学
び
、
焼
き
肉

の
た
れ
な
ど
を
調
合
し
容
器
に

詰
め
て
い
る
様
子
を
見
学
。
昼

食
後
は
、
創
業
者
で
あ
り
、
東

京
農
業
大
学
校
友
の
大
沢
一
彦

会
長
（
昭
38
畜
）
の
ご
厚
意
に

よ
り
貴
賓
室
も
訪
問
し
た
。

午
後
か
ら
は
、
世
界
の
食

文
化
、
日
本
食
研
の
歴
史
や
商

品
、
ハ
ム
・
ソ
ー
セ
ー
ジ
の
製

造
工
場
を
見
学
し
、
試
食
も

行
っ
た
。

◇

29
年
12
月
９
日
、
香
川
県

平
成
29
年
７
月
29
日
、
校

友
会
栃
木
県
支
部
教
職
員
部
会

を
宇
都
宮
市
内
で
開
い
た
。
教

職
員
部
会
員
25
人
と
、
校
友
会

栃
木
県
支
部
の
鈴
木
崇
之
支
部

長
（
昭
50
農
）、
宇
賀
神
正
章

50
工
）
の
あ
い
さ
つ

の
後
、
28
年
度
の
事

業
報
告
と
決
算
報

告
、29
年
度
の
活
動
、

30
年
度
の
活
動
計
画

を
審
議
し
た
。

夏
秋
副
学
長
は

「
い
ろ
い
ろ
あ
る
か

ら
安
心
で
す
～
多
様
性
か
ら
考

え
る
安
全
と
は
？
」
と
題
し
講

演
。
参
加
者
は
興
味
深
く
聞
き

入
っ
て
い
た
。

昼
食
を
し
な
が
ら
の
懇
談

会
で
、
参
加
者
は
自
己
紹
介
や

夏
秋
副
学
長
へ
の
質
問
な
ど
、

楽
し
い
ひ
と
時
を
過
ご
し
た
。

小
学
６
年
の
男
児
も
お
母
さ
ん

と
一
緒
に
参
加
し
て
い
た
。

木
支
部
長
の

あ
い
さ
つ
の

後
、
宇
賀
神
幹

事
長
が
地
域

後
継
者
推
薦

入
試
に
つ
い

て
説
明
し
、
地

域
後
継
者
に

ふ
さ
わ
し
い

人
材
の
推
薦

を
依
頼
し
た
。

進
行
は
岩
本
敏
央
先
生
（
小

山
北
桜
高
校
、
平
６
院
化
修
）

が
行
っ
た
。

小
豆
島
町
内
で
同
女
性
部
会
を

開
い
た
。
家
族
ら
も
含
め
７
人

が
参
加
し
た
。
校
友
の
農
園
で

温
州
ミ
カ
ン
、
原
紅
早
生
、
ブ

ン
タ
ン
、
ポ
ン
カ
ン
、
鬼
ゆ
ず
、

レ
モ
ン
の
収
穫
や
ヤ
マ
ロ
ク
醤

油
（
し
ょ
う
ゆ
）
を
見
学
し
た
。

小
豆
島
オ
リ
ー
ブ
園
で
は
、

高
台
の
レ
ス
ト
ラ
ン
で
青
い
海

を
見
な
が
ら
小
豆
島
の
食
材
を

ふ
ん
だ
ん
に
使
っ
た
料
理
を
堪

能
し
た
。
オ
リ
ー
ブ
油
の
調
合

も
体
験
し
た
。

静
岡
県
支
部
女
性
部
会
は

平
成
30
年
１
月
21
日
、
静
岡
市

内
で
第
５
回
総
会
を
開
い
た
。

21
人
が
参
加
し
た
。
東
京
農
大

の
夏
秋
啓
子
副
学
長
（
国
際
農

業
開
発
学
科
教
授
）
に
よ
る
講

演
が
あ
っ
た
。

総
会
で
は
小
林
功
子
女
性

部
会
長
（
昭
36
農
）、
静
岡
県

支
部
の
糠
谷
禎
則
支
部
長
（
昭

幹
事
長
（
昭
52
農
）
が
出
席
。

野
島
忠
夫
部
会
長
（
宇
都

宮
白
楊
高
校
、
昭
57
工
）
と
鈴

最
後
に
富
田
ま
ゆ
み
さ
ん

（
昭
60
栄
管
）
の
リ
ー
ド
で
学

歌
を
斉
唱
し
た
。
次
回
は
東
部

地
区
で
開
催
す
る
。

神
奈
川
県
支
部
は
平
成
29

年
11
月
23
日
、
女
性
部
会
設
立

準
備
の
打
ち
合
わ
せ
会
を
開
い

た
。
家
事
、
育
児
、
仕
事
な
ど

で
忙
し
い
中
、
海
老
名
市
、
逗

子
市
、
横
浜
市
の
女
性
会
員
３

人
と
加
藤
恒
雄
支
部
長
（
昭
47

畜
）、
松
居
靖
雄
副
支
部
長
（
昭

43
院
化
修
）、
清
水
圭
一
幹
事

長
（
昭
46
造
）
の
計
６
人
が
出

席
し
た
。

で
き
る
だ
け
多
く
の
女
性

会
員
が
参
加
で
き
る
部
会
を
目

指
し
、
第
１
回
女
性
部
会
は
30

年
４
月
に
開
催
す
る
こ
と
と
し

た
。

教職員部会員人が参加した総会

夏
秋
副
学
長
と
女
性
部
会

平成29年度 支部教職員部会開催一覧
支部 開催日 支部 開催日

北海道 平成 30.1.11 静　岡 平成 29.11.25
青　森 平成 29.8.26 三　重 平成 30.3.24
宮　城 平成 29.11.18 鳥　取 平成 29.6.11
秋　田 平成 30.1.13 島　根 平成 29.8.19
福　島 平成 29.11.11 岡　山 平成 30.3.24
茨　城 平成 29.9.2､3 広　島 平成 29.8.27
栃　木 平成 29.7.29 香　川 平成 30.2.17
群　馬 平成 29.9.2 愛　媛 平成 30.3.10
千　葉 平成 29.7.1 福　岡 平成 29.10.28
東　京 平成 29.9.10 佐　賀 平成 30.3.16
神奈川 平成 30.3.23 熊　本 平成 29.12.9
長　野 平成 30.2.3 大　分 平成 29.9.2
新　潟 平成 29.6.24 鹿児島 平成 29.8.26
岐　阜 平成 29.8.26 27 都道県で開催

平成29年度
支部女性部会開催一覧

支部 開催日 備考

群　馬 平成 29.8.4

埼　玉 平成 29.6.10 設立準備会

東　京 平成 29.4.22

神奈川 平成 29.11.23 設立準備会

静　岡 平成 30.1.21

兵　庫 平成 30.3.3

香　川
平成 29.8.28 研修会

平成 29.12.9 総会

福　岡 平成 29.8.26

宮　崎 平成 30.2.18

　　　　　　　　　　　　　　 支部総会開催一覧表　　　　　　（平成29年10月～30年３月）

支部名 開催日
出席者 参加者

数 場所 講演など
校友会 大学

茨城 10月1日（日） 外園 副会長 夏秋啓子副学長 90 水戸市

「小さな農家がクールジャパンに選ばれた！農家の６次
産業とITによるブランド化～Only one戦略～」農業生
産法人うしおだ㈱代表取締役/潮田武彦氏（平12農）
の講演

京都 10月7日（土） 三好吉清会長
食料環境経済学科
竹内重吉准教授

30 京都市
「人口減社会における農村振興」食料環境経済学科/竹
内重吉准教授の講演

石川 10月29日（日） 豊原秀和常任理事
バイオサイエンス学科
喜田聡教授

44 金沢市
「日常を豊かにする脳科学ー脳と遺伝子、環境、食」バ
イオサイエンス学科／喜田聡教授の講演

山梨 11月9日（木） 小野甲二常任理事 （欠席） 60 甲府市 ー

岩手 11月11日（土） 横澤馨常任理事 造園科学科 高橋新平教授 35 花巻市 ー

大阪 11月18日（土） 小泉幸道副会長 小泉幸道名誉教授 40 大阪市 ー

福井 11月23日（木） 宮林茂幸常任理事
地域創成科学科
宮林茂幸教授

55 福井市
「福井を元気にするためには」福井県立大学/進士五十
八学長（元東京農業大学学長）の講演

静岡 11月25日（土） 小泉幸道副会長
法人本部財務部
手島秀樹部長

150 沼津市 農友会マンドリン部OBによる演奏会

北海道 1月27日（土） 小野甲二常任理事 （欠席） 100 札幌市 ー

宮崎 2月24日（土） 小野甲二常任理事 （欠席） 60 宮崎市 ー

群馬 2月25日（日） 外園 副会長
森林総合科学科
江口文陽教授

100 前橋市
「農大経営者大賞を受賞して」㈲妙義ナバファーム代表
取締役社長/黛紀昭氏（平５林）の講演

栃
木
県
支
部

教
職
員
部
会
開
き

推
薦
入
試
説
明

香
川
が
研
修

会
と
部
会

静
岡
県
は

第
５
回
総
会

神
奈
川
県
で
は

設
立
準
備
会

各 県 支 部
女性部の活躍
各 県 支 部
女性部の活躍
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グ
優
勝
、
１

部
復
帰
へ
の

決
意
を
固
め

た
。激

励
会

は
校
友
会
の

三
好
吉
清
会

長
が
野
球
部

員
ら
を
招
待

し
て
開
い

て
い
る
。
校

友
会
か
ら
本

部
役
員
が
参

加
し
、
部
員

ら
を
励
ま
し

た
。三

好
会

長
は
「
東
京

農
大
の
野
球

部
に
入
っ
て

練
習
を
重
ね

て
き
た
実
績

を
、
ぜ
ひ
と

も
積
み
上
げ

て
ほ
し
い
。
一
丸
と
な
っ
て
今

年
度
の
ス
タ
ー
ト
を
」
と
激
励

し
た
。

野
球
部
の
金
子
忠
一
新
部

長
（
造
園
科
学
科
教
授
）
は
「
監

督
、
コ
ー
チ
も
新
体
制
で
ス

タ
ー
ト
し
た
。
校
友
の
皆
さ
ま

か
ら
の
期
待
を
力
に
変
え
て
頑

張
ろ
う
」
と
述
べ
、昨
年
12
月
、

監
督
に
就
任
し
た
樋
越
勉
監
督

は
「
選
手
も
一
生
懸
命
前
向
き

に
や
っ
て
い
る
。
一
勝
で
も
多

く
勝
て
る
よ
う
、
選
手
と
一
緒

に
頑
張
っ
て
い
く
」と
応
え
た
。

野
球
部
員
を
代
表
し
て
佐
川
航

副
主
将
（
経
４
）
が
「
新
体
制

で
の
練
習
の
成
果
を
十
分
に
発

揮
し
、
一
戦
必
勝
、
全
力
で
戦

う
」と
力
強
く
決
意
表
明
し
た
。

30
年
度
春
季
２
部
リ
ー
グ

戦
は
４
月
10
日
か
ら
５
月
30
日

ま
で
。
試
合
の
日
程
は
東
都
大

学
野
球
連
盟
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

を
参
照
。

校
友
会
は
３
月
28
日
、
世

田
谷
キ
ャ
ン
パ
ス
硬
式
野
球

部
激
励
会
を
グ
リ
ー
ン
ア
カ

デ
ミ
ー
ホ
ー
ル
で
開
い
た
。
野

球
部
員
ら
約
１
０
０
人
が
参
加

し
、
東
都
大
学
野
球
２
部
リ
ー

今年こそ１部復帰
新体制で決意新た

世田谷硬式野球部を激励

野球部員らを激励する校友会・三好会長

母
校
創
立
１
２
５
周
年
を

記
念
し
て
、
平
成
25
年
か
ら
５

年
間
に
わ
た
り
ご
協
力
を
お
願

い
し
て
ま
い
り
ま
し
た
「
東
京

農
業
大
学
国
際
セ
ン
タ
ー
（
仮

称
）」
建
設
の
た
め
の
事
業
資

金
募
金
は
、
３
月
末
を
も
ち
ま

し
て
終
了
い
た
し
ま
し
た
。
ご

協
力
を
賜
り
ま
し
た
多
く
の
校

友
並
び
に
関
係
者
の
皆
さ
ま
に

深
く
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

平
成
30
年
３
月
末
ま
で
の

実
績
（
暫
定
）
は
上
表
の
通
り

全
支
部
か
ら
熱
い
心
届
く

と
な
り
ま
し
た
の
で
、
ご
報
告

申
し
上
げ
ま
す
。
国
内
は
47
都

道
府
県
全
て
の
支
部
か
ら
３
７

９
６
件
、
海
外
か
ら
は
台
湾
、

ブ
ラ
ジ
ル
、
パ
ラ
グ
ア
イ
、
ア

メ
リ
カ
、
ミ
ャ
ン
マ
ー
、
ア
ル

ゼ
ン
チ
ン
、
カ
ナ
ダ
、
タ
イ
、

イ
ン
ド
ネ
シ
ア
の
９
支
部
41

件
、
校
友
関
係
団
体
か
ら
18
件

の
寄
付
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

な
お
、
最
終
実
績
に
つ
き

ま
し
て
は
、
追
っ
て
大
学
側
か

ら
ご
報
告
の
予
定
で
す
。

平成 29 年度 東京農業大学校友会 表彰　団体・個人一覧
（平成 30年1月19日）  

表彰部 氏名 学科 学年 大会日 大  会  名 内容

相撲部

個
人

トゥプシンサ
ナー ビジネス４ ９月３日 第42回全国学生相撲個人体重別選手権大会／ 100㌔未満級 ３位

個
人 志賀　裕人 開発３ ９月３日 第42回全国学生相撲個人体重別選手権大会／ 75㌔未満級 準優勝

個
人 冨栄　秀喜 森林３ 12月３日 第 66 回全日本相撲選手権大会／優秀選手決勝トーナメント

／ベスト16 出場

陸上競技部男子 個
人 金子　　鷹 ビジネス３ １月２､３日 第 94 回東京箱根間往復大学駅伝競走／関東学生連合チー

ム／ 7 区／出場 特別賞

陸上競技部女子

個
人 清水 萌衣乃 醸造３ ５月25～28日 第 96 回関東学生陸上競技対校選手権大会／ 3000㍍ SC

決勝 優勝

個
人 棟久　由貴 健康２ ８月23～27日 第 29 回ユニバーシアード競技大会／ハーフマラソン／台湾・

台北 優勝

団体
10月29日 第 35 回全日本大学女子駅伝対校選手権大会／仙台・杜の

都駅伝／６位 出場

12月30日 2017 全日本大学女子選抜駅伝競走／富士山女子駅伝 準優勝

オホーツク
硬式野球部 団体

４月30日～ 平成 29 年度北海道学生野球連盟１部春季リーグ戦 優勝
６月５日～ 第 66 回全日本大学野球選手権大会 出場

馬術部

個
人 吉田　匡慶 ビジネス４ 11月25、26日 第 89 回全日本学生馬術選手権大会 準優勝

個
人 和田 健太郎 ビジネス４ 11月２～７日 第 60 回全日本学生賞典総合馬術競技大会 ３位

ホッケー部男子 団体 11月24～26日 2017 秋季男子関東学生ホッケーリーグ１部 優勝
ホッケー部女子 団体 11月８～12日 2017 秋季女子関東学生ホッケーリーグ１部 準優勝

ボクシング部

個
人 中野　幹士 ビジネス４ 11月22～26日 第 87 回全日本ボクシング選手権大会／バンタム級 準優勝

個
人 北浦　龍馬 ビジネス３ 11月22～26日 第 87 回全日本ボクシング選手権大会／フライ級 準優勝

個
人 森坂　　嵐 ビジネス３ 11月22～26日 第 87 回全日本ボクシング選手権大会／ライト級 優勝

個
人 齋藤　麗王 ビジネス１ ８月13 ～16日 第７回台北市カップ国際トーナメント／ライト級 優勝

剣道部 団体 10月28日 第 65 回全日本学生剣道優勝大会／ 8 年連続出場 出場

自動車部 団体 12月９日 平成 29 年度全日本学生自動車連盟関東支部総合杯／女子団
体の部 準優勝

ボディビル・
パワーリフティング部

個
人 新井　一真 工学４ ８月28日～

９月３日
2017 世界ジュニア・サブジュニアパワーリフティング選手権
大会／ 53㎏級 ４位

個
人 八巻　拓未 経済３ ７月30日 第 44 回全日本学生パワーリフティング選手権大会／ 83㎏級 ３位

個
人 大石　航平 化学２ ７月30日 第 44 回全日本学生パワーリフティング選手権大会／ 74㎏級 ３位

ラクロス部 個
人 関口　紗生 健康３ 7月26日 第 10 回 IWGA ワールドゲームズ／女子日本代表に選出 出場

講演部 個
人 大石 明日香 経済１ 12月3日 第 51 回農林水産大臣杯争奪全日本学生弁論大会 ２位

社交ダンス研究部 ペ
ア

佐原　安春 森林３
12月10日 第 62 回全日本学生競技ダンス選手権大会／ラテンの部／ル

ンバ ３位
荒　奈瑠美 栄養３

全学応援団
チアリーダー部 団体 ３月28日 USA School & Nationals 2017（全国選手権大会）／

大学編成 Show Cheer 部門 準優勝

　　　　　東京農業大学校友会支部別実績（暫定）      　    （円）

支部 募金
件数

募金
金額 支部 募金

件数
募金
金額

北海道 145 7,842,000 鳥　取 22 490,000 

青　森 23 770,000 島　根 56 970,000 

岩　手 45 2,472,000 岡　山 48 1,903,000 

宮　城 55 2,719,500 広　島 139 4,147,000 

秋　田 29 1,045,000 山　口 192 3,334,000 

山　形 26 1,810,000 徳　島 24 3,350,000 

福　島 38 1,800,000 香　川 40 1,310,000 

茨　城 82 5,030,000 愛　媛 44 3,070,000 

栃　木 111 5,465,000 高　知 64 1,280,000 

群　馬 146 7,204,000 福　岡 90 2,812,500 

埼　玉 167 8,610,000 佐　賀 78 1,930,000 

千　葉 193 9,073,221 長　崎 74 1,649,000 

東　京 494 56,448,225 熊　本 65 1,730,200 

神奈川 294 28,573,500 大　分 125 7,500,000 

山　梨 55 2,980,000 宮　崎 47 1,245,000 

長　野 71 1,931,500 鹿児島 39 3,251,111 

新　潟 103 3,638,000 沖　縄 34 1,065,000 

富　山 21 835,000 国内計 3,796 211,004,757 

石　川 47 1,850,000 台　湾 11 1,722,111 

福　井 35 2,385,000 ブラジル 3 10,355,000 

岐　阜 33 880,000 パラグアイ 2 400,000 

静　岡 170 6,658,000 アメリカ 11 295,357 

愛　知 33 1,440,000 ミャンマー 1 35,061 

三　重 27 1,230,000 アルゼンチン 2 500,000 

滋　賀 16 1,310,000 カナダ 3 505,686 

京　都 35 920,000 タ　イ 7 900,000 

大　阪 18 875,000 インドネシア 1 20,000 

兵　庫 56 2,768,000 海外計 41 14,733,215 

奈　良 13 495,000 校友関係団体 18 50,227,862 

和歌山 34 910,000 合計 3,855 275,965,834 

創立125周年記念事業資金募金全体実績（暫定）
平成25年4月～30年3月末現在

全体募金件数 5,094 件

全体募金金額 441,570,458 円

 （うち校友関係） 275,965,834 円

47 都道府県支部 211,004,757 円 

9 海外支部 14,733,215 円

校友関係団体 50,227,862 円

校
友
会
は
１
月
19
日
、
グ

リ
ー
ン
ア
カ
デ
ミ
ー
ホ
ー
ル

（
校
友
会
館
）
で
、「
第
34
回
東

７
団
体
19
人
を
表
彰

成
績
優
秀
、活
躍
た
た
え

あ
い
さ
つ
で
校
友
会
の
三

好
会
長
が
「
農
友
会
の
皆
さ
ん

が
、
情
熱
を
も
っ
て
取
り
組
ん

で
い
る
部
活
の
成
果
は
、
皆
さ

ん
の
宝
だ
け
で
な
く
、
大
学
発

展
の
た
め
の
財
産
。
全
国
の
校

友
を
代
表
し
て
感
謝
申
し
上
げ

る
。
今
年
も
、
東
京
農
業
大
学

の
名
声
を
高
め
、
社
会
に
広
め

る
よ
う
な
活
躍
を
期
待
し
て
い

る
」
と
激
励
し
た
。
農
友
会
会

長
の
髙
野
克
己
学
長
は
「
東
京

農
業
大
学
は
、
勉
強
と
課
外
活

動
を
両
立
し
て
頑
張
る
真
面
目

な
学
生
が
集
ま
っ
て
い
る
と
、

高
い
評
価
を
受
け
て
い
る
。
卒

業
生
は
現
役
学
生
の
活
躍
に
大

い
に
期
待
し
て
い
る
」
と
述
べ

た
。陸

上
競
技
部
女
子
・
清
水

萌
衣
乃
前
主
将
（
醸
３
）、
ボ

ク
シ
ン
グ
部
・
森
坂
嵐
副
主
将

（
ビ
ジ
ネ
ス
３
）、
全
学
応
援
団

チ
ア
リ
ー
ダ
ー
部
・
加
藤
美
空

部
長
（
造
３
）
が
、
新
年
度
に

京
農
業
大
学
農
友
会
激
励
懇
親

会
」
を
開
い
た
。
平
成
29
年
の

農
友
会
の
活
躍
を
た
た
え
、
30

年
度
も
さ
ら
に
健
闘

し
て
も
ら
う
た
め
、

体
育
・
文
化
団
体
の

部
長
や
監
督
、
主
将

ら
を
招
待
、
45
団
体
、

約
１
５
０
人
が
参
加

し
た
。
厚
木
キ
ャ
ン

パ
ス
や
オ
ホ
ー
ツ
ク

キ
ャ
ン
パ
ス
硬
式
野

球
部
の
代
表
も
参
加

し
た
。

国
際
大
会
、
全
日

本
選
手
権
、
全
日
本

学
生
選
手
権
、
関
東

選
手
権
な
ど
で
優
秀

な
成
績
を
収
め
た
７

団
体
と
個
人
・
ペ
ア

19
人
（
下
表
）
が
表

彰
さ
れ
、
校
友
会
の

三
好
吉
清
会
長
が
表

彰
状
と
褒
賞
を
授
与

し
た
。

向
け
て
力
強
く
決
意
表
明
。
三

好
会
長
、
髙
野
学
長
、
体
育
団

会
長
が
鏡
開
き
を
行
っ
た
。

最
後
に
、
全
学
応
援
団
・

体
連
合
会
・
濱
野
周
泰
会
長
、

文
化
団
体
連
合
会
・
大
林
宏
也

安
齊
勇
貴
団
長（
開
３
）の
リ
ー

ダ
ー
で
学
歌
を
斉
唱
し
た
。

農友会激励懇親会に各部の代表約150人が参加

農
友
会
激
励
懇
親
会

125周年記念募金に感謝125周年記念募金に感謝
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▼
京
都
府
支
部
　
奥
田
　
豊
氏
（
昭
43
経
）

支
部
長　

平
成
15
～
29
年
（
通
算
14
年
間
）

慶

平
成
29
年
秋
の
叙
勲
・
褒
章
を
次

の
方
々
が
受
章
さ
れ
ま
し
た
。

▼
旭
日
小
綬
章

　
富
山
県
支
部

　
　
西
村
　
亮
彦
氏
（
昭
36
林
）

▼
黄
綬
褒
章

　
福
井
県
支
部

　
　
土
井
　
直
紀
氏
（
昭
49
造
）

▼
藍
綬
褒
章

　
群
馬
県
支
部

　
　
栁
澤
　
光
雄
（
太
刀
川
）
氏

（
昭
43
短
醸
）

▼
藍
綬
褒
章

　
東
京
都
支
部

　
　
高
橋
　
秀
夫
氏
（
昭
40
工
）

当
選

次
の
方
々
が
当
選
さ
れ
ま
し
た
。

▼
市
町
村
長

　
栃
木
県
支
部
・
那
珂
川
町

　

平
成
29
年
10
月
29
日
２
期
目

　
　
福
島
　
泰
夫
氏
（
昭
49
拓
）

　
群
馬
県
支
部
・
東
吾
妻
町

　

平
成
30
年
４
月
15
日
３
期
目

　
　

中
澤
　
恒
喜
氏
（
昭
48
林
）

弔

次
の
校
友
が
ご
逝
去
さ
れ
ま
し
た
。

謹
ん
で
ご
冥
福
を
お
祈
り
申
し
上

げ
ま
す
。（
10
月
以
降
、
支
部
な
ど

か
ら
の
報
告
の
み
記
載
）

今
井
　
政
利
氏
（
昭
17
学
農
）

　

新
潟
県
支
部

　

平
成
29
年
４
月
18
日

佐
々
木
　
悟
氏
（
平
５
造
）

　

新
潟
県
支
部

　

平
成
29
年
６
月
12
日

友
正
　
慧
氏
（
昭
44
畜
）

　

新
潟
県
支
部

　

平
成
29
年
６
月
19
日

本
間
　
一
忠
氏
（
昭
30
経
）

　

新
潟
県
支
部

　

平
成
29
年
６
月

竹
内
　
一
郎
氏
（
昭
32
造
）

　

新
潟
県
支
部

　

平
成
29
年
７
月

宮
本
　
豊
氏
（
昭
48
造
）

　

兵
庫
県
支
部

　

平
成
29
年
８
月
23
日

代
田
　
峰
雄
氏
（
昭
33
経
）

　

長
野
県
支
部

　

平
成
29
年
10
月

針
塚
　
藤
重
氏
（
昭
32
農
）

　

群
馬
県
支
部

　

平
成
29
年
11
月
18
日

寺
井
　
俊
介
氏
（
昭
35
化
）

　

神
奈
川
県
支
部

　

平
成
29
年
11
月
22
日

米
田
　
喜
實
雄
氏
（
昭
39
経
）

　

富
山
県
支
部

　

平
成
29
年
11
月
23
日

生
越
　
誠
一
氏
（
昭
35
農
）

　

新
潟
県
支
部

　

平
成
29
年
11
月
27
日

前
川
　
昭
男
氏
（
昭
28
化
）

　

東
京
都
支
部

　

平
成
29
年
11
月
30
日

松
尾
　
武
博（
副
島
）氏（
昭
38
経
）

　

佐
賀
県
支
部

　

平
成
29
年
12
月
３
日

柳
　
精
一
氏
（
昭
31
農
）

　

福
井
県
支
部

　

平
成
29
年
12
月
６
日

長
谷
川
忠
男
氏
（
昭
34
院
化
修
）

　

東
京
都
支
部

　

平
成
29
年
12
月
19
日

井
出
　
主
文
氏
（
昭
35
経
）

　

東
京
都
支
部

　

平
成
29
年
12
月
19
日

広
野
　
長
俊
氏
（
昭
44
経
）

　

富
山
県
支
部

　

平
成
29
年
12
月
30
日

茂
野
　
正
氏
（
昭
26
学
経
）

　

新
潟
県
支
部

　

平
成
29
年
12
月

吉
田
　
理
氏
（
平
３
工
）

　

新
潟
県
支
部

　

平
成
29
年
12
月

桑
田
　
安
喜
氏
（
昭
33
経
）

　

広
島
県
支
部

　

平
成
29
年
12
月

山
中
　
一
成
氏
（
昭
34
醸
）

　

静
岡
県
支
部

　

平
成
29
年
12
月

泉
地
　
秋
雄
氏
（
昭
30
工
）

　

静
岡
県
支
部

　

平
成
30
年
１
月
２
日

片
平
　
晋
作
（
伸
作
）
氏（昭

47
林
）

　

埼
玉
県
支
部

　

平
成
30
年
１
月
22
日

山
岸
　
す
み
子
（
天
笠
）
氏

（
昭
45
短
栄
）

　

群
馬
県
支
部

　

平
成
30
年
１
月
31
日

小
林
　
壽
明
氏
（
昭
18
専
村
経
）

　

群
馬
県
支
部

　

平
成
30
年
２
月
２
日

塚
本
　
茂
氏
（
昭
63
拓
）

　

福
岡
県
支
部

　

平
成
30
年
２
月
３
日

松
田
　
邦
夫
（
竹
内
）
氏（昭

45
畜
）

　

群
馬
県
支
部

　

平
成
30
年
２
月
13
日

堀
内
　
久
彌
氏
（
昭
26
専
化
）

　

千
葉
県
支
部

　

平
成
30
年
２
月
27
日

渡
辺
　
次
郎
氏
（
昭
43
農
）

　

群
馬
県
支
部

　

平
成
30
年
３
月
23
日

原
田
　
卓
氏
（
昭
39
農
）

　

神
奈
川
県
支
部

　

平
成
30
年
３
月
25
日

※
米
田
喜
實
雄
氏
は
平
成
24
年
か

ら
富
山
県
支
部
長
（
現
職
）。
支

部
の
リ
ー
ダ
ー
と
し
て
ご
尽
力
い

た
だ
い
て
い
ま
し
た
が
、
11
月
23

日
未
明
に
急
逝
、
75
歳
で
し
た
。

会
員
の

動
静

校
友
会
情
報

校
友
会
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

（
Ｈ
Ｐ
）
で
は
、
最
新
の
校
友

会
本
部
の
会
議
の
予
定
や
内
容

の
他
、
都
道
府
県
各
支
部
の
役

員
、
支
部
規
程
、
支
部
総
会
の

開
催
予
定
や
内
容
、
年
度
計
画
、

活
動
報
告
な
ど
各
種
情
報
を
掲

載
し
て
い
ま
す
。

支
部
別
の
ペ
ー
ジ
を
設
け
て

い
ま
す
の
で
、
支
部
総
会
、
教

職
員
部
会
な
ど
の
職
域
分
会
、

校
友
会
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

を
ご
活
用
く
だ
さ
い

同
期
会
の
開
催
案
内
に
も
活
用

で
き
ま
す
。
掲
載
を
希
望
さ
れ

る
場
合
は
、
本

部
に
お
問
い
合

わ
せ
く
だ
さ
い
。

各
支
部
か
ら

情
報
が
届
き
次

第
、
随
時
、
支

部
の
ペ
ー
ジ
を

更
新
し
ま
す
。

支
部
活
動
の
情

報
提
供
に
ご
協

力
を
お
願
い
し

ま
す
。

校
友
会
で
は
卒
業
生
名
簿

（
原
簿
）
の
整
備
を
進
め
て
い

ま
す
。
勤
務
先
の
異
動
・
変
更

な
ど
で
多
く
の
会
員
が
住
所
不

明
と
な
っ
て
い
ま
す
。
住
所
変

更
や
改
姓
を
さ
れ
た
会
員
は
、

「
東
京
農
業
大
学
校
友
会
の
し

お
り
」
最
終
ペ
ー
ジ
の
は
が
き

「
会
員
名
簿
移
動
連
絡
票
」
ま

た
は
校
友
会
Ｈ

Ｐ
の
「
会
員
名

簿
変
更
届
」
で

ご
連
絡
願
い
ま

す
。
Ｆ
Ａ
Ｘ
・

メ
ー
ル
の
場
合

は
下
記
に
お
願

い
し
ま
す
。

都
道
府
県
支
部
で
は
毎
年
、

支
部
総
会
や
教
職
員
部
会
な

ど
、
多
く
の
職
域
部
会
・
分
会

が
開
か
れ
て
い
ま
す
。
母
校
の

発
展
・
変
貌
し
て
い
る
姿
や
運

動
部
の
活
躍
な
ど
、
農
大
の
近

況
を
知
る
機
会
で
す
の
で
、
こ

れ
ら
の
会
合
に
ぜ
ひ
、
参
加
し

て
み
て
く
だ
さ
い
。

グ
リ
ー
ン
ア
カ
デ
ミ
ー

ホ
ー
ル
（
校
友
会
館
）
は
大
学

敷
地
の
西
端
に
あ
り
、
学
生
寮

に
隣
接
す
る
緑
豊
か
な
閑
静
な

場
所
に
あ
り
ま
す
。

会
館
内
に
は
、
安
価
で
ご

利
用
で
き
る
休
養
室
（
洋
室
ツ

イ
ン
２
室
、
和
室
15
畳
２
室
）

や
会
議
室
（
大
・
中
）、
レ
ス

ト
ラ
ン
な
ど
の
施
設
が
あ
り
ま

す
。
校
友
の
憩
い
の
場
と
し
て

卒
業
生
、
現
役
生
、
学
生
ご
家

族
の
ご
利
用
を
お
待
ち
し
て
い

ま
す
。
校
友
の
ご
紹
介
が
あ
れ

ば
、
一
般
の
方
々
も
ご
利
用
に

な
れ
ま
す
。

予
約
は
６
カ
月
前
か
ら
受

け
付
け
て
い
ま
す
。
平
日
午
前

９
時
か
ら
午
後
５
時
ま
で
。
ご

希
望
の
方
は
、
電
話
、
Ｆ
Ａ
Ｘ
、

メ
ー
ル
な
ど
で
校
友
会
本
部
に

ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

校
友
会
Ｈ
Ｐ
の
「
グ
リ
ー

ン
ア
カ
デ
ミ
ー
ホ
ー
ル
の
ご
案

内
」
も
ご
参
照
く
だ
さ
い
。

　

平
成
30
年
度
通
常
総
会
は
６
月

１
日
（
金
）、
世
田
谷
キ
ャ
ン
パ

ス
の
横
井
講
堂
で
開
か
れ
る
。

　

29
年
度
事
業
報
告
並
び
に
決
算

報
告
、
30
年
度
事
業
計
画
並
び
に

収
支
予
算
な
ど
を
審
議
す
る
。

薩
摩
藩
や
長
州
藩
な
ど
進
ん

だ
西
国
雄
藩
が
、
遅
れ
た
徳
川

幕
府
を
倒
し
た
。
明
治
維
新
は

そ
の
よ
う
に
評
さ
れ
て
き
た
。

し
か
し
、
そ
の
旧
幕
府
側
出
身

の
人
材
が
、
明
治
政
府
で
重
要

な
役
割
を
果
た
し
て
い
た
。
本

学
の
創
設
者
で
あ
る
榎
本
武
揚

先
生
は
そ
の
一
人
で
あ
る
。

本
書
は
、
榎
本
武
揚
先
生
の

生
涯
を
記
し
た
も
の
で
あ
る
。

「
小
石
川
後
楽
園
は
徳
川
光

圀
が
完
成
さ
せ
た
。
円
月
橋
と

い
う
中
国
式
ア
ー
チ
橋
だ
け
で

取
る
契
機
に
本
書
が
な
れ
ば
幸

い
で
あ
る
。
２
０
１
８
年
は
北

海
道
が
命
名
さ
れ
て
１
５
０
年

目
（
蝦
夷
共
和
国
１
５
０
周
年
）

を
迎
え
、
東
京
農
業
大
学
は
創

立
１
２
７
周
年
を
迎
え
る
。
多

榎
本
武
揚
と
言
え
ば
、
箱
館
戦

争
に
お
け
る
「
敗
軍
の
将
」
と

し
て
の
印
象
の
方
が
強
い
が
、

維
新
政
府
で
は
唯
一
、
大
臣
職

を
歴
任
し
た
。
そ
の
背
景
に
あ

る
榎
本
先
生
の
フ
ロ
ン
テ
ィ
ア

ス
ピ
リ
ッ
ツ
、
あ
ら
ゆ
る
語
学

と
科
学
に
精
通
し
、
北
海
道
の

開
拓
や
外
国
と
の
交
渉
、
殖
産

産
業
に
大
き
く
貢
献
し
、
東
京

農
業
大
学
の
前
身
・
徳
川
育
英

も
大
変
な
文
化
財
で
あ
る
。
明

の
亡
命
儒
者
・
朱
舜
永
の
設
計

指
導
に
よ
る
。
西
湖
堤
な
ど

く
の
校
友
の
方
々
に
ご
一
読
を

勧
め
た
い
。

菅
原　

優
（
東
京
農
業
大
学

生
物
産
業
学
部
自
然
資
源
経
営

学
科
准
教
授
）

会
育
英
黌
農
業
科
を
創
出
し
た

榎
本
先
生
の
バ
イ
タ
リ
テ
ィ
ー

は
、
ま
さ
に
「
近
代
日
本
の
万

能
人
」
で
あ
っ
た
と
い
え
る
。

本
書
で
は
、
そ
の
榎
本
先
生

の
志
か
ら
、
現
代
の
社
会
問
題

に
立
ち
向
か
う
際
の
継
承
す
べ

き
視
点
と
し
て
①
国
際
交
流
②

持
続
的
な
社
会
発
展
③
地
域
資

源
と
〝
モ
ノ
づ
く
り
〟
④
近
代

科
学
を
前
提
に
し
た
教
育
者
⑤

文
理
融
合
の
〝
万
能
人
〟〝
総

合
人
〟
―
―
を
掲
げ
て
い
る
。

現
代
社
会
は
グ
ロ
ー
バ
ル

化
の
下
、
激
動
の
21
世
紀
を
迎

え
て
い
る
。
こ
の
変
化
が
著
し

い
中
で
、
日
本
が
、
さ
ら
に
は

日
本
を
取
り
巻
く
ア
ジ
ア
諸
国

が
、
ど
の
よ
う
な
選
択
を
し
な

が
ら
発
展
す
べ
き
な
の
か
。
江

戸
末
期
か
ら
維
新
を
経
て
、
日

清
・
日
露
の
激
動
の
時
代
を
生

き
抜
い
た
榎
本
先
生
の
生
き
方

と
人
生
か
ら
、
歴
史
的
転
換
点

に
お
け
る
今
日
的
意
義
を
学
び

庭
園
施
設
に
朱
舜
永
の
影
響

を
受
け
具
現
化
さ
れ
て
い
る
。

…
…
」（
石
と
造
園
１
０
０
話
）

「
１
９
７
３
年
設
計
の
駅
前

広
場
は
、
園
路
に
曲
線
を
活
か

し
た
デ
ザ
イ
ン
で
、
駅
舎
と
共

通
す
る
煉
瓦
と
切
石
を
用
い
て

い
た
。
広
場
は
煉
瓦
舗
装
と
花

崗
岩
の
切
石
の
舗
石
…
…
。
曲

線
を
活
か
し
た
池
、
花
崗
岩

の
オ
リ
ジ
ナ
ル
ベ
ン
チ
が
あ
っ

た
。
…
…
」
こ
の
１
９
７
３
年

設
計
広
場
は
す
で
に
無
い
。
時

代
と
と
も
に
姿
を
変
え
て
い

る
。」（
続
・
石
と
造
園
１
０
０

話
）こ

う
い
っ
た
多
彩
な
内
容
で

興
味
が
そ
そ
ら
れ
る
。

上
京
さ
れ
た
機
会
に
小
石
川

後
楽
園
に
足
を
運
ば
れ
た
い
。

東
京
駅
の
広
場
で
一
休
み
は
い

か
が
で
す
か
。
ち
な
み
に
小
石

川
後
楽
園
は
、
東
京
農
大
開
校

の
地
（
Ｊ
Ｒ
飯
田
橋
駅
東
口
右

折
す
ぐ
標
柱
あ
り
）
か
ら
歩
い

て
行
け
る
。
著
者
は
東
京
農
大

名
誉
教
授
。

（
東
京
農
大
出
版
会
刊　

電

話
０
３
―

５
４
７
７
―

２
６
６
６
）

６月１日に
通常総会

住
所
変
更
な
ど

の
ご
連
絡

      03-3427-2271

ko3883@nodai.ac.jp

グ
リ
ー
ン
ア
カ
デ
ミ
ー

ホ
ー
ル
（
校
友
会
館
）

の
ご
利
用
案
内

●ＨＰアドレス　東京農業大学校友会
http://www.nodai-koyukai.jp/

FAX
E-mail

支
部
総
会
・
教
職
員
部

会
な
ど
に
ご
参
加
を

黒
瀧　

秀
久　

著　
　

岩
波
ジ
ュ
ニ
ア
新
書

本
体
価
格
８
８
６
円
（
税
別
）

古
林　

章　

著

各
巻　

本
体
価
格
２
０
０
０
円
（
税
別
）

『
榎
本
武
揚
と
明
治
維
新

   

―
旧
幕
臣
の
描
い
た
近
代
化
』

『
石
と
造
園
１
０
０
話
』

『
続
・
石
と
造
園
１
０
０
話
』

感
謝
状
は
平
成
30
年
度
支
部
総
会
で
伝
達
す
る
。

校
友
会
功
労
者
に
感
謝
状
贈
呈

—

退
任
支
部
長

—
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全
日
本
大
学
女
子
選
抜
駅

伝
競
走
（
富
士
山
女
子
駅
伝
）

が
平
成
29
年
12
月
30
日
、
静
岡

県
の
富
士
山
本
宮
浅
間
大
社

前
―
富
士
総
合
運
動
公
園
陸

上
競
技
場
の
７
区
間
43
・
４
㌔

に
21
チ
ー
ム
が
参
加
し
て
行

わ
れ
、
農
大
は
こ
の
大
会
で
過

去
最
高
の
２
位
と
健
闘
し
た
。

１
区
の
保
坂
野
恋
花
（
醸

２
）
が
４
位
と
好
位

置
に
つ
け
、
２
区
佐

藤
有
希
（
健
３
）
は

区
間
３
位
の
走
り
で

２
位
に
浮
上
。
３
区
皆
川
早

紀
（
健
４
）
と
４
区
原
田
紗

枝
（
健
３
）
が
２
位
を
守
り
き

り
、
各
チ
ー
ム
が
エ
ー
ス
を
起

用
す
る
最
長
区
間
の
５
区
で

棟
久
由
貴
（
健
２
）
は
３
位
と

な
る
も
、
ト
ッ
プ
立
命
館
大
と

の
差
を
17
秒
縮
め
た
。
６
区
小

川
奈
々
（
経
２
）
も
順
位
を
下

げ
４
位
と
な
っ
た
が
粘
り
の

走
り
で
ア
ン
カ
ー
の
清
水
萌

衣
乃
（
醸
３
）
に
つ
な
い
だ
。

清
水
は
、
過
酷
な
上
り
が
続
く

７
区
を
力
強
い
足
取
り
で
大

東
文
化
大
、
名
城
大
を
抜
き
去

り
、
２
位
で
ゴ
ー
ル
し
た
。

校
友
会
静
岡
県
支
部
（
糠

谷
禎
則
支
部
長
）
が
多
数
、
応

援
に
駆
け
付
け
、
沿
道
か
ら
声

援
を
送
っ
た
。

日
光
い
ろ
は
坂
駅
伝
で
総
合
２
位

平
成
29
年
11
月
26
日
、
栃

木
県
日
光
市
で
開
か
れ
た
第

４
回
日
光
い
ろ
は
坂
女
子
駅

伝
大
会
で
、
農
大
Ａ
チ
ー
ム
は

総
合
２
位
、
Ｂ
チ
ー
ム
は
総
合

４
位
と
な
っ
た
。
Ａ
チ
ー
ム
の

３
区
原
田
紗
枝
が
区
間
賞
を

受
賞
し
た
。

校
友
会
栃
木
県
支
部
（
鈴

木
崇
之
支
部
長
）
が
応
援
に
駆

け
付
け
、
声
援
を
送
っ
た
。

各
チ
ー
ム
の
出
場
者
は
以

下
の
通
り
。

Ａ
チ
ー
ム

１
区　

土
田
佳
奈
（
健
２
）

２
区　

清
水
萌
衣
乃
（
醸
３
）

３
区　

原
田
紗
枝
（
健
３
）

４
区　

保
坂
野
恋
花
（
醸
２
）

５
区　

小
川
奈
々
（
経
２
）

６
区　

平
賀
奏
美
（
経
１
）

Ｂ
チ
ー
ム

１
区　

皆
川
早
紀
（
健
４
）

２
区　

田
嶋　

叶
（
経
４
）

３
区　

川
上　

楓
（
開
４
）

４
区　

塩
川　

結
（
経
４
）

５
区　

坂
井
希
美
（
健
１
）

６
区　

小
森
谷
朱
音
（
健
４
）

に
日
本
代
表
と
し
て
棟
久
由
貴

が
出
場
し
、個
人
総
合
で
６
位
。

日
本
女
子
チ
ー
ム
は
総
合
で
優

勝
。

三
浦
国
際
市
民
マ
ラ
ソ
ン
に
出
場

３
月
４
日
に
神
奈
川
県
三

浦
市
で
行
わ
れ
、
５
人
の
選
手

が
出
場
し
た
。
一
般
女
子
５
㌔

の
部
に
出
場
し
た
坂
井
希
美

（
健
１
）、
森
岡
樹
生
（
醸
２
）、

千
葉
伶 

（
経
３
）、
佐
藤
理
子

（
健
１
）
が
出
場
し
、
坂
井
希

美
が
５
位
入
賞
。
一
般
女
子

ハ
ー
フ
マ
ラ
ソ
ン
の
部
で
は
、

小
川
奈
々
が
５
位
入
賞
し
た
。

富
士
宮
駅
伝
競
争　

優
勝
・
準

優
勝第

68
回
富
士
宮
駅
伝
競
争

大
会
が
２
月
11
日
、
静
岡
県
富

士
宮
市
で
行
わ
れ
、
農
大
か
ら

２
チ
ー
ム
が
出
場
し
た
。
校
友

会
静
岡
県
支
部
が
応
援
に
駆

け
付
け
声
援
を
送
っ
た
。

結
果
と
出
場
選
手
は
以
下

の
通
り
。

◇
Ａ
チ
ー
ム　

優
勝 

１
区
＝
棟
久
由
貴
、
２
区

＝
佐
藤
有
希
、
３
区
＝
清
水
萌

衣
乃
、
４
区
＝
小
川
奈
々
、
５

区
＝
原
田
紗
枝
、
６
区
＝
保
坂

野
恋
花

◇
Ｂ
チ
ー
ム　

準
優
勝  

世
界
大
学
ク
ロ
ス
カ
ン
ト
リ
ー

選
手
権
大
会
２
０
１
８

４
月
７
日
に
ス
イ
ス
・
ザ

ン
ク
ト
ガ
レ
ン
で
開
催
さ
れ
た

世
界
大
学
ク
ロ
ス
カ
ン
ト
リ
ー

１
区
＝
平
賀
奏
美
、
２
区

＝
持
丸
美
佐
子
（
経
１
）、
３

区
＝
佐
藤
理
子
、
４
区
＝
岩
本

陽
香
、
５
区
＝
坂
井
希
美
、
６

区
＝
土
田
佳
奈 

希
、
原
田
紗
枝
、
土
田
佳
奈
、

小
川
奈
々
、
保
坂
野
恋
花
が
出

場
し
た
。

校
友
会
福
岡
県
支
部
が
応

援
に
駆
け
付
け
、
熱
い
声
援
を

送
っ
た
。

日
本
選
手
権
ク
ロ
ス
カ

ン
ト
リ
ー

第
１
０
１
回
日

本
陸
上
競
技
選
手
権

大
会
ク
ロ
ス
カ
ン
ト

リ
ー
競
走
が
２
月
24

日
、
福
岡
市
の
海
の

中
道
海
浜
公
園
で
開

か
れ
、
７
人
の
選
手
が
出
場
。

棟
久
由
貴
が
学
生
ト
ッ
プ
と
な

る
４
位
入
賞
を
果
た
し
た
。
団

体
（
上
位
３
人
の
合
計
タ
イ
ム
）

で
は
３
位
。
学
生
ト
ッ
プ
で

ゴ
ー
ル
し
た
棟
久
は
、
４
月
に

ス
イ
ス
で
行
わ
れ
る
世
界
大
学

ク
ロ
ス
カ
ン
ト
リ
ー
選
手
権
大

会
の
代
表
選
手
と
し
て
選
出
さ

れ
た
。

他
に
清
水
萌
衣
乃
、
佐
藤
有

棟久選手が
世界大学クロカン選手権
で活躍！

陸
上
競
技
部
女
子

＝
強
化
指
定
部

体
育
団
体

第
18
回
関
東
女
子
学
生
剣
道
新
人

戦
大
会12月

３
日
に
墨
田
区
総
合

体
育
館
で
開
催
さ
れ
、５
位（
敢

闘
賞
）
に
入
賞
。
こ
の
大
会
に

は
77
大
学
が
参
加
し
た
。

剣
道
部

29
年
度
関
東
学
生
ラ
ク
ロ

ス
女
子
１
部
リ
ー
グ
戦
５
位
の

農
大
は
、
２
部
と
の
入
れ
替
え

戦
で
千
葉
大
と
対
戦
し
６
―

１
で
勝
利
、
１
部
残
留
が
決
定

し
た
。

ラ
ク
ロ
ス
部

力走する２区佐藤選手（２番手）と声援を送る校友会静岡県支部の皆さん

２位でゴールする農大Ａチームの平賀選手

応援に駆け付けた校友会栃木県支部の皆さん（前列）と選手ら

応援に駆け付けた校友会福岡県支部の皆さんと選手ら力走する棟久選手㊧

名城大を抜き２位でゴールに向かう７区清水選手

静岡県支部も声援

平成２９年度農友会表彰式受賞者一覧

文
化
団
体
連
合
会

体
育
団
体
連
合
会

表彰部 氏名・学科
書道部
社交ダンス研究部
管弦楽部

講演部

社交ダンス研究部ペア

社交ダンス研究部ペア

書道部
茶道部

陸上競技部（女子）
ボクシング部
ボクシング部

相撲部

馬術部

陸上競技部

ボクシング部

ラクロス部
馬術部
ホッケー部（男子）
ホッケー部（女子）
自動車部
ボディビル・パワーリフティング部
相撲部

相撲部

陸上競技部

自動車部

体操部

陸上競技部

山岳部

体操部

ラクロス部

全學應援團チアリーダー部

ボクシング部

ボディビル・パワーリフティング部

ボディビル・パワーリフティング部

陸上競技部（女子）
ボディビル・パワーリフティング部

ボディビル・パワーリフティング部

住谷　菜月（健康４）

石山　美桜子（造園４）
大石　明日香（経済１）
佐原　安春（森林３）
荒　奈瑠美（栄養３）
住谷　菜月（健康４）

小林　和久（醸造４）
松下　梨花子（栄養４）

中野　幹士（ビジネス４）
中野　幹士（ビジネス４）
新井　一真（工学４）

ミャガマルドルジ・トゥプシンサナー（ビジネス４）
志賀　裕人（開発３）
吉田　匡慶（ビジネス４）
和田　健太郎（ビジネス４）
佐藤　有希（健康３）
保坂　野恋花（醸造２）
棟久　由貴（健康２）
小川　奈 （々経済２）
中野　幹士（ビジネス４）
北浦　龍馬（ビジネス３）
森坂　嵐（ビジネス３）
黒柳　禅（ビジネス１）
齋藤　麗王（ビジネス１）
新井　一真（工学４）
八巻　拓未（経済３）
大石　航平（化学２）
関口　紗生（健康３）

加藤　聖也（森林１）
清水　萌衣乃（醸造３）
金子　鷹（ビジネス３）
森岡　樹生（醸造２）
土田　佳奈（健康２）
平井　陽大（経済１）
吉田　真依（健康４）
𠮷川　瑠美（森林４）
中村　風稀（醸造１）
岡野　太郎（経済２）
寺山　陽葵（生命１）
加藤　聖也（森林１）
森岡　樹生（醸造２）
平井　陽大（経済１）
平賀　奏美（経済１）
小菅　悠人（醸造１）
黒柳　禅（ビジネス１）
齋藤　麗王（ビジネス１）
中村　風稀（醸造１）
寺山　陽葵（生命１）
竹下　雅教（醸造２）
林　萌波（栄養２）
是永　陽平（工学２）

団体の部

団体の部

団体の部

団体の部

団体の部

団体の部

個人の部

個人の部

個人の部

個人の部

個人の部

農友会功労賞

農友会功労賞

農友会会長賞

農友会会長賞

農友会賞

農友会賞

農友会新人賞

農友会特別賞

南賞

その他

富
士
山
女
子
駅
伝
で
準
優
勝

新
人
戦
で
5
位（
敢
闘
賞
）
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第
94
回
東
京
箱
根
間
往
復
大
学

駅
伝
競
走
大
会
（
１
月
２
～
３

日
）農

大
チ
ー
ム
は
本
線
出
場

を
逃
し
た
が
、
予
選
会
で
力

走
し
た
金
子
鷹
（
ビ
ジ
ネ
ス

３
）
が
関
東
学
生
連
合
チ
ー

ム
に
選
出
さ
れ
７
区
に
出
場

し
た
。

校
友
会
神
奈
川
支
部
（
加

藤
恒
雄
支
部
長
）
も
応
援
に
駆

け
付
け
た
。

日
本
選
手
権
ク
ロ
ス
カ
ン
ト
リ
ー

第
１
０
１
回
日
本
陸
上
競

技
選
手
権
大
会
ク
ロ
ス
カ
ン
ト

リ
ー
競
走
が
２
月
24
日
、
福
岡

市
の
海
の
中
道
海
浜
公
園
で
開

か
れ
、
５
人
が
出
場
し
た
。

川
田
裕
也
（
経
２
）
36
位
、

工
藤
颯
（
経
１
）
45
位
、
金
子

鷹
67
位
。

　
樋
越
勉
（
ひ
ご
し
・
つ
と
む
）

樋
越
監
督
は
昭
和
55
年
農
業
拓

殖
学
科
卒
、
在
学
中
は
硬
式
野
球

部
に
所
属
。
日
本
学
園
高
校
野
球

部
コ
ー
チ
・
監
督
、
世
田
谷
キ
ャ

ン
パ
ス
硬
式
野
球
部
コ
ー
チ
を

経
て
、
平
成
２
年
に
オ
ホ
ー
ツ
ク

キ
ャ
ン
パ
ス
硬
式
野
球
部
監
督
に

就
任
。

北
海
道
１
部
リ
ー
グ
（
北
海
道

六
大
学
野
球
リ
ー
グ
）
で
通
算
28

回
の
優
勝
、
全
日
本
大
学
野
球
選

手
権
大
会
に
は
15
回
出
場
し
た
。

富
士
宮
駅
伝
競
争　
優
勝

第
68
回
富
士
宮
駅
伝
競
争

大
会
が
２
月
11
日
、
静
岡
県
富

士
宮
市
で
行
わ
れ
、
農
大
か
ら

３
チ
ー
ム
が
出
場
し
た
。

結
果
と
出
場
選
手
は
以
下

の
通
り
。

◇
Ａ
チ
ー
ム　

優
勝

１
区
＝
工
藤
颯
、
２
区
＝

平
井
陽
大
（
経
１
）、
３
区
＝

鈴
木
開
登
（
ビ
ジ
ネ
ス
３
）、

４
区
＝
鈴
木
広
親
（
開
３
）、

２
部
３
部
入
れ
替
え
戦
、２
勝
１

敗
で
２
部
残
留
が
決
定

29
年
東
都
大
学
野
球
秋
季

リ
ー
グ
で
２
部
最
下
位
と
な
っ

た
農
大
は
、
３
部
優
勝
の
学
習

院
大
と
入
れ
替
え
戦
を
行
い
、

２
勝
し
て
２
部
に
残
留
し
た
。

周
東
佑
京
君　
福
岡
ソ
フ
ト
バ
ン

ク
ホ
ー
ク
ス
と
契
約
合
意

周
東
佑
京
（
産
経
４
、
内

野
手
）
が
２
０
１
７
プ
ロ
野
球

ド
ラ
フ
ト
会
議
（
29
年
10
月
26

日
）
で
福
岡
ソ
フ
ト
バ
ン
ク

ホ
ー
ク
ス
か
ら
育
成
選
手
と

し
て
２
位
指
名
を
受
け
、
11
月

７
日
に
同
球
団
と
契
約
合
意

陸
上
競
技
部
男
子

＝
強
化
指
定
部

オ
ホ
ー
ツ
ク
硬
式
野
球
部
＝

強
化
指
定
部

世
田
谷
キ
ャ
ン
パ
ス
硬
式
野
球
部
＝

強
化
指
定
部

樋越新監督

三垣新監督

５
区
＝
今
井
優
作
（
経
２
）、

６
区
＝
小
山
直
城
（
醸
３
）

◇
Ｂ
チ
ー
ム　

３
位  

１
区
＝
星
野
元
気
（
ビ
ジ

ネ
ス
１
）、
２
区
＝
高
木
才
叶

（
畜
２
）、
３
区
＝
吉
田
蒼
暉

（
ビ
ジ
ネ
ス
２
）、
４
区
＝
瀬
戸

口
凌
（
経
３
）、
５
区
＝
安
田

圭
吾
（
経
３
）、
６
区
＝
小
山

日
楓
（
食
農
１
）

◇
Ｃ
チ
ー
ム　

４
位  

１
区
＝
森
柊
斗
（
経
３
）、

２
区
＝
堤
亮
太
（
ビ
ジ
ネ
ス

３
）、３
区
＝
藤
原
慎
（
造
１
）、

４
区
＝
那
須
野
幸
佑
（
経
２
）、

５
区
＝
村
田
享
之
（
経
２
）、

６
区
＝
櫻
井
亮
也
（
経
１
）

第
72
回
香
川
丸
亀
国
際
ハ
ー
フ

マ
ラ
ソ
ン（
２
月
４
日
）

川
田
裕
也
、
瀬
戸
口
凌
、

小
山
直
城
が
出
場
し
た
。

第
40
回
神
奈
川
ハ
ー
フ
マ
ラ
ソ
ン

（
２
月
４
日
）

吉
田
蒼
暉
、
森
柊
斗
、
平

間
大
貴
（
地
創
１
）
が
出
場
し

た
。

プ
ロ
野
球
選
手
は
15
人
輩
出
し

た
。こ

の
間
、
東
京
農
大
で
は
学
長

室
、
生
物
産
業
学
部
就
職
課
長
、

資
源
研
究
所
事
務
長
、
学
生
サ
ー

ビ
ス
課
長
を
歴
任
。
ま
た
、
北
海

道
学
生
野
球
連
盟
理
事
長
、
公
益

社
団
法
人
全
日
本
大
学
野
球
連
盟

常
任
理
事
を
務
め
た
。
29
年
12
月
、

世
田
谷
キ
ャ
ン
パ
ス
硬
式
野
球
部

の
監
督
に
就
任
。

◇　

◇　

◇

　
三
垣
勝
巳
（
み
が
き
・
か
つ
み
）

野球部強化へ新体制

三
垣
監
督
は
Ｐ
Ｌ
学
園
高
校
３

年
の
夏
、
甲
子
園
に
出
場
。
準
々

決
勝
で
松
阪
大
輔
を
擁
す
る
横
浜

高
校
と
対
戦
し
、
伝
説
の
延
長
17

回
の
死
闘
を
繰
り
広
げ
た
時
の
６

番
フ
ァ
ー
ス
ト
。

平
成
15
年
東
京
農
大
オ
ホ
ー

ツ
ク
キ
ャ
ン
パ
ス
産
業
経
営
学
科

卒
。
在
学
中
は
硬
式
野
球
部
に
所

属
。
１
年
次
か
ら
レ
ギ
ュ
ラ
ー
と

し
て
活
躍
し
、
４
年
次
に
は
キ
ャ

プ
テ
ン
を
務
め
る
。
最
高
殊
勲
選

手
賞
な
ど
数
々
の
賞
を
受
賞
、
連

盟
を
代
表
す
る
選
手
に
。

社
会
人
野
球
で
は
、
三
菱
ふ
そ

う
川
崎
時
代
は
チ
ー
ム
の
中
心
選

手
と
し
て
活
躍
し
、
都
市
対
抗
野

球
大
会
で
全
国
制
覇
を
成
し
遂
げ

た
。
三
菱
自
動
車
岡
崎
で
は
コ
ー

チ
も
経
験
。

29
年
12
月
に
北
海
道
オ
ホ
ー
ツ

ク
硬
式
野
球
部
の
監
督
に
就
任
。

プ
ロ
野
球

２
０
１
７
プ
ロ
野
球
ド
ラ
フ

ト
会
議
で
、谷
川
昌
希
投
手
（
平

27
開
、
九
州
三
菱
自
動
車
）
が

Ｏ
Ｂ
の
活
躍

第
95
回
全
国
学
生
相
撲
選
手
権
大

会
（
11
月
４
、
５
日
、
大
阪
府

堺
市
・
大
浜
公
園
相
撲
場
）

団
体
戦
Ａ
ク
ラ
ス
で
ベ
ス

ト
８
。
齋
藤
真
（
森
４
）
佐
藤

隆
史
（
工
２
）
山
内
敬
（
開
３
）

松
原
康
太
（
森
３
）
冨
栄
秀
喜

（
森
３
）
が
出
場
し
た
。

第
66
回
全
日
本
相
撲
選
手
権
大
会

（
12
月
３
日
、
両
国
国
技
館
）

ア
マ
チ
ュ
ア
横
綱
を
決
め

る
全
日
本
相
撲
選
手
権
大
会
に

冨
栄
秀
喜
が
出
場
、
優
秀
選
手

決
勝
ト
ー
ナ
メ
ン
ト
に
進
み
健

闘
、
ベ
ス
ト
16
。

相
撲
部
＝
強
化
指
定
部

し
た
。 

周
東
君
は
東
京
農
大
二
高

出
身
で
、
併
設
高
校
か
ら
オ

ホ
ー
ツ
ク
硬
式
野
球
部
を
経

て
、
初
の
プ
ロ
野
球
指
名
選
手

と
な
る
。
身
体
能
力
が
高
く
、

特
に
走
力
に
お
い
て
は
50
㍍

５
秒
７
と
俊
足
が
売
り
。 

打

撃
も
広
角
に
打
ち
分
け
る
技

術
が
あ
り
、
俊
足
を
生
か
し
た

守
備
に
も
定
評
が
あ
る
。

第
89
回
全
日
本
学
生
馬
術
選
手
権

平
成
29
年
度
全
日
本
学
生
馬
術

大
会
（
11
月
２
～
７
日
、
兵
庫

県
三
木
ホ
ー
ス
ラ
ン
ド
パ
ー
ク
）

第
60
回
全
日
本
学
生
賞
典

馬
術
部

総
合
馬
術
競
技
大
会
で
３
位
に

和
田
健
太
郎
（
ビ
ジ
ネ
ス
４
）、

６
位
に
吉
田
匡
慶
（
ビ
ジ
ネ
ス

４
）。吉田

は
第
60
回
全
日
本
学
生

賞
典
馬
場
馬
術
競
技
大
会
で
６

位
、
第
67
回
全
日
本
学
生
賞
典

障
害
馬
術
競
技
大
会
で
８
位
。

団
体
で
は
、
第
60
回
全
日
本

学
生
賞
典
総
合
馬
術
競
技
大
会

で
４
位
、
三
種
目
総
合
で
６
位
。

世
田
谷･

オ
ホ
ー
ツ
ク
に
新
監
督

第
２
回
関
東
学
生
馬
術
男
子
競
技

大
会
（
12
月
２
、
３
日 

津
久

井
馬
術
競
技
場
）

馬
場
馬
術
競
技
で
４
位
に

鵜
飼
勇
希
、
障
害
馬
術
競
技
で

８
位
に
吉
田
匡
慶
、
９
位
に
鵜

飼
勇
希
。

平
成
29
年
度
関
東
学
生
馬
術
協
会

会
長
杯
（
12
月
２
、
３
日 

津
久

井
馬
術
競
技
場
）

馬
場
馬
術
競
技
Ａ
２
課
目

で
３
位
に
木
村
雄
飛
（
醸
２
）、

障
害
馬
術
競
技
小
障
害
Ａ
で
２

位 

に
林
大
地
（
経
２
）
ヒ
ー

ロ
ー
ブ
ラ
ッ
サ
ム
号
、
４
位
に

林
大
地
･
グ
リ
ー
ヴ
ァ
号
。

六
会
ホ
ー
ス
シ
ョ
ー
２
０
１
８

（
日
本
大
学
六
会
馬
場
）

部
班
競
技
Ａ
班
Ｃ
Ｒ
Ａ
Ｎ

Ｅ
杯
で
４
位
に
木
村
雄
飛
（
醸

２
）
ビ
ビ
ア
ン
リ
ス
ト
号
。

第
55
回
東
部
学
生
馬
術
競
技
大
会

（
３
月
16
～
18
日
、
東
京
競
技

場
）▽

団
体
総
合
＝
農
大
３
位

（
10
大
学
出
場
）

▽
新
人
馬
場
馬
術
競
技
＝

南
部
七
輝（
ビ
ジ
ネ
ス
１
）ヒ
ー

ロ
ー
ブ
ラ
ッ
サ
ム
号
５
位
、
団

体
４
位

▽
複
合
馬
術
競
技
＝
鵜
飼

勇
希
・
ラ
ン
ヘ
ラ
ン
バ
号
４
位

▽
新
人
障
害
馬
術
競
技
＝

南
部
七
輝
・
グ
リ
ー
ヴ
ァ
号
３

位
▽
中
障
害
馬
術
競
技
＝
鵜

飼
勇
希
・
ホ
ー
リ
ー
プ
レ
イ
ン

チ
パ
ラ
号
２
位
、原
田
天
馬（
工

３
）・
ス
ー
パ
ー
ソ
ニ
ッ
ク
号

６
位

Ｏ
Ｂ
の
活
躍

阪
神
タ
イ
ガ
ー
ス
に
５
巡
目
で

指
名
さ
れ
た
。
谷
川
投
手
は
福

岡
県
出
身
で
筑
陽
学
園
高
、
東

京
農
大
を
経
て
、
社
会
人
３
年

目
の
25
歳
。
ス

ト
レ
ー
ト
と
ス

ラ
イ
ダ
ー
で
抑

え
る
本
格
派
右

腕
。平

成
27
年

か
ら
３
年
連
続

で
都
市
対
抗
に

出
場
。
29
年
は

侍
ジ
ャ
パ
ン
社

会
人
代
表
に
も

選
ば
れ
、
第
28

回
Ｂ
Ｆ
Ａ
ア
ジ

ア
選
手
権
に
出

場
し
た
。

チ
ア
リ
ー
ダ
ー
部
は
３
月

26
・
27
日
、
千
葉
・
幕
張
メ
ッ

セ
で
開
か
れ
た
USA 

School&

College 

Nationals 

2018（
中

学
校
・
高
校
・
大
学
団
体
対
象
）

に
出
場
し
、
特
別
賞
の
ベ
ス
ト

チ
ア
ア
ッ
プ
賞
を
受
賞
し
た
。

こ
の
賞
は
、出
場
団
体
の
中
で
、

ほ
か
の
チ
ー
ム
の
応
援
を
最
も

頑
張
っ
て
い
た
チ
ー
ム
に
贈
ら

れ
る
も
の
で
、
応
援
団
に
所
属

す
る
チ
ー
ム
と
し
て
と
て
も
光

栄
な
賞
。

副
賞
は
、
Ｚ
Ｏ
Ｚ
Ｏ
マ
リ

ン
ス
タ
ジ
ア
ム
で
の
千
葉
ロ
ッ

テ
マ
リ
ー
ン
ズ
公
式
チ
ア
Ｍ

☆
Ｓ
ｐ
ｌ
ａ
ｓ
ｈ
‼
、
公
式

キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
と
の
ダ
ン
ス
パ

フ
ォ
ー
マ
ン
ス
へ
の
参
加
権

利
。
７
月
８
日
を
指
定
さ
れ
て

い
る
。

こ
の
大
会
に
は
東
京
農
大
一

中
、
一
高
も
出
場
。
一
中
は
中

学
校
編
成
Show 

Cheerleading

―
Advance
部
門
で
優
勝
、
一

高
は
高
校
編
成
の
同
部
門
で
３

位
。
両
校
と
も
ベ
ス
ト
チ
ア

ア
ッ
プ
賞
を
受
賞
し
た
。

全
学
応
援
団
チ
ア
リ
ー
ダ
ー
部

大
会
（
11
月
25
、
26
日
、
福
岡

県
馬
術
競
技
場
）

吉
田
匡
慶
が
準
優
勝
、 

和
田

健
太
郎
と
鵜
飼
勇
希
（
造
２
）

は
９
位
。

箱根駅伝・小田原中継所でたすきを受け取り、７区を
力走する金子選手

福岡ソフトバンクと契約合意した周東選手㊥

場　所
正　代 豊　山

熊本県 / 時津風
（正代直也 平26開）

新潟県 / 時津風
（小柳亮太 平28森）

平成29年11月場所
（九州場所）

前頭七枚目
９勝６敗

十両三枚目
９勝６敗

平成30年１月場所
（初場所）

前頭四枚目
７勝８敗

前頭十四枚目
９勝６敗

平成30年３月場所
（大阪場所）

前頭四枚目
７勝８敗

前頭十一枚目
10勝5敗

　

東
京
農
大
出
身
の
大
相
撲

関
取
の
過
去
３
場
所
の
成
績

は
次
の
通
り
。

準優勝した吉田選手（左端）

谷川投手は後列右から２人目、背番号34



 平成30年4月25日 （16）第123号

29
年
度
全
日
本
学
生
自
動
車
運
転

技
術
選
手
権
大
会
（
29
年
11
月

26
日
、
近
鉄
自
動
車
学
校
）

　

女
子
は
団
体
の
部
で
４
位
、

小
型
乗
用
の
部
で
吉
田
真
依

（
健
康
４
）
が
６
位
、
小
型
貨

物
の
部
で
吉
川
瑠
美
（
林
４
）

が
４
位
。

　

男
子
は
小
型
貨
物
の
部
で
望

月
健
太
（
経
４
）
が
７
位
。

全
関
東
総
合
杯

12
月
９
日
（
土
）
に
開
か
れ

た
全
日
本
学
生
自
動
車
連
盟
関

東
支
部
総
会
に
お
い
て
、
全
関

東
総
合
杯
女
子
団
体
の
部
で
準

優
勝
、
女
子
個
人
の
部
で
は
吉

川
瑠
美
が
準
優
勝
、
吉
田
真
依

が
３
位
と
な
り
、
表
彰
さ
れ
た
。

▼
箱
根
駅
伝
募
金
が
ス

タ
ー
ト
し
た
。
常
磐
の
松

風
、
青
山
ほ
と
り
（
大
根

踊
り
）
を
歌
い
、
農
大
で

学
ん
だ
お
陰
で
「
我
が
人

生
の
今
が
あ
る
」
と
す
る

母
校
愛
。
箱
根
路
を
松
葉

緑
の
た
す
き
が
走
る
姿
は
、

母
校
愛
が
湧
き
出
る
一
瞬

で
あ
り
、
校
友
の
誰
し
も

が
箱
根
を
熱
望
し
て
い
る
。

目
的
は
箱
根
出
場
へ
の
支

援
だ
が
、
母
校
と
校
友
と

の
絆
を
募
金
と
い
う
か
た

ち
の
中
で
感
じ
て
も
ら
う

こ
と
で
も
あ
る
。
各
位
の

ご
協
力
を
お
願
い
し
た
い
。

▼
石
川
委
員
は
４
月
に

東
京
情
報
大
学
に
転
勤
さ

れ
た
。
永
年
の
ご
協
力
に

感
謝
申
し
上
げ
る
。（
小
野
）

編 

集 

委 

員

委
員
長　

小
泉　

幸
道

（
副
会
長
・
名
誉
教
授
）

委　

員　

舘　
　
　

博

（
醸
造
科
学
科
教
授
）

委　

員　

豊
原　

秀
和

（
常
任
理
事
・
名
誉
教
授
）

委　

員　

石
川　

浩
一

（
前
・
法
人
本
部
総
務
部
長
）

委　

員　

小
野　

甲
二

（
常
任
理
事
・
事
務
局
長
）

編 

集 

後 

記

実りちゃん 学くん

文
化
団
体

東
部
日
本
学
生
競
技
ダ
ン
ス
選
手

権
大
会
Ⅰ
部
戦

11
月
12
日
に
獨
協
大
学
（
草

加
市
）
で
開
か
れ
、
ラ
テ
ン
の

部
で
、
小
林
和
久
（
醸
４
）・

松
下
梨
花
子（
栄
４
）組
が
チ
ャ

チ
ャ
チ
ャ
で
優
勝
、
サ
ン
バ
で

３
位
に
入
賞
。
フ
ォ
ー
メ
ー

シ
ョ
ン
で
３
位
。

第
62
回
全
日
本
学
生
競
技
ダ
ン
ス

選
手
権
大
会

12
月
10
日
に
獨
協
大
学
で

開
か
れ
、
ラ
テ
ン
の
部
で
佐
原

安
春
（
森
３
）・
荒
奈
瑠
美
（
栄

３
）
が
ル
ン
バ
で
３
位
入
賞
を

果
た
し
た
。
小
林
和
久
・
松

下
梨
花
子
組
も
決
勝
に
進
出
、

チ
ャ
チ
ャ
チ
ャ
で
５
位
入
賞
を

果
た
し
た
。
フ
ォ
ー
メ
ー
シ
ョ

ン
で
は
３
位
。

第
96
回
理
工
科
系
大
学
学
生
競
技

ダ
ン
ス
選
手
権
大
会

12
月
３
日
に
電
気
通
信
大

学
（
調
布
市
）
で
開
か
れ
、ジ
ュ

ニ
ア
モ
ダ
ン
の
部
で
鈴
木
凌

（
開
１
）・
片
桐
愛
（
ビ
ジ
ネ
ス

１
）
組
が
ク
イ
ッ
ク
ス
テ
ッ
プ

で
２
位
。 

２
位
の
日
本
農
業
新
聞
賞
に
大

石
明
日
香（
経
１
）が
選
ば
れ
た
。

定
期
演
奏
会
を
開
催

平
成
29
年
12
月
27
日
、
府

中
の
森　

芸
術
劇
場
ウ
ィ
ー
ン

ホ
ー
ル
で
第
53
回
定
期
演
奏
会

を
開
い
た
。
ア
ル
ヴ
ァ
マ
ー
序

曲
／
Ｊ
・
バ
ー
ン
ズ
、
歌
劇

「
ト
ゥ
ー
ラ
ン
ド
ッ
ト
」
よ
り

／
Ｇ
・
プ
ッ
チ
ー
ニ
（
編
・
後

藤
洋
）、
ユ
ー
ミ
ン
・
ポ
ー
ト

レ
ー
ト
／
荒
井
由
美
＆
松
任
谷

由
実 

（
編
・
真
島
俊
夫
）、
ド

ラ
ゴ
ン
ク
エ
ス
ト
に
よ
る
コ
ン

サ
ー
ト
・
セ
レ
ク
シ
ョ
ン
／
す

ぎ
や
ま
こ
う
い
ち 

（
編
・
真
島

俊
夫
）
他
を
演
奏
し
た
。

社
交
ダ
ン
ス
研
究
部

自
動
車
部

オ
ホ
ー
ツ
ク

競
技
ス
キ
ー
部

オ
ホ
ー
ツ
ク

カ
ー
リ
ン
グ
部

農
林
水
産
大
臣
杯
争
奪
全
日
本
学

生
弁
論
大
会

農
友
会
講
演
部
は
12
月
３

日
、
百
周
年
記
念
講
堂
で
「
第

51
回
農
林
水
産
大
臣
杯
争
奪
全

日
本
学
生
弁
論
大
会
」
を
開
い

た
。「
学
生
が
論
じ
る
農
林
水

産
業
の
未
来
」
を
テ
ー
マ
に
、

７
大
学
９
人
の
弁
士
が
競
い
、

ボ
ク
シ
ン
グ
部

表彰された吉川選手㊨と吉田選手

男
子
第
66
回
・女
子
第
39
回
全
日

本
学
生
ホ
ッ
ケ
ー
選
手
権
大
会

11
月
８
～
12
日
に
大
阪
府
・

奈
良
県
内
で
開
催
さ
れ
、
男
子

は
４
位
、
女
子
は
ベ
ス
ト
８
と

健
闘
し
た
。

こ
の
結
果
、
男
子
は
ホ
ッ

ケ
ー
日
本
一

の
タ
イ
ト
ル

を
か
け
て
争

う
、
第
91
回

全
日
本
男
子

ホ
ッ
ケ
ー
選

手
権
大
会
に

出
場
。
24
日

に
社
会
人
１

位
の
福
井

ク
ラ
ブ
と

対
戦
し
、
Ｓ

Ｏ
（
シ
ュ
ー

ト
ア
ウ
ト
）

戦
ま
で
も
つ

れ
る
展
開
と

な
っ
た
が
惜

敗
し
た
。

第
73
回
国
民
体
育
大
会
冬
季
大
会

ス
キ
ー
競
技
会
（
２
月
25
～
28

日
、
新
潟
県
妙
高
市
）

　

ク
ロ
ス
カ
ン
ト
リ
ー
・
リ

レ
ー
（
フ
リ
ー
）
成
年
男
子
４

×
10
㌔
に
長
谷
川
晶
俊
（
食
香

４
）
が
福
井
県
チ
ー
ム
の
１
走

で
出
場
し
１
位
。

第
91
回
全
日
本
学
生
ス
キ
ー
選
手

権
大
会
（
３
月
１
～
５
日
、
長

野
県
野
沢
温
泉
村
）

Ｎ
Ｈ
Ｋ
杯
で
健
闘

29
年
10
月
３
～
５
日
、
オ
ー

プ
ン
戦
の
Ｎ
Ｈ
Ｋ
杯
に
農
大
か

ら
８
チ
ー
ム
が
出
場
し
、
農
大

Ｃ
が
３
位
、
農
大
Ｇ
が
４
位
と

健
闘
し
た
。

大
学
リ
ー
グ
新
人
戦（
29
年
10
月

28
、
29
日
）

全
関
東
学
生
自
動
車
運
転
技
術
選

手
権
大
会
（
３
月
25
日
、
府
中

運
転
免
許
試
験
場
）

　

女
子
は
団
体
の
部
で
準
優

勝
、
小
型
乗
用
の
部
で
林
夏
生

（
経
３
）
が
２
位
、
小
型
貨
物

の
部
で
岡
村
恵
実
花
（
バ
イ
オ

３
）
が
４
位
。

　

男
子
は
小
型
貨
物
の
部
（
西

コ
ー
ス
）
で
中
込
慧
太
（
工
３
）

が
４
位
、
同
（
東
コ
ー
ス
）
で

池
永
勝（
ビ
ジ
ネ
ス
４
）が
５
位
。

講
演
部

全
学
応
援
団
吹
奏
楽
部

―
０
で
勝
ち
、
12
年
振
り
10
回

目
の
優
勝
を
達
成
。
今
大
会
で

主
将
の
青
山
力
也
（
開
４
）
が

Ｍ
Ｖ
Ｐ
賞
及
び
ベ
ス
ト
イ
レ
ブ

ン
、
三
原
広
之
（
開
３
）
が
ベ

ス
ト
イ
レ
ブ
ン
を
受
賞
し
た
。

女
子
１
部
で
は
準
決
勝
で

強
豪
の
駿
河
台
大
学
に
２
対
１

で
勝
利
、
決
勝
（
11
月
19
日
）

で
は
山
梨
学
院
大
学
に
敗
れ
た

も
の
の
準
優
勝
に
輝
い
た
。

全
日
本
ボ
ク
シ
ン
グ
選
手
権
大
会 

森
坂 

３
連
覇

第
87
回
全
日
本
ボ
ク
シ
ン

グ
選
手
権
大
会
（
11
月
22
～
26

日
）
に
９
人
の
学
生
と
卒
業
生

Ｏ
Ｂ
１
人
が
出
場
し
た
。
リ
オ

五
輪
に
出
場
し
た
ラ
イ
ト
級
の

森
坂
嵐
（
ビ
ジ
ネ
ス
３
）
が
大

会
３
連
覇
を
達
成
し
た
。
フ
ラ

イ
級
の
北
浦
龍
馬
（
ビ
ジ
ネ
ス

３
）
と
バ
ン
タ
ム
級
の
中
野
幹

士
（
ビ
ジ
ネ
ス
４
）
は
決
勝
で

惜
し
く
も
敗
れ
準
優
勝
、
ラ
イ

ト
級
の
齋
藤
麗
王
（
ビ
ジ
ネ
ス

１
）
は
３
位
。
森
坂
は
優
秀
選

手
賞
に
輝
い
た
。

ラ
イ
ト
ウ
エ
ル
タ
ー
級
に

出
場
し
た
卒
業
生
の
成
松
大
介

（
平
24
経
、
自
衛
隊
体
育
学
校
）

は
大
会
７
度
目
の
優
勝
を
果
た

し
た
。

そ
の
他
の
成
績
＝
ラ
イ
ト

フ
ラ
イ
級
５
位 

田
中
利
知
（
経

１
）、
ウ
エ
ル
タ
ー
級
５
位 

黒

柳
禅
（
ビ
ジ
ネ
ス
１
）、
ミ
ド

ル
級
５
位 

押
川
幸
輝
（
ビ
ジ

ネ
ス
３
）

　

▽
男
子
１
部
総
合
で
８
位
。

　

▽
ク
ロ
ス
カ
ン
ト
リ
ー
30
㌔

ク
ラ
シ
カ
ル
で
内
田
亜
汰
瑠

（
食
香
３
）
５
位
、
長
谷
川
晶

俊
７
位
。

　

▽
ク
ロ
ス
カ
ン
ト
リ
ー
・
リ

レ
ー
（
４
×
７
・
５
㌔
）
５
位
。

１
走
＝
長
谷
川
晶
俊
、
２
走
＝

内
田
亜
汰
瑠
、
３
走
＝
丸
山
虎

之
丞
（
産
地
１
）、
４
走
＝
釜

石
和
（
産
生
１
）。

　

校
友
会
長
野
県
支
部
の
前
田

善
男
幹
事
長
、峯
村
純
平
君（
平

27
農
卒
・
元
応
援
団
所
属
）
ら

も
応
援
に
駆
け
付
け
、
声
援
を

送
っ
た
。

Ｕ
18
女
子
ユ
ー
ス
「
ユ
ー
ス
オ
リ

ン
ピ
ッ
ク
競
技
大
会
ア
ジ
ア
予

選
」４

月
25
～
29
日
に
タ
イ
・

バ
ン
コ
ク
で
開
催
さ
れ
る
第
３

回
ユ
ー
ス
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
競
技

大
会
ア
ジ
ア
予
選
の
Ｕ
18
女
子

日
本
代
表
13
人
の
中
に
農
大
の

村
上
冴
来
（
食
農
１
）
が
Ｆ
Ｗ

と
し
て
選
ば
れ
た
。

健
闘
を
期
待
し
て
校
友
会

が
激
励
し
た
。

第
72
回
国
民
体
育
大
会
ボ
ク
シ
ン

グ
競
技
会　
中
野
２
連
覇 

第
72
回
国
民
体
育
大
会
ボ

ク
シ
ン
グ
競
技
会
（
10
月
５
日

～
９
日
）
が
愛
媛
県
松
前
町
で

開
か
れ
、
各
県
代
表
と
し
て
農

大
か
ら
７
人
が
出
場
し
た
。
バ

ン
タ
ム
級
の
中
野
幹
士
が
優
勝

し
大
会
２
連
覇
を
達
成
、
フ
ラ

イ
級
の
北
浦
龍
馬
と
ミ
ド
ル
級

の
黒
柳
禅
は
準
優
勝
。

29
年
度
関
東
学
生
ア
メ
リ

カ
ン
フ
ッ
ト
ボ
ー
ル
・
３
部

リ
ー
グ
Ｄ
ブ
ロ
ッ
ク
で
農
大
は

全
勝
、
勝
ち
点
15
で
１
位
。
２

部
３
部
入
れ
替
え
戦
で
埼
玉
大

と
対
戦
、
18
―
17
で
逆
転
勝
利

し
、
30
年
度
は
２
部
リ
ー
グ
に

昇
格
。

ア
メ
リ
カ
ン
フ
ッ
ト
ボ
ー
ル
部

ホ
ッ
ケ
ー
部

２
０
１
７
関
東
学
生
ホ
ッ
ケ
ー
秋

季
リ
ー
グ

男
子
１
部
の
決
勝
戦
（
11

月
３
日
）
で
、
法
政
大
学
に
１

２
年
女
子
２
位
、
２
年
男

子
６
位
。

第
８
回
全
日
本
大
学
カ
ー
リ
ン
グ

選
手
権
（
29
年
12
月
１
～
３
日
、

青
森
市
・
み
ち
ぎ
ん
ド
リ
ー
ム

ス
タ
ジ
ア
ム
）

男
子
、
女
子
と
も
出
場
し
、

男
子
チ
ー
ム
が
ベ
ス
ト
４
。

全日本でルンバ３位入賞した佐原・荒組

フォーメーションは全日本で３位入賞

左から齋藤、森坂、北浦、中野選手

黒柳選手 北浦選手㊨ 優勝した中野選手

大会ムードを盛り上げた応援団 クロスカントリー・リレーのスタート、農大は健闘し５位

秋季リーグで準優勝した女子チーム

全日本男子ホッケー選手権大会

校友会の小野常任理事・事務局長（右から
2人目）から激励を受けた村上選手（中央）

農大（緑ヘルメット）は２部３部入れ替え戦で埼玉大
に勝利（29年12月16日、富士通スタジアム川崎で）

秋季リーグで優勝した男子チーム


